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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺おれは和泉いずみ正まさ宗むね。十六歳さいの高校二年生。

　学校に通いながらライトノベルを書いている兼けん業ぎよう作さつ家かだ。

　ペンネームは、和泉いずみマサムネ。

　諸事情あって、二年前から、引きこもりの妹と暮らしていた。

　そんな生活に大きな変化があったのが、一年前のこと。

　俺おれは妹の『隠かくされた秘密』を知ってしまう。

　俺おれの小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　その人こそが、俺おれの妹・和泉いずみ紗さ霧ぎりだったのだ。

　……なんて、な。

　お決まりのあらすじを語る機会も、もう、残り少なくなってきたようだ。

　俺おれと妹の物語は、すでに佳か境きようを過ぎ、あとは大団円を残すばかり────…………

　このときの俺おれは、そんなふうに思っていた。

　終わりが近いのは間ま違ちがいない。これが小説で、『俺おれと紗さ霧ぎりの物語』だったなら、きっと──もっと緩ゆるやかに、穏おだやかに、終わっていくのだろう。

　でもな。

　これは『俺たちの物語』で。

『俺おれたちの物語』には、山やま田だエルフが登場する。

　奇き想そう天てん外がいで破は天てん荒こう、いつだってエネルギーの塊かたまりのようなあいつは、緩ゆるやかで平へい坦たんな展開など許しはしない。

　そう。

　今回は──

　彼かの女じよが逆転の策クライマツクスを携たずさえ現れた、あの瞬しゆん間かんから始まる。







「マサムネ！　紗さ霧ぎり！　待たせたわね──ここで主役の登場よ！」

　紗さ霧ぎりの部屋に、雷らい鳴めいのような声が轟とどろいた。

　開け放たれたベランダに、金きん髪ぱつの美少女が立っている。

　彼かの女じよは山やま田だエルフ。

　俺おれと紗さ霧ぎりの親友で、好敵手ライバルで──一言では到とう底てい語り切れない。

　俺おれと紗さ霧ぎりのファーストキスを直前で邪じや魔ました彼かの女じよは、悪びれもせず胸を張り、見得を切った。

「このわたしが、逆転しにきてやったわ！」

　あまりにも堂々とした勝利宣言に、俺おれたちは、しばし言葉を失う。

　辛かろうじて出てきたのは、

「え、エルフ……おまえ……おまえ……ッ……！」

　台詞せりふになり切れない声だけだ。

　エルフはニヤリと口くちの端はをつり上げて、

「くっふっふ……いい表情ね、マサムネ！　紗さ霧ぎり！　あともうちょっとでキスできたのに──なーんて考えてるのかしら？」

「そっ──そんなことないもん！」

　真っ赤になって否定する紗さ霧ぎり。

「そ、それよりっ……なにしにきたの、エルフちゃん！」

「言ったじゃない。逆転しにきてやっ・た・の・よ♪」

　ふふん、と自信満々に腕うでを組む。

　エルフは、腰こしを折り曲げ、座すわる俺おれたちに、顔をずずいと近づける。

「マサムネと紗さ霧ぎり。あんたたちは正式に付き合い始めて、結けつ婚こんの約束もして、勝負を懸かけて出ていったムラマサは玉ぎよく砕さいして」

　にひひ、と、歯を見せて笑う。

「これがラブコメラノベだったなら、このわたし、山やま田だエルフちゃんにはもはや勝ち目なんてなーい。こーんなに可愛かわいくて美しくて健けな気げで超ちよう最さい高こうの女の子なのに、哀あわれ負けヒロインになってしまう。順当に紗さ霧ぎりが勝って、物語は終わっちゃう。そう読者たちは思っているでしょうね」

「むぅ……またよくわからないことゆう」

　紗さ霧ぎりは、むすっと頰ほおを膨ふくらませる。

　会話が嚙かみ合あっていないのを、もちろんエルフはわかっているのだろう。

　紗さ霧ぎりに真まっ直すぐ顔を向け、構わず続けた。

「ここでわたしが勝ったら、超ちよう面おも白しろいと思わない？」

「ちっとも思わない」

「題して、山やま田だエルフちゃん逆転勝利の巻！　なんてどうかしら？」

「タイトルセンスふるすぎ」

「単純明快、一周回ってかっこいいでしょ」

「大逆転なんて誰だれも喜ばない。王道がいちばん」

　紗さ霧ぎりは四よつん這ばいで移動し、俺おれとエルフの間に陣じん取どった。

　こんな比ひ喩ゆはしたくないんだが……子こ猫ねこを護まもる母はは猫ねこのような体勢だ。

「兄さんは私のだから。誰だれにもあげないから」

　しっしっ、と、『どっか行け』のジェスチャーをエルフに投げる。

「相っ変わらずあんたって、独どく占せん欲よく強いんだから。くふふ、愛されてるわねー、マサムネ♪」

「そうだろ？　俺おれは幸せものだな」

「……そこで臆おく面めんもなくその返事ができるのがマサムネよね。まさに鉄てつ壁ぺきのカップルって感じ。ったく、妬やけるわ、ほんとに」

　と、エルフは両りよう腕うでを広げて首を横に振ふる。

　余よ裕ゆうの態度に見えるエルフに、目を細めて紗さ霧ぎりが問う。

「……どうやって逆転する気なの？」

「そんであんたは、ちっとも油断しないし」

「するわけない。兄さんは私ので、私のことがいちばん好きだけど……」

　かぁぁ……と、恥はじらいながら言う紗さ霧ぎり。

　聞いている俺おれまで、顔が熱くなってくる。

　紗さ霧ぎりは、そこで凜り々りしくエルフを見つめ、

「エルフちゃんと、ムラマサちゃんには、ぜったい油断しない」

「そう。くふふ、その警けい戒かいが嬉うれしいわ。わたしを『ライバルだと思ってくれている』ってことだもの。こんなに鉄てつ壁ぺきで、傍はたから見たら勝ったも同然な状じよう況きようなのに──わたしに逆転されるかもしれない。紗さ霧ぎりは、そう思ってくれてるのよね？」

「…………………………」

「…………………………」

　両者は無言で見つめ合う。

　紗さ霧ぎりが厳しく睨にらみ付つけているのに対し、エルフはにこやかに微笑ほほえんでいる。

　対照的な絵面だった。

　やがてエルフが、片目をつむって言った。

「ね、マサムネ。わたしにとって、ラノベを書くのはゲームみたいなもの──そう言ったことがあったでしょう？」

「ああ、初めて会った頃ころにな」

　あのときは、仕事の取り組み方で意見が合わなくて──なんて嫌いやなやつだと思ったっけ。

「懐なつかしいわ」

「……そうだな」

　いま、俺おれとエルフは、きっと同じ光景を思おもい描えがいている。

　彼かの女じよは、にひひ、と悪戯いたずらっぽく声を漏もらし、

「そう！　ラノベ執しつ筆ぴつは、ゲームとよーく似ているの！　中でもラブコメは、パズルゲームね！　これも前に、言ったかしら？」

「聞いたよ。理由までは聞いてねーけど」

「マサムネ！　この大だい先せん輩ぱいが教えてあげる！　ラブコメの肝きもは！　配置したキャラクターの人間関係が、ダイナミックに変動していくところなのよ！」

　ビシリと人差し指を立てて、自じ慢まんげに言い放つエルフ。

　その様子は、普ふ段だん、俺おれ──後こう輩はい作家に対し、偉えらそうにレクチャーするときと同じものだ。

　到とう底てい、人様のキスシーンにむりやり割わり込こんでするような話ではなかった。

　それが、すげーエルフらしい。

「作者であるわたしたちは、よーく考えて連れん鎖さを組んで、作品を構成して、いータイミングでよきところを爆ばく弾だんで起き爆ばくするの。そうすると──一気に人間関係が変動するわ！　第一印象最悪の後こう輩はいにときめいて、転校生が急に気になる相手アイツになってきて、仲の悪い兄妹きようだいの誤解が少しだけ解けて──『最悪の関係』が最高にワクワクする状況シチユエーシヨンに裏返っていく──逆転していく。まるでパズルゲームの大だい連れん鎖さを起動させたみたいにね。それがすっっごく気持ちいいの！」

　こういうやつなのだ、こいつは。

「わたしも！　読者も！　超ちよう面おも白しろいのよ！」

　俺おれは彼かの女じよの、こういうところが────

「ふぅん」

　紗さ霧ぎりが発した声には、首筋に刃は物ものを当てられたような冷たい感かん触しよくがあった。

「それで、どうやって逆転するの？」

「いい質問ね、紗さ霧ぎり！」

　むーっと睨にらんでくる紗さ霧ぎりに対し、あくまで友好的な態度で返事をするエルフ。

　かなり怒おこっていたらしい紗さ霧ぎりなのに、少しずつ毒気を抜ぬかれていくのがわかる。

　どんなに無茶苦茶なことをやっても、本気で嫌きらいにはなれない。

　山やま田だエルフとは、そんな女の子だった。

「ラブコメはパズルゲームとよく似ている──わたしはね、現実の恋れん愛あいもそうだと思うの。恋れん愛あいって、人間関係を、自分の望むように変化させていくことだもの」

「私も兄さんも、ラノベのキャラじゃない。作者の思ったとおりになんて、動かないもん」

「ラノベのキャラが、作者の思いどおりに動くわけないじゃない？」

　だから似ているのよ──と、エルフは言った。

「わたしは現実の恋れん愛あいでも、よく考えて、パズルを組むわ。わたしの思おもい描えがく未来に、つながるようにね」

「それは……エルフちゃんが、私に勝って、兄さんと結けつ婚こんする未来ってこと？」

「つい最近までは、そう思ってたの。でも──いまは違ちがうわ。マサムネを紗さ霧ぎりから奪うばって、わたしのものにして──結けつ婚こんして、幸せに暮らす。それって、なぁんか違ちがうのよね──わたしが望むベストな未来じゃない気がするのよね」

　曲げた指を唇くちびるに当て、ブツブツと呟つぶやく。

「パズルって、ちゃんと設計図を作って、しっかり土台から組まなくちゃ、いいものにはならないわ。わたしは『わたしが望むベストな未来』をちゃんと自分でわからなくちゃいけない。そうして初めて、『そのために何をすべきか』考えられるようになるのよ」

　創作とおんなじね、と、片目をつむる。

　紗さ霧ぎりがジト目で促うながした。

「それで？」

「聞いてくれる？　わたしが逆転するために、わたしが決めた、やるべきことを」

　俺おれと紗さ霧ぎりは、顔を見合わせてから、揃そろって頷うなずく。

　なんだか妙みような話だった。まったくもって、変な感かん触しよくだった。

　だってこれから、『俺おれと紗さ霧ぎりを引ひき離はなす策』を聞こうというのに……

　どうして俺おれたちは、エルフの口からどんな奇き想そう天てん外がいな台詞せりふが飛び出てくるのか、楽しみにしているのだろう？

「山やま田だエルフちゃん逆転の秘策その一──」

　そうして、彼かの女じよは言った。




「紗さ霧ぎりを、超ちよう可愛かわいくて魅み力りよく的てきな女の子に鍛きたえてあげる！」




　エルフが口にした『秘策』を聞いた俺おれたちは、当とう惑わくし、再び顔を見合わせる。

　それから、腕うでを組んで偉えらそうにしているエルフに向き直り、

「？　？？？　……どういうこと？」

　紗さ霧ぎりが聞いた。当然の疑問を受けたエルフは、したり顔で解説を始める。

「ふふん……理解できないって顔ね？　そう、あんたたちは、いま、こう考えているわ──」





「紗さ霧ぎりはすでに世界最高に可愛かわいいのに、これ以上どうする気なんだ？」






「──ってそこのシスコン！　想定と違ちがう台詞せりふを挟はさまないで頂ちよう戴だい！　やり直しよ！」

　エルフは『いまのはナシ！』とばかりに両りよう掌てのひらを激しく振ふる。

　こほんと咳せき払ばらいをしてから、前の台詞せりふを繰くり返かえした。

「そう、あんたたちは、いま、こう考えているわ──どうしてエルフが逆転するために、紗さ霧ぎりを可愛かわいくする必要があるのか。そんなことをしたらエルフは、もっともっと不利になっちゃうんじゃないか──ってね！」

　エルフが自分で並べた疑問は、俺おれや紗さ霧ぎりの内心を正確に代弁していた。

　彼かの女じよは、教師めいた笑えみを浮うかべる。

「パズルを組むって言ったでしょ？　すべては勝ち筋を作るためよ。わたしにとってベストな未来に至るためのね。一時的に不利になるのは仕方ない──じゃ、ないわね。そう──望むところよ！」

「エルフちゃんのゆう……ベストな未来ってなに？」

「ひひー、気になる？　気になるでしょ？　気になるわよね？」

　顔をぐいぐい近づけてくるエルフに、紗さ霧ぎりはイラッとしているようだ。

　エルフは、しぃ、と唇くちびるに指を当て片目をつむる。

「まだ秘密っ！　でも、紗さ霧ぎりにとって悪いものではないわ！」

「……なんか、いやな予感がしてきた」

　紗さ霧ぎりは目を細めてエルフを見上げている。

「あら、信用ないわねー」

　彼かの女じよは、おおげさな仕草で胸を軽く叩たたく。

「この山やま田だエルフが、親友のあんたに、嫌いやがるようなこと、いままでに一度でもした？」

「いっぱいした」

「ええ！　うっそお!?」

「前に、エルフちゃんがエロマンガ先生Ｇアルミちやんを焚たきつけたせいで、私はすっごくピンチになったことがある」

「……そんなこともあったわね」

　即そく答とうされて、エルフの額に汗あせが一筋。

「『やめて』ってゆってるのに、いつもベランダから私の部屋に入ってくるし」

「そんなこともあったわね！」

　過去形にすんなよ。今日やらかしたばっかじゃねーか。

「……エルフちゃんは、いつも悪気なくトラブルを起こすから困る……」

「そうね！　ごめんなさい！　基本的には、友達の嫌いやがることはしてないはずよ！」

　偉えらそうに謝あやまるよなこいつ。

　というか紗さ霧ぎりもいい加減、ベランダの戸と締じまりを徹てつ底ていするべきだと思う。

　エルフは「そんなわけで」と強ごう引いんに話題を修正し、

「わたしのために、紗さ霧ぎりを超ちよう可愛かわいくしてあげるわ！」

「よくわからないんだけど……それで私が『うん』ってゆうと思う？　兄さんを取られちゃうかもなのに」

「うん！　思うわ。──だって、紗さ霧ぎりもマサムネも、わたしの秘策が気になるでしょ？　なんだか面おも白しろそう～って、そう思うでしょ？」

「……………………」

　俺おれと紗さ霧ぎりは、揃そろって黙だまり込こんだ。

　図星だったからだ。

　それにエルフは、『紗さ霧ぎりにとって悪いものではない』と断言した。

　なら、きっとそうなのだろう。いまエルフが企たくらんでいる何かは、とんでもなくうさんくさくて怪あやしいけれど……それでも、俺おれや紗さ霧ぎりを不幸にするようなものではない。

　そう自然と信じられた。

　きっと紗さ霧ぎりも、俺おれと同じように思ったのだろう。

「ぐたいてきに、どうするの？」

　と、話の続きを促うながした。

「お、ノってきたわね」

「ちがう。いちおう話を聞くだけ」

「ひひー、それで十分よ。まずはこう──今日からわたし、この部屋に泊とまり込こむわ！」

「え？」「は？」

　俺おれたちはエルフの意外な宣言に目を見張った。

「この家に泊とまるって？　それが……おまえの秘策？」

「少ぉし違ちがうわね。『この家』じゃなくて、『この部屋』に泊とまるの」

「つまり……？」

「ここで『紗さ霧ぎりと一いつ緒しよに暮らす』という意味よ」

「意味わかんない！　なんでそうなるの!?」

　俺おれも紗さ霧ぎりとまったく同じ想おもいだった。エルフの秘策が、『紗さ霧ぎりを可愛かわいくすること』というのがまず意味不明だったし、そのための具体的な施し策さくが『紗さ霧ぎりと一いつ緒しよに暮らすこと』……？

　二重に意味がわからんぞ！

　騒さわぐ俺おれたちだったが、そんなリアクションは想定内だとばかりにエルフは言う。

「最後まで話を聞きなさいって。──マサムネ、いみじくもあんたは言ったわね。『紗さ霧ぎりはすでに世界最高に可愛かわいいのに、これ以上どうする気なんだ？』って。その答えがこれよ」

　エルフは、ビシリと紗さ霧ぎりを指さして言い放つ。

「ずばり、『女子力の向上』！」

「お、おぉ……！」

　エルフのぶち上げたお題目に、紗さ霧ぎりが今日初めて感心したような声を漏もらす。

　興味しんしんといった様子で、身を乗り出している。

「ふふん、紗さ霧ぎりには心当たりがあるみたいね。……確かに紗さ霧ぎりは可愛かわいいわ。わたしには及およばないにしても、今までに出会った人間の中では、ずば抜ぬけた素材と言っていい」

「異議あり！」

「はいそこのシスコン、黙だまってどーぞ。あんたの意見は重要だけど、いまは聞いてないから」

「…………」

「話を続けるわよ。紗さ霧ぎりは可愛かわいいし、最高の素材だけれど──マサムネが主張するほど完全無欠ってわけじゃないわ。いい女って、外見だけじゃなく内面も美しいものよ──このわたしのようにね！」

「異議あり！　紗さ霧ぎりの内面は超ちよう最さい高こうだと思います！」

「兄さん！　そういうのやめて！」

　隣となりに座すわる俺おれの膝ひざを、紗さ霧ぎりは真っ赤になって叩たたいてくる。

　それを見たエルフの眉み間けんに、しわが寄った。

「そこのバカップル、話の腰こしを折りまくってくれて本当にありがとう。もう一度！　話を戻もどすけ・れ・ど！　わたしが言った紗さ霧ぎりの内面って、性格のことだけじゃなくて、女の子としての気き遣づかいやスキルも含ふくむわ。日本で『女子力』なんて呼ばれているモノのことよ」

　女子力……女子力ねえ。

　深くは書かないが、最近使いづらくなってきた言葉である。

　優やさしいニュアンスのいい単語だと思うんだけどな。

　そんな俺おれの、忖そん度たくに満ちた内心とは裏腹に、

「そう──女子力よ！　紗さ霧ぎり！　あんたには女子力が足りないわ！」

　エルフは知るかとばかりに、『女子力』を連呼する。

　指し摘てきを喰くらった紗さ霧ぎりが、両目を可愛かわいくバッテンにして、「うっ……」と、怯ひるむ。

　自覚があるからだろう。

　だが、

「異議あり！　異議ありッ！　最近の紗さ霧ぎりは女子力と母性に溢あふれていると思います！　なぜなら料理や家事を覚えて、やってくれているからです！」

「知ってるわ。マサムネが教えたのよね？　でもさー、それにしたって、彼かれ氏しより女子力低いわけじゃない？」

「ううっ……」

　さらにダメージを負う紗さ霧ぎり。胸にナイフを突つき刺さされたかのように仰のけ反ぞっている。

「彼かれ氏しに家事や料理を教わって、少しだけできるようになって──それでも彼かれ氏しほど女子力高くなくて。長年のニート的な気質はちっとも変わってなくて。その上、お隣となりに住む美少女はＳＳＳＳＳクインテイプルランクの女子力を持つ超ちよう女め神がみで。……女の子としてそれでいーのかしら？」

「いいんだよ！　超ちよう可愛かわいいだろ！」

「兄さんは黙だまっててっ！」

「はい！」

　正座で居住まいを正す俺おれ。紗さ霧ぎりは、ぐぬぬ……と歯を食いしばってエルフを睨にらむ。

「よくない、とは、思ってた」

「そーよね！　そこでわたしよ！　特別に、世界一の女子力を持つ美少女であるこの山やま田だエルフが、あんたを立派な乙女おとめに鍛きたえてあげる！　──この部屋に泊とまり込こんでね！」

「……泊とまり込こむ意味は？」

「一つ、夜、寝ねる瞬しゆん間かんまで指導できる。二つ、あんたたちのイチャイチャを一時的に阻そ止しできる」

「おい！　正直に言いすぎだろ！」

「三つ！　この前わたし抜ぬきでパジャマパーティやってたわよね！　ずるいわ！　わたしともやりなさい！」

「……三つ目だけ異様に感情がこもってんな」

　メインの理由それじゃないの？

「四つ、秘策の伏ふく線せんだから秘密。ここ、大事なところだから覚えておいて頂ちよう戴だい。どんなのかなーって予想するのも楽しいからオススメよ♪」

「自分で言うか」

　俺おれは呆あきれた声を出した。

　エルフの話が一段落したようなので、オススメされたとおり少し考えてみる。

『山やま田だエルフちゃん逆転の秘策その一』とやらについてだ。

『紗さ霧ぎりを、超ちよう可愛かわいくて魅み力りよく的てきな女の子に鍛きたえてあげる！』と、彼かの女じよは言ったが、ここまで聞いてみた限りでは、結局よくわからない。

　紗さ霧ぎりを可愛かわいくすることが、どうして逆転の秘策なのか。

　どのような理り屈くつで、『エルフの望む未来』への布石になるというのか。

　逆に不利になってしまうだけなんじゃないか──。

　なにもかもが不明だった。

　予想しろって言われても、お手上げだ。

　今後、秘策その二、その三……と、明らかにされていけば、わかるのだろうか……？

　現時点では……前回、エルフが風邪かぜを引いたせいで『紗さ霧ぎりと仲良くなる機会を逸いつした』のを、取とり戻もどそうとしているように思えた。むしろそうだと言ってくれたら、納なつ得とくできたのだが。

　沈ちん思しする俺おれをよそに、エルフは言う。

「で、どう、紗さ霧ぎり？　今日から、わたしと一いつ緒しよに暮らしてくれる？」

「ん……む。どうしよ、かな」

　紗さ霧ぎりはかなり迷っている様子だ。友達と同じ部屋で暮らすことについて──『迷う』という時点で、以前の紗さ霧ぎりからは考えられないほどの進歩だった。

　いい傾けい向こう、なのだろう。

「一日だけならいいけど……何日も泊とまるんでしょ？」

「そのつもりよ」

「お泊とまりしてる友達がいると、仕事するときじゃま」

「はっきり言うわね！」

「それに、ちょっと不安、かも。そんなの……やったこと、ないし」

「前にも、わたしとムラマサが何なん泊ぱくもしたことがあったじゃない？」

「あれは、べつべつの部屋だったから」

「そーね。一いつ緒しよの部屋だったら、きっと、もっと楽しいわ」

「うん……そ、だね」

　紗さ霧ぎりは、はっきりと頷うなずいた。

「それは……そう……だと、思う」

　きっと、つい先日行われた『お泊とまり会かい』のことを、思い出しているのだろう。ふふ、と微笑ほほえんでいるのが見えた。

　そんな紗さ霧ぎりを、エルフはよーく見ている。

　そうして、言葉を選んで口にしていく。

「もちろん仕事の邪じや魔まはしないし──あんたがきつそうなら、すぐ出てってあげる。その辺、気を遣つかわなくていーわよ。だってわたし、隣となりに住んでいるんだもの」

「ん……なら、だいじょぶ、かも」

　こく、と、頷うなずく。

「決まりね！　ひひー、すっごく楽しいプランをたくさん考えてあるの！」

　こうして──

　エルフが再び、我わが家やに泊とまり込こむことになった。

　今度は、紗さ霧ぎりと同じ部屋で。

　うーん……

　どう考えても紗さ霧ぎりにとってはプラスなので、口を挟はさまなかったけれど。

　山やま田だエルフが和泉いずみ正まさ宗むねを攻こう略りやくするための秘策……そのはずなのに。

　俺おれを仲間はずれにするかのような初手だった。




　翌日──

「マサムネ！　紗さ霧ぎり！　わたしがきたわよ！」

　早朝からエルフがやってきた。

　朝食の準備をしようとしていた俺おれと紗さ霧ぎりは、玄げん関かんでエルフを出で迎むかえる。

「おはよう、エルフちゃん」

「おはよ！　紗さ霧ぎり！　サンドイッチを持ってきたの。一いつ緒しよに食べましょ」

　バスケットを掲かかげ、ぱちりと片目をつむるエルフ。彼かの女じよは俺おれたちのエプロン姿を見て、

「あ、もう朝ご飯作っちゃった？」

「ううん、これから作るとこだった」

「そ。ならよかったわ。昨日言い忘れちゃって──早めにきて正解ね」

　エルフは手慣れた仕草で靴くつを脱ぬぎ、我わが家やに上あがり込こんでいく。

　一時期同居していたとはいえ、まるで家族同然の馴な染じみっぷりだ。

　しばらく泊とまるってことなら、いま我わが家やは、京きよう香かさんを含ふくめ四人家族になる。

「紗さ霧ぎり、京きよう香かさん呼んできて。俺おれ、お茶いれるわ」

「兄さん、パンなんだから緑茶禁止」

「はいよ、じゃ、ほうじ茶の方がいいかな」

「…………まったく理解してない。私たちの分はジュースとか、紅茶とか、そういうのにして」

　賑にぎやかな朝食になりそうだった。




　俺おれ、紗さ霧ぎり、エルフ、京きよう香かさん。

　家族全員が揃そろった食しよく卓たくにて、

「さあ、刮かつ目もくなさい！　これがわたしの、和泉いずみ家け風ふう朝食フェアリーブレッドよ！」

　エルフは、まるで料理漫まん画がさながらにバスケットの蓋ふたをオープンする。

　現れたのは、カラフルに彩いろどられたパンたちだ。フェアリーブレッドといえば、食パンにバターや甘あまいソースを塗ぬった上にスプリンクルをまぶしただけの、きわめて簡単な料理である。

「お母さ──母の得意料理なの」

　フェアリーブレッドが得意料理。

　……失礼な想像だが……きっと、そういうことなんだろう。

「ただ、これだけだと栄養のバランスがよくないから。野菜メインのサンドを添そえて、七色の盛り付けにしてみたわ。家族全員の好みも網もう羅らしているはずよ。どうぞ、召めし上あがって頂ちよう戴だい」

「「「いただきます」」」

　と、三人の声が揃そろう。

　俺おれは真っ先に野菜サンドに手を伸のばし、ぱくり、と一口。

「どう？　マサムネ……？」

「さすがだな」

　俺おれはほうじ茶を一口飲んでから感想を述べる。

「ちゃんと和泉いずみ家けの朝食になってる」

「へへー、でっしょー？」

　エルフは嬉うれしそうに顔をほころばせ、ぐ、と小さくガッツポーズ。

　解説しよう。

「紗さ霧ぎりは、油を一定量以上使うと食べないし、特定の調味料を一定量以上使うと食べないし、好すき嫌きらいも多いし小食だから、献こん立だて作るの難しいんだよな」

「そうそう！　そうなのよ！　前に同どう棲せいしたとき、思い知ったわ！」

「私、ぐるめだから。せんさいな舌をお持ちの引きこもりだから」

　自分で言う台詞せりふじゃねえ。

「冗じよう談だん抜ぬきに、味覚が鋭えい敏びんよね紗さ霧ぎりって。細かくして入れたニンジンも察知して食べないし。離り乳にゆう期きの幼児並みのめんどくささだったわ。こんな縛しばりプレイで、マサムネはよく毎日違ちがうメニューを三食作り続けられてるわよね、しかも近所のスーパーで買える食材だけで」

「いやいや、俺おれも紗さ霧ぎりが完食するものを作れるようになるまでに一年かかったから」

　同どう棲せい時じに俺おれが説明したとはいえ、すでにエルフが紗さ霧ぎりの好みに対応した献こん立だてを作れていることの方が驚おどろきだ。正直、和泉いずみ家けの料理担当として、負けた気分だよ。

「わたしは料理人としてもプロ並みの腕うでなんだし、負けたなんて思う必要ないわ。あんただって主夫として一流なのは間ま違ちがいないんだから、自信持ちなさいって」

「めちゃくちゃ俺おれの心を読んでくるよな……おまえって」

　声に出していないのに、会話が成立するレベルだった。

「ひひー、マサムネのこと、よく見ているからよ」

「……………………」

　俺おれは微笑ほほえんでエルフを見つめる。そこで紗さ霧ぎりが、「あ！」と大声を張り上げた。

「さてはエルフちゃん！　美味おいしいごはんで兄さんの胃い袋ぶくろをつかむつもりでしょ！　ゆだんならない！」

「いまさらなに言ってんの。その作戦は半年以上前から、ずぅ──っと継けい続ぞく中ちゆうよ！」

　山やま田だエルフ大先生のスピンオフ漫まん画がもよろしく♪

　と、可愛かわいいポーズでメタな宣伝を入れるエルフ。
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「そんなことより、紗さ霧ぎりの感想が聞きたいわ。どう？　あんた好みの味付けにしたつもりなんだけど」

「エルフちゃんの作るごはんがとっても美味おいしいのは、食べなくてもわかるもん。ただ、やっぱり兄さんには勝てな──」

　ぱく、と野菜サンドを一口食べるや、

「ん──!?」

　紗さ霧ぎりは、頰ほおを紅潮させて仰のけ反ぞった。
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「美味おいしい！　兄さんのと同じくらい！」

「なら、よかったわ！」

　にぱ、と、花はな咲さくように笑うエルフ。

「くふふ～、紗さ霧ぎりあんた今、酷こく評ひようレビューするためにあえて苦手なキャロットサンドを食べたでしょ～？」

「ばれたか」

「それなのに美味おいしかったのよね？　ふふふふ……わたしは、今！　強い征せい服ふく感かんに満たされているわ！」

「ぐぬぬ……なんだか負けた気がする……」

「ニンジンを隠かくしてもどうせ察知するから、いっそ前面に押おし出だして、真っ向勝負で美味おいしく食べさせる方向にしてみたの。調味料をあまり使えない代わりに、複数の品種を組み合わせて味を調ととのえているのよ」

「レシピくれ」

　俺おれの感想は以上だ。ニンジンが苦手なお子様を持つ主夫ならば、皆みな、そう言うはずだ。

「はいはい、あとで渡わたすわ。白状するけど、高級食材がそこそこ混じってるから、日々の献こん立だてに使うのは難しいかも。代だい替たいレシピも付けるから、自分で調整して頂ちよう戴だい」

「助かる」

　そこで、一人黙もく々もくと食を進めていた京きよう香かさんが、

「山やま田ださん！」

「は、はい？」

　さすがのエルフも、京きよう香かさんの迫はく力りよくに押おされてリアクションが弱くなっている。

　京きよう香かさんは、表情や声と内心が連動しない女性だ。俺おれは少しだけ読み取れるようになってきたが……今の恐おそろしい声からは、真しん剣けんさと敬意が感じられた。

「私に、料理を教えていただけませんか？」

「えっ？」

「……私が、子供たちが喜ぶものを作れるなら、正宗くんの負担を大きく軽減できると思うんです」

「マサムネに教われば──って、それじゃダメなわけね」

「ええ、彼かれの負担を減らすために、彼かれに負担を強しいるのでは、あまり意味がない」

「そういうことなら、いいわよ。いまだってときどき紗さ霧ぎりにも教えてるし、生徒が一人増えたって構わないわ。これから朝食は、和泉いずみ家けの女じよ性せい陣じんで、一いつ緒しよに料理しましょう」

「感謝します」

　声や表情だけでなく、仕草で謝意を伝える京きよう香かさん。

「紗さ霧ぎりもそれでいい？」

「ん。料理のレパートリー、増やしたい」

　どうやらこの流れだと、俺おれはしばらく朝食の準備に参加させてもらえなそうだ。

　ありがたいやら、嬉うれしいやら、ちょっぴりさみしいやらで、複雑な気分だった。




　食事が終わるや、日曜だというのに、京きよう香かさんは早々に出かけてしまった。

　最近の俺おれならば、紗さ霧ぎりと分担して家事を済ませ、リビングで仕事を始める──という流れだ。

　しかし今日は、エルフが参加してくれたため、掃そう除じも洗せん濯たくも、あっという間に片付いていく。

　いまも紗さ霧ぎりにくっついて、なにやら洗せん濯たく物ものの畳たたみ方かたについてレクチャーをしている様子だ。

　女の子が、部屋に二人並んで正座をして、服を畳たたんでいく光景は、仲の良いい姉し妹まいめいていて微笑ほほえましい。

　──なんだか……今日はずっと紗さ霧ぎりにべったりだな、エルフのやつ。

　ほんのわずかに……もや、と、胸に渦うず巻まくものがあった。

「あら、マサムネ──もしかして妬やいてるの？」

　ジャストタイミングで声をかけられたものだから、ドキリとしてしまったよ。

　声に振ふり向むけば、エルフが俺おれを見て、むふふと口に手を当て笑えみを浮うかべていた。

「なんでおまえたちが仲良くしているのを見て、俺おれが妬やくんだよ」

　台詞せりふとは裏腹に、すとんと納得してしまい、やや自じ己こ嫌けん悪お。

　考え直し、大人しく認めることにした。自分の頭を小こ突づき、

「って、いや……そうかも。ううん……やなやつだな、俺おれ」

「べっつにー、普ふ通つうの感情じゃない？　仲のいいやつが他のやつと仲良くしてたら、もやっとするもんでしょ。ただ──ふふ、どっちに妬やいてるのか、気になるところね」

　そりゃあ……『紗さ霧ぎりが』、『俺おれよりエルフとばかり話している』のが、妬やけたんだろう。

　……そうだよな？

「そう？　両方だったりしない？」

「…………………………」

　声に出してないんだよなあ……。

　俺おれはむっつりと黙だまり込こんだが、コイツに対しては無意味かもしれない。

「あ！」

　と、紗さ霧ぎりが突とつ然ぜん大声を張り上げた。

「さてはエルフちゃん！　あえて私とべったり仲良くすることによって、兄さんに嫉しつ妬とさせる作戦でしょ！　ゆだんならない！」

「ひひひ、どーかしらねー」

　冗じよう談だんめかして笑うエルフ。紗さ霧ぎりは頰ほおを膨ふくらませて怒おこっていたが──

　おまえら、余計に仲が良さそうに見えるぞ。




　午前中の家事が終わると、エルフは一いつ旦たん家に戻もどり、デカいトランクケースを転がして戻もどってきた。玄げん関かんまで出で迎むかえにいった俺おれは、それらの荷物を運び入れるのを手伝いながら問うた。

「なにこれ？」

「服とか色々よ」

「いくらなんでも多すぎないか？」

　自分でも言っていたが、こいつの家はすぐ隣となりなのだ。

　細々とした生せい活かつ必ひつ需じゆ品ひんにしたって、服にしたって、わざわざ持ってくる必要のあるものは少ないはず。

「まあまあ、そのうちわかるわ」

　くふふ、とニヤけるエルフ。

　どうやら、またしても何かを企たくらんでいるらしい。

　トランクの中身がなんなのか。気にはなるが、そのうちわかるというのなら、それを待とう。

　彼かの女じよは階段から上を見上げ、

「さ、マサムネ。わたしたちの部屋まで一いつ緒しよに運んで頂ちよう戴だい」

「へいへい」

　人に命令するのが似合いすぎる。

　まるでお嬢じよう様さまの執しつ事じになった気分だよ。

　俺おれはトランクケースを両手で持ち上げ、慎しん重ちように階段を上っていく。

　エルフも後ろから付いてきているようだ。

　紗さ霧ぎりの部屋の前まで運び、そっと荷物を下ろす。

「よ、っと。──結構重かったな」

「お疲つかれ様さま。ご主人様から、ご褒ほう美びのキッスはいかが？」

　ちゅ、と投げキッスの仕草を見せてくるエルフ。

　俺おれは、意識してそっけない声を出した。

「……遠えん慮りよしとく」

「あらそ。……一いつ瞬しゆん迷ったでしょ？」

「ま、迷ってねえよ！」

　くそ！　からかいやがって！

「じゃ、俺おれ！　下で仕事してるから！　紗さ霧ぎりのこと、頼たのむな！」

　俺おれは、何かに追い立てられるように、ドタバタと階段を下りていくのだった。





＊






　──正まさ宗むねの足音が遠ざかっていく。

　私──和泉いずみ紗さ霧ぎりは、自室の扉とびらをそっと開け、ニマニマ上じよう機き嫌げんな友人に声をかける。

「むー……楽しそうだね、エルフちゃん」

「ええ、とっても。あんたがそうやって嫉しつ妬としてくるの込こみで楽しいわ」

「趣しゆ味みわるい」

「そう？　女の子が嫉しつ妬としている顔って、魅み力りよく的てきよ──わたしの読者は、大好きみたい」

「エルフちゃんの読者とか、どうせ全員ラブコメオタクで趣しゆ味みわるいもん」

「ちょっと！　わたしを愛する五百万のファンたちの悪口はやめて頂ちよう戴だい！　超ちようトゲトゲしいわね今日のあんた！」

「エルフちゃんが悪い。……私の……に……ヘンなことするから」

　私がそっぽを向くと、エルフちゃんは、膨ふくらませた頰ほおを指でつついてくる。

「なーに？　よく聞こえなかったわ。もー一度言って御ご覧らんなさい」

「エルフちゃんが、わ、私の彼かれ氏しをゆーわくするから怒おこってるのっ！　正まさ宗むねは私のだから、アプローチしたりからかっちゃダメ！」

「ちゃんと言えたじゃない。謝あやまらないけど、代わりにあんたの『機き嫌げんが直る遊び』をしましょう」

　のれんに腕うで押おしというのは、エルフちゃんのためにある言葉だと思う。

　やむなく私は、彼かの女じよの思おも惑わくに添そう形で問うた。

「……なにそれ」

「ふふん、あんたがぜーったい気に入る遊びよ」

「……私、午前中にやっておきたい仕事があるから、エルフちゃんの遊びにはあんまり付き合えないんだけど……いちおう、聞いておく」

　えっちな遊びのにおいがするので、あくまで……あくまで！　気乗りしないという体で！

　私は全力で耳を澄すませた。

　別に私はえっちじゃないけど、友達の提案なら仕方ない。

　いちおう、一度くらいは、聞いてもいい。

　エルフちゃんは大きなトランクケースを軽く叩たたき、

「紗さ霧ぎりを可愛かわいく鍛きたえてあげるって言ったでしょ？　このわたしが、あんたの服をコーディネイトして、大変身させてあげる！」

　……あんまりえっちな遊びじゃなかった。

　はぁ……

　私のえろテンションはしなしな～と下がっていったが、別の意味では興味深い。

「む……？　もしかして、その中身って」

「紗さ霧ぎりに着せるために、わたしが持ってきた服よ！　覚かく悟ごなさい、色々着きせ替かえさせてもらうから。もちろん気に入ったのがあればプレゼントするわ！」

「……そんな、もらえない」

　エルフちゃんのことだから、ぜったい高い服だろうし。

「わたしの都合で用意した服なんだから、遠えん慮りよなくもらって頂ちよう戴だい！　絶対あんたに似合うから！　わたしもすっごく見たいから！」

「……そう言われても」

　友達から高価なプレゼントをもらうって、そんなに簡単なことじゃない。

　たとえすごく仲のいい相手でも、そう。

　エルフちゃんは、実家も自分もお金持ちだからか、そういうとこイマイチわかってない。

　なんていうか……庶しよ民みん感覚がない。

　ただ、正直、エルフちゃんが私のために用意してくれた服は欲ほしい。

　すっごく欲ほしい。

　さあ、どうしよう……

　考えた末、私はこう提案した。

「うぅん…………じゃあ、交こう換かんするのは、どう？」

「わたしのプレゼントを受け取る代わりに、紗さ霧ぎりがわたしに何かをくれるってことかしら？」

「ん」

　私は、こくん、と、頷うなずく。エルフちゃんは、「んー」と考かんがえ込こむふりをして、

「たとえば交こう換かん条件で、マサムネとのデート権とか？」

「ちがう。もー、わざとゆってるでしょ」

「きひひ」

「私も、エルフちゃんに服をあげる。だから、交こう換かん」

　我ながら、いいアイデア。

　これなら相手に気を遣つかわなくて済むし、エルフちゃんに私の好きな服を着せることもできる。

　あわよくばスケッチすることもできる。

　かんぺきな作戦。

　うへへ、と笑う。

　するとエルフちゃんは、やや引き気味に、

「あんたがなに考えてるのかは、すごーくよくわかるけど、『いますぐ交こう換かんする』……のよね？　モノがないんじゃない？　紗さ霧ぎりの服、わたし着られないし」

「エルフちゃん、私よりおしり大きいから」

「失敬な情報操作はやめて頂ちよう戴だい！　胸！　胸の話よ！　わたしの方が大きいでしょ！」

「そ、そんなことないもん」

　しばし不毛な言い合いが続き……

　私は、やれやれとばかりに肩かたをすくめる。

　ふぅ、エルフちゃんってば、まったく……事実を認めないんだから。

「とにかく……モノはある」

　それから私は、隣となりの部屋を指さした。




　というわけで──エルフちゃんを連れて、さっそく隣りん室しつへと移動。

「そっか、ここがあったわね」

「そうそう」

　実は、エルフちゃんをこの部屋に入れるのは、これで二回目だ。

　兄さんが『開かずの間』と呼んでいた和泉いずみ紗さ霧ぎりの部屋。

　その隣りん室しつには、私の服がたくさん仕し舞まわれている。

　私が自分で（ネットとかで）買ったものの他、お母さんが遺のこした『私に着せるつもりだった服』とか『コスプレ衣い装しよう』とか、そういったものもある。

　もちろん私の成長具合なんか、当時のお母さんに予測できるわけもない。

　だから──というのも変かもだけど、色んなサイズの服がある。

　親って、子供のことになると、本当におばかになっちゃうらしい。

　きっと、私を着きせ替かえて──ときにはコスプレさせたりして──一いつ緒しよに遊ぶつもり……だったんだろう。娘むすめと写真を撮とったり、絵を描かいたり、したかったのだろう。

　その気持ちは、とてもわかる。

　とても、とても、よくわかる。

「私もいつか……へへ」

「紗さ霧ぎりってば、なーにニヤけてんの？」

「な、なんでもない……」

　しまった。ものすごく恥はずかしいことを考えてしまった……！

　ああああ！　顔が熱い！

「はっ！」

「な、なに？」

　エルフちゃんには、絶対に察せられないようにしなくちゃ！

「いや、バレバレだけど」

「え!?」

「『マサムネとの子供ができたら、私だって服買いまくって写真撮とりまくってイラスト描かきまくって一いつ緒しよにコスプレもしちゃうよね！』──なーんて考えてたんでしょ？」

「なんでわかるのおおおおおお！」

「他でもないあんたのことだからわかるのよ──……と言いたいけど、いまのは別に親友でなくてもわかるわ。さっきから顔に出すぎ」

「うぅ…………」

　耐たえがたい恥ち辱じよくに襲おそわれた私は、ごまかすように声を荒あららげる。

「と、とにかく！　交こう換かんする服はあるからっ！」

「でもいいの？　あんたのお母さんが、あんたのために用意した服なんでしょう？」

「ちなみにいままでムラマサちゃんとかエルフちゃんに着てもらったえっちな服は、ほとんどお母さんが買ったやつ」

「とんでもない真実が明らかになったわね……さすがエロマンガ先生の母親というべきかしら」

　エルフちゃんは、がくぜんとしている。

　私はおもむろに主張した。

「そう、だから私はえっちじゃない。ぜんぶお母さんが悪い」

「堂々と無理筋を貫つらぬくわよねあんた。……でも、まあ、それなら……今回の服ふく交こう換かんについては、いまさらか」

「ん。お母さんも、私の趣しゆ味みに貢こう献けんできるなら、きっと喜んでくれる」

　私は、目当ての服が入っているクローゼットを勢いよく開き、

「さあ！　エルフちゃん、この服を着て！」

「いや、あんたも着るんだってば。ったく……紗さ霧ぎりってば、わたしの作戦なのに主導権持っていっちゃって」

「ふふふ……面おも白しろくなってきたぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　っと、なにか言った？」

「いーえ！　なーんにも！　じゃ、あんたの提案どおり、お互たがいに服を選び合って──マサムネに見せにいきましょっか♪」





＊






　現在、午前九時。

　俺おれ、和泉いずみマサムネは、リビングのソファで仕事をしているのだが、どうも二階がうるさい。

　どんどんばたばた──そんな音が響ひびいてくる。

　床ゆかドンマイスター（紗さ霧ぎりが二階で発生させた、様々な物音を聞き分ける技能を認にん定ていされた者）たる俺おれの耳をもってしても、エルフが立てる物音がでかくてよくわからん。

「さっきからあいつら、なにやってんだ？」

　俺おれの全神経を集中させた聴きき取とりによると、あいつらはどうも紗さ霧ぎりの部屋ではなく、その隣となりにいるらしい。

「確かあそこは、紗さ霧ぎりの服が仕し舞まってある部屋だったな……」

　別に心配するほどのことでもないが、妙みように気になる。

　普ふ段だんなら、こんなんで集中力を欠いたりはしないのだが……午前中の仕事がかなり捗はかどって一区切りしていたこともあって、ついつい天てん井じように目をやってしまう。

　──どうも調子が狂くるうな。

　そもそも、本来ならば紗さ霧ぎりもこの部屋で仕事をしていたはずなのだ。

　そして、最近はずっとそうだが──ちょっぴり甘あまい空気になっていたはずなのだ。

　──エルフのやつめ……紗さ霧ぎりを独どく占せんしやがって。

　異性の友人に対して、奇き妙みような嫉しつ妬と心しんを抱いだいてしまう。





　──どっちに妬やいてるのか、気になるところね。






「ぬぐっ……」

　不意打ちのように思い出してしまい、顔が熱くなってくる。

　あー、なんだこれ。モヤモヤする…………

　さっきからおかしいぞ俺おれ……なんでこんなに……変な気分になっている？

　イライラするってだけなら、紗さ霧ぎりを独どく占せんされている嫉しつ妬となのだと自分で納なつ得とくできる。

　なのに、そうじゃない。

　それだけじゃ、ない。

　イライラ、もやもや、わくわく、ドキドキ────

　創作者として最高のメンタルコンディションが、ずーっと維い持じされ続けている。

　調子が狂くるっている──ポジティブな方向に。

　仕事がどんどん捗はかどって、実力以上の面おも白しろいシーンが生まれ続けている。

　集中力を欠いて天を見上げている今ですら、新しいアイデアが次々に湧わき出でてくる。

「ほんっと………………なんだこれ」

　熱い溜ため息いきを吐ついたときだ。

　階段を駆かけ下おりてくるような音が連続し、リビングの扉とびらが開け放たれた。

「！」

　身構えた俺おれだったが、予想に反して、

『マサムネ！　わたしが邪じや魔ましにきてやったわよ！』

　というテンションＭＡＸの声は聞こえてこない。姿も見えない。

　代わりに、軽けい妙みようなＢＧＭが流れてきた。

　あん？　なんだこのイントロ。

「？？？」

　俺おれは、首を伸のばしてドアを見やった。

　イントロが終わり、曲が盛り上がり始める。登場ＢＧＭに合わせ、まるでファッションショーのように、真っ白な衣い装しようを纏まとった金きん髪ぱつ美少女が現れた。

　山やま田だエルフ、白ロリバージョン……とでもいおうか。

「うぉ……」

　俺おれの口から、自然と感かん嘆たんの声が漏もれる。

　純白の姫ひめ君ぎみは、俺おれの目前で、くるりと一回転。スカートの両りよう端はしを持って一礼した。

「おお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　俺おれは可か憐れんなパフォーマンスに、拍はく手しゆを送る。

　エルフは「へへー」と、はにかんで、

「まだ終わりじゃないの！　ここからが本番よ！」

　そこでようやく、いつものノリで声を張り上げ、右手のリモコンスイッチを押おした。

　かちり、と、ＢＧＭが切きり替かわる。ダークでかっこいい雰ふん囲い気きの曲だ。

　そんな曲に乗って現れたのは────

「……………………………………」

「……………………………………」

　現れ……たのは………………

　…………あれ？　誰だれもこない、な。

「おい」

「ちょ、ちょっと待って頂ちよう戴だい」

　どうやらエルフにとっても想定外の事態だったらしい。

　彼かの女じよは小走りでリビングを出ていき、

「あんたなんで出てこないの……」

「だ、だってっ」

　なにやら揉もめている様子。しばらく「恥はずかしい」だの「それがいい」だのと言い合いが続き──やがて、

「にゃー！　もー、ホラ、行くわよ！」

「わ、わ」

　エルフが半ばむりやり紗さ霧ぎりを連れて、リビングへと入ってきた。

　まずエルフが室内に入り、リモコンのスイッチをオン。すると登場ＢＧＭが、再び頭から流れ始める。

　エルフに手を引かれ、入ってきたのは──

　漆しつ黒こくの衣い装しように身を包んだ、銀ぎん髪ぱつの美少女だった。

「お……うおぉ…………」

　あまりのことに、俺おれの口から呆ぼう然ぜんとした声が漏もれる。

　──紗さ霧ぎりに……紗さ霧ぎりに……黒ロリだと…………

　黒ロリだとぉ！

　目をまんまるにして硬こう直ちよくする俺おれの前で、紗さ霧ぎりは真っ赤になって恥はじらっている。

「あの……ふだん、こういうの着ないから……似合わないかも……」

　もじもじと腕うでで身体からだを隠かくす。

　ギャップ！

　ダークな服と表情のギャップ！

　俺おれの中で培つちかわれてきた紗さ霧ぎりの神しん聖せい不ふ可か侵しんなイメージとのギャ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ップ！

「くっ……」

　最高すぎる……尊すぎる……もう人間の限界を超こえてるだろ。

　神……い、いや……悪あく魔まの領域の美しさだろ……。

　まさに魔ま性しよう。

　そんな趣しゆ味みなどないはずなのに、尻しりを蹴けられたり身体からだを踏ふまれたりしたい。

　俺おれは貧ひん血けつめいた目眩めまいに襲おそわれ、ふらついてしまう。ぐわんぐわんと世界が揺ゆれている。

「……わわ……兄さん……大だい丈じよう夫ぶ……？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃない。不意打ちで致ち命めい傷しようを負った……」

　鼻血出そう……ティッシュ……ティッシュはどこだ…………。

　瀕ひん死しになった俺おれに、

「くふふ、どーやら気に入ったみたいね、マサムネ！」

　楽しそうな声がかかる。

　ぐったりとソファに座すわっている俺おれは、よろよろと声の主を見上げ、

「エルフか……」

「わたしの新しん衣い装しようを見せたときと反応が違ちがいすぎて、超ちよう腹はら立たつけれど……とりあえず……感想は、ちゃんと言葉で伝えなさい」

「エルフ！」

　ガッ！　と、立ち上がって彼かの女じよの両りよう肩かたをつかむ。

「ふ、ふぇっ？」

「おまえの色んな服装を見てきたけど、今日のはイメージがガラッと変わっててすげー可愛かわいい！」

「…………あ！　わ、わたしの服装への感想ね！　そ、そうっ…………ありがと」

　かぁ、と、頰ほおを染め、うつむくエルフ。

　金きん髪ぱつ美少女の両りよう肩かたをつかんで……鼻にはティッシュを詰つめて……かなりシュールな絵面だったかもしれない。

　だが、不意打ちで披ひ露ろうされた『とんでもない出し物』に興奮し切っていた俺おれは、構わず率そつ直ちよくに感想をぶちまける。

「そんで紗さ霧ぎりの服！　選んでくれたのおまえだよな！　紗さ霧ぎりに化け粧しようをしたのもおまえだよな！　ああああ、大人っぽい口紅を塗ぬった紗さ霧ぎりが見られるなんて……！　ありがとう……本当にありがとう……俺おれは幸せ者だ……！」

「泣くほど!?」

　俺おれはその場にくずおれ、床ゆかに両手をついてしまった。

　抑おさえ切きれない鼻血と涙なみだがこぼれ落ちる。

「神こう々ごうしくて直視することさえ困難だ……高みから見下されたい気持ちでいっぱいだよ……」

「兄さん、気持ち悪い」

　俺おれは、妹に祈いのりを捧ささげた。

「ありがとうございます紗さ霧ぎり様さま……！」

「リクエストに応えたわけじゃないから！　も、もおっ、拝むのやめて！」

「その魔ま性しようの御お姿すがたのことは、ディアボリック紗さ霧ぎり様さまと呼ぼう。写真を撮とって神かみ棚だなに飾かざろう」

「やめて！」

　全身に力を込こめて怒おこっている。

　エルフが、やれやれと肩かたをすくめた。

「ったく……想定の数十倍喜んでもらえて、企き画かくした者として光栄よ。紗さ霧ぎり、我らの信者と化しちゃったバカに、このファッションショーのコンセプトを教えてあげて頂ちよう戴だい」

「あのね、兄さん。私とエルフちゃんとで、服を交こう換かんしてみたの。いま、私の着てるこの服は……エルフちゃんが持ってきたやつ」

「そしてわたしが着ているこの服は、紗さ霧ぎりの衣い装しよう部べ屋やから選んでもらったものよ！」

　二人は、並んでポーズを取ってくれる。

　俺おれは、両者を順に眺ながめ、納なつ得とくした。

「へ、へえ……どうりで。エルフの服装が紗さ霧ぎりっぽくて、紗さ霧ぎりの服装がエルフっぽいと思った。服装を逆にするだけで……お互たがいの服を選び合うだけで……こんなに新しん鮮せんな印象になるんだな」

「そうでしょ？　大事なことがちゃんと伝わったようで、よかったわ」

「なんのこっちゃ？」

「こっちの話よ。さ──そんなことより！」

　ぱん、と手を叩たたき空気を引ひき締しめる。

「わたしと紗さ霧ぎりのスーパーミラクルビューティフルファッションショーはこれで終わりじゃないからね！　今日はた[image: ～][image: ～][image: ～]っくさん、楽しんでいって頂ちよう戴だい！」

　いつの間にか、観客にされてしまっていたらしい。

　その後──エルフと紗さ霧ぎりは、次々に衣い装しようを着き替がえ、俺おれに麗うるわしい姿を見せてくれた。

　それらは最初に聞いたコンセプトどおり、『エルフは紗さ霧ぎりっぽい服』『紗さ霧ぎりはエルフっぽい服』で──特筆すべきは、いつも二人が着ている『普ふ段だん着ぎ』を交こう換かんしたときだ。

　緑パーカー姿のエルフ。

　ピンクの甘ロリを着た紗さ霧ぎり。

　違い和わ感かんがアクセントになって、美少女二人の魅み力りよくを引き立てていた。

　もちろん俺おれは、まばゆさで目が潰つぶれそうなほどの感動を得たし。

　エルフは超ちよう得とく意いげに可愛かわいいポーズを決めまくっていたし。

　紗さ霧ぎりは、俺おれに写真を撮とらせたり、その場でスケッチを始めたりして、大はしゃぎしていたよ。嬉うれしそうで、楽しそうで、幸せそうにしていたよ。

　不意打ちの興奮が落ち着いたあとでも、自信を持って言える。

　紗さ霧ぎりが幸せそうにしていたから。エルフが楽しい遊びを持ってきてくれたから。

　俺おれ自じ身しんがわくわくドキドキさせられたから──

　三人にとって、幸せな時間だった……ってな。

「秘策その一、今日のぶんはこんなところかしらね」

　祭りが終わった後で、ふとエルフが言った。

「化け粧しようを教えて、ファッションの新しい引き出しを作って──マサムネに紗さ霧ぎりの新しい魅み力りよくを見せることができたはず」

「そ、そかな」

「そーよ。コイツ、めちゃくちゃ感動してたじゃない。めちゃくちゃキモいリアクションで大興奮してたじゃない。自信持ちなさいって」

「うん……ありがと、エルフちゃん。また、お化け粧しようとか……教えてくれる？」

「任せて頂ちよう戴だい。わたしとしても、最高の素材で色々試ためしてみたいから、楽しみよ」

「でも……やっぱりわかんない。エルフちゃんは、私のサポートをしてくれただけなの？　それが本当に『秘策』だったの？」

「わたしが仕し掛かけた第一の爆ばく弾だんは、ちゃーんとよきところで爆ばく発はつしたわ。さぁてさて、それでは効果観測といきましょう」

　エルフは愛らしく片目をつむり、

「あんたたち──今日は、楽しかった？」

　俺おれと紗さ霧ぎりの表情だけを確かく認にんして、

「そ、ならいいわ」

　彼かの女じよは、満足そうに微笑ほほえむ。

　山やま田だエルフいわく──

　ラブコメの肝きもは、仕し掛かけによって『一気に人間関係が変動するところ』なのだという。

　現実の恋れん愛あいでも、望む未来を得るために、パズルを組むのだと言う。

　では。

　今日、いま、このとき。

　エルフが仕し掛かけたという爆ばく弾だんによって、俺おれたちの関係は、どのように変動したのだろう？

　紗さ霧ぎりの女子力が向上して、魅み力りよくがさらに高まって。

　ただでさえ超ちよう可愛かわいい紗さ霧ぎりが、さらにさらに可愛かわいくなって。

　エルフと紗さ霧ぎりが、より仲良くなって。二人が、同じ部屋で暮らし始めて。

　それで──なにが変わったというのだろう？

　和泉いずみ正まさ宗むねの目からは、観測することができなかった。

　或あるいは、認にん識しきすることができなかった。

　ドキドキ、もやもや、イライラ、わくわく────……

　心臓の音だけが、複雑な音色を奏かなでていた。
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　家族揃そろっての夕食を終え、入浴の時間。

　和泉いずみ家けでは入浴順は固定されておらず、その日によって適当に変動する。

　今日は『紗さ霧ぎりを可愛かわいくする』施し策さくの一いつ環かんとのことで──

「さー紗さ霧ぎり！　一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りましょう！」

「えええ！」

「山やま田だエルフ厳選のスキンケア用品を持ってきてあげたのよ！　徹てつ底てい的てきに磨みがいてあげるから覚かく悟ごなさい！」

「無理無理無理無理！　それはまだ無理！」

　──そんな攻こう防ぼうが、俺おれの目前で繰くり広ひろげられていた。

　一いつ緒しよの部屋で暮らすことはできても、入浴までは無理だと拒こばむ紗さ霧ぎり。

　エルフはそんな我わが妹いもうとを、言こと葉ば巧たくみに口説いている。

「無理かどうかは、試ためしてみなくちゃわからないわ」

「無理だってば！」

「お風ふ呂ろからあがったら、豊胸マッサージも教えてあげるから、ね？」

「えっ？」

　あれほど拒きよ否ひしていた紗さ霧ぎりの動きが、ぴたりと止まって、それから、

「効果あるのっ？」

　ものすごい食いつきを見せた。

「もちろん！　わたし自身の身体からだで実証済みよ！」

「おぉ～」

　自信満々の売うり込こみに、紗さ霧ぎりの瞳ひとみがきらりと光ったが。

　エルフの胸むな元もとを見て、がっかりと一言。

「……ほんとに？」

「どういう意味よ！」

　二人は騒さわぎながら脱だつ衣い所じよへと向かっていった。俺おれはそれをリビングのソファから見送って、再びノートパソコンへと向き直る。

　ふ、と、笑えみが浮うかんだ。

　かつて、誰だれも部屋に入れようとしなかったあの紗さ霧ぎりが。

　人が居るときでも一階に下りられるようになって。

　友達と楽しくお喋しやべりできるようになって。

　友達と同じ家で暮らせるようになって。

　友達と同じ部屋で暮らせるようになって。

　いまは、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろう──なんて話している。

「どんどん紗さ霧ぎりの引きこもりが改善されていくなあ」

「……ふふ、そうですね」

　俺おれの独り言に、返事があった。

「私は、いままで何をやっていたのか──そんなふうにも思います」

「それを言うなら、『私たち』ですよ、京きよう香かさん。紗さ霧ぎりの家族として、嬉うれしいような、悔くやしいような……複雑な気分です」

「正まさ宗むねくんが自じ虐ぎやくする必要はないでしょう。紗さ霧ぎりさんの回復には、貴方あなたの存在が必要不可欠でした。誰だれに聞いても、本人に聞いても、そう言うと思いますよ」

「………………………そうでしょうか」

　自分では、わからないな。

　俺おれは──夢を叶かなえて、その楽しさで紗さ霧ぎりを救おうと思った。

　けど、さ。

　まだ俺おれたちの夢は叶かなっていないのに。

　紗さ霧ぎりは救われつつある。

　俺おれだけでなく、みんなの力で。

　それは俺おれにとって、悔くやしいことだったのだ。

　──我ながら器うつわが小さい……人間として、なんとレベルが低いことか。

　同時に嬉うれしくもある。紗さ霧ぎりの幸福は、俺おれの幸福でもあるからだ。

　問題はあれど、不安はあれど、悔くやしさはあれど、なにもかもがうまくいっている。

　世界は上向いている。

　そう思っていた。

　その後…………静かに仕事を進めていると、




「まっさむねー、お風ふ呂ろあいたわよー」

「エルフちゃん！　そんなかっこのままで兄さんの前に出ないで！　ちゃんと服着て！」

「はいはい、わかってるってば」

「ぜったいわかってない！　もぉぉ～！」




　賑にぎやかな連中が戻もどってきた。

　どうやら無事、入浴を終えたらしい。

「おまえら風ふ呂ろ長すぎだろ……」

　明日も朝が早い京きよう香かさんに、最初に入ってもらってよかったよ。

「いやーごめんごめん、張り切って色々持ってきちゃったから、試ためすのに時間かかったの。ねえ、紗さ霧ぎり？」

「うんっ」

　楽しそうだな。こやつら、いったい何を試ためしたというのか。

　豊胸マッサージ……やってみたのだろうか？

　……即そつ効こう性せいはなかったようだけども。

　妹の胸むな元もとを見ながら、そんなことを考えていると、

「兄さん、兄さん」

　パジャマ姿の紗さ霧ぎりは、はしゃいだ様子で、ソファに座すわる俺おれの元に寄ってくる。

　そして、甘あまえるように抱だきついてきた。

「うわっ、なんだいきなり」

「へへー、どう？」

「な、なにが？」

　熱いくらいに火ほ照てった紗さ霧ぎりの感かん触しよくに、俺おれは、うわずった声を漏もらしてしまう。

　風ふ呂ろ上あがりにそれは反則だろ！　俺おれを殺す気かよ！

　紗さ霧ぎりは、まったく他意のない嬉うれしそうな声で、

「いまの私、いつもとちがうところ、ない？」

「……え……と…………あー……美味おいしそうなにおいがする……？」

「……なにその変態っぽい感想」

「や、だってさ！」

「他に言い方ないの？」

　じとーっと、不満げに見つめてくる紗さ霧ぎり。

　俺おれは、くらくらする視界の中で、なんとか言葉を絞しぼり出だす。

「……これ……紅茶のにおいか？」

「そう！　新作の入にゆう浴よく剤ざいなんだって！」

「今日発売日だったの。さっそく二人で試ためしてみたのよ！　いいにおいでしょ～」

　と、エルフまでもが俺おれにくっついてくる。

「ほーら、遠えん慮りよなく堪たん能のうしていいのよ？」

　色々と限界が近づいていた俺おれは、とっさに二人から飛とび退のくようにして離はなれた。

「俺おれ、風ふ呂ろ入ってくる！」

　逃とう走そうをはかる俺おれの背後から、くふふという含ふくみ笑わらいが聞こえてきた。

　く、くそう……！　なんだこの敗北感は……！

　俺おれは、早足で脱だつ衣い所じよへ向かう。服を脱ぬいで風ふ呂ろ場ばに入る。

　ふわりと漂ただよう、入にゆう浴よく剤ざいの香かおり。

　つい先ほどかいだばかりの──紗さ霧ぎりとエルフの香かおり。

「…………………………」

　俺おれは、シャワーの蛇じや口ぐちを忙せわしなく回し、

「んああああああああもう！」

　冷水をかぶって正気を取とり戻もどす。

　本当に……今日のエルフは、調子が狂くるう。

　紗さ霧ぎりも、エルフも、別に……いつもどおりで──そこまで普ふ段だんと態度が変わっちゃいない……はずなのに。ほんの少しの違ちがいが、妙みようなズレを生み出している……ような。

「なんだ……？　なにが違ちがうんだ……？」

　戦記物のラノベなどでよくある『謀ぼう略りやくに絡からめ取とられつつある』あの感かん触しよくを、俺おれは体験しているのかもしれなかった。

　おおげさじゃないってば！

「にしても…………また風ふ呂ろ場ばにモノが増えてるな」

　落ち着くために、ここでちょっとしたトリビアを紹しよう介かいしよう。

　多くの場合、風ふ呂ろ場ばの壁かべには鋼板が入っており、磁石がくっつく。

　すでに知っていたならすまない。

　俺おれはこの前、ムラマサ先せん輩ぱいに教えてもらって、ようやく知ったばかりだよ。

　エルフとムラマサ先せん輩ぱいが、うちに泊とまり込こんでいた時期のことだ。

　というのも……女性は入浴する際、石せつ鹼けん、シャンプー、リンスのみならず、様々なお風ふ呂ろ用品が必要らしい。そんで、いつも愛用しているものじゃないと絶対イヤらしい。

　すなわち、『住んでいる女性の数×ｘ個』の容器が風ふ呂ろ場ばや洗面所などに置かれることになる。置く場所を作るために、当時、風ふ呂ろ場ばに磁石式の棚たなをたくさん増設したのだった。

「……よくわからんボトルやらが、段々増えていくんだよなぁ」

　姉し妹まいがいる男性なら、あるいは妻と娘むすめのいるおっさんならば、この『いくらなんでも多すぎない？』『つーかあの謎なぞの物体はなに？』という感覚をわかってくれるのだろうか。

　どう見てもおしゃれな食べ物にしか見えないアレとか、甘あまい香かおりがするイクラ丼どんめいたコレとか、美び麗れいな装そう飾しよくが施ほどこされたオルゴールみたいなソレとか、いったいなんなのだろう？

　本当にお風ふ呂ろアイテムなの？

　ムラマサ先せん輩ぱいが持もち込こんだアヒルだけが癒いやしだった。

　風ふ呂ろ場ばが可愛かわいくなってきて、高校生男子としては居い心ごこ地ちが良いいとはいえない環かん境きようだ。

　そんなどうでもいいことを考えているうちに、ようやく頭が冷えてきた。

「……ふぅ」

　頭と身体からだを洗い、血の池地じ獄ごくのような色の湯船に肩かたまで浸つかる。

　最近は、とある理由で長湯ができないので、すぐに立ち上が──

　がらっ！

「マサムネ！　湯加減はどうかしら？」

「きゃぁ──────っ！」

　俺おれは、甲かん高だかい悲鳴を上げて、湯船の中にしゃがみ込こんだ。そして、きょとんとしているエルフに向かって、

「い、いきなり開けるなよエッチ！」

「ごめん。でも、あんたの乙女おとめなリアクションに毎回納なつ得とくできないんだけど」

「湯加減は問題ないから、早く閉めてくれる？」

　俺おれは腕うでで身体からだを隠かくしながら、唇くちびるを尖とがらせる。

「…………………………」

「閉めろって！」

「ねえ、マサムネ。ちょっとそのまま立ってみなさい」

「要求がストレートすぎない!?」

　エロマンガ先生かよ。

「そーじゃなくて。えっちな意味じゃなくて。……じゃあ立たなくていいから、両りよう腕うでを全部見せなさい」

「…………………………」

　俺おれは無言で言うとおりにした。

　するとエルフは、目をきつく細める。

「……あんた……両りよう腕うでに、じんましんができてるじゃない」

「あ、ああ……」

　そう。俺おれの両りよう腕うでには、手首までびっしりとじんましんができていた。

　正直いって、気色悪い見た目だ。詳くわしく描びよう写しやしたくはない。

　あえて言うことでもないので黙だまっていたのだが……どうもエルフは、重く捉とらえたらしい。

　真面目な声でブツブツと呟つぶやく。

「……入にゆう浴よく剤ざいが合わなかったのかしら。だとしたら、ごめん。謝あやまるわ」

　俺おれは、気まずい想おもいで腕うでを隠かくす。

「いや、入にゆう浴よく剤ざいは関係ないよ。結構前からだし」

「……いつから？」

「……えっと……？」

「いいから、言いなさい」

「……二週間くらい前から……かな。出たり消えたり……だけど」

「長なが袖そでだから気づけなかったのね。不覚よ……」

　悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かむエルフ。

「とりあえず──あまり長湯せずに出なさい。そんで明日、すぐ病院行ってきなさい」

「おおげさじゃないか？」

「おおげさでも、行ってきなさい。いーわね？」

　有う無むを言いわせぬ命令を受け、

「──はい」

　そう答えるしかなかった。

「紗さ霧ぎりには黙だまっておくわ」

「そうしてくれ」

「ん～………」

　エルフは、なにかに迷っている様子で沈ちん思ししていたが、やがて言った。

「仕方ないから言うけどさ。…………わたしも、だったの」

「え？」

「じんましんよ。わたしも、自作のアニメが放送される前くらいに、そうなったの」

「おまえが？」

「うん…………病院行っても、原因がわからなくて……ストレスじゃないか、って」

「………………」

　エルフが……ストレスで、じんましん？

「らしくないでしょ？」

「いや……」

　曖あい昧まいな否定。確かにそうだと思った、というのもあるし……それに。

「俺おれ、ストレスって言われても……そんなことないと思うけどな。特に最近は、忙いそがしさのピークも乗り切ったし。原作小説だって、かなり前まえ倒だおしで進められてるし……むしろ今日なんか、絶好調なんだが」

「わたしもそーだったわ。自じ覚かく症しよう状じようなくて、むしろすごく調子がよくて──なのに、ストレス由来の症しよう状じようだけが色々と出てきて。受験生とかに多いんだって、医者に言われた」

「……………………」

　受験生と、アニメ化前のラノベ作家か。

　確かに、似ているのかもな。

　結構な時間をかけて、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってきて。

　その成果が出るわけだから。

　だとしたら、俺おれたちの悩なやみは、まったく特別ではない。

　どこにでもある、ありふれた悩なやみだ。

　視し野や狭きよう窄さくになっている当人にとっては大事でも、俯ふ瞰かんで見ればたいしたことなく見える悩なやみ、なのかもしれない。

　けど。

　やっぱり受験に臨のぞむ人たちにとっては、受験失敗は世せ界かい崩ほう壊かいと同義なのだ。

　毎年、毎年、たくさんの人たちが病やみ、ときに死ぬほどの悩なやみなのだ。

　高校受験、大学受験。俺おれの先せん輩ぱい方がたは、俺おれとよく似た悩なやみを抱かかえる仲間なのかもしれない。

　目の前にいる、年下の先せん輩ぱいと同じように。

「最さい強きようカワイイ山やま田だエルフちゃんらしくないエピソードだから、明日になったら忘れて頂ちよう戴だい。……でも、これだけ言っとく。──超ちよう天てん才さいでオリハルコンの精神を持つこのわたしでもそーなったんだから、あんたが同じようになったって、誰だれも情けないなんて言わないわ。たとえ絶好調でも、油断せずに休みなさい。──いいわね」

「……………………」

「返事は？　後こう輩はいクン」

「……なにかしてないと、怖こわいんだよ」

　湯船に顎あごまで浸つかり、うつむく。

「休むのが怖こわい。なにもしてないのが怖こわい。もし失敗したとき、目標が達成できなかったとき……夢が叶かなわなかったとき。あのとき休んだからだって──誰だれが言わなくたって、俺おれ自じ身しんがそう思っちゃうんじゃないかってさ」

　あの──月見里やまなしさんのように。

　あのとき、あの人によって自覚させられた恐きよう怖ふからは、紗さ霧ぎりによって救われた。

　それでも……こういった思いは残っている。

「……それ、わたしにはわからないわ」

「だろうな」

「それでも、情けないとは思わない。あんたはそういう小物だけど、きっとだからこそ、人の何倍もの努力を続けてこられたんだもの」

「こ、小物……って」

　努力している、という褒ほめ言こと葉ばには、いつだって違い和わ感かんがある。

　よく創作では、天才と呼ばれることを嫌きらう天才キャラたちが登場するよな。

　彼かれらの抱いだく悩なやみは、己おのれの努力を誰だれも見てくれずに、才能で片付けられてしまう……というものだ。

　逆に、非才なるこの俺おれにも、別ベクトルの悩なやみがある。

　いままで俺おれがしてきた行動が、活動が、努力というほど高こう尚しようなものだったか？

　という疑問だ。

　俺おれはいつだってラノベを書くとき、楽しいから書いてきたのだし、書きたいから書いてきたのだし、悩なやめるときだって、苦しいから書いてどうにかしようとしてきた。怖こわいから書くことで恐きよう怖ふから逃のがれようとしてきた。

　それって努力か？　なーんか、違ちがくないか？

　……色んな答えがあると思う。ただ、俺おれにとってはしっくりくる言葉ではない。

　ぶくぶく、と、浸つかった湯に息を浮うかべる。

　そんな俺おれに、エルフは言った。

「なにそのフマンそーな目。わたしに褒ほめられたんだから、超ちよう喜よろこびなさいよ」

「……エルフ先せん輩ぱいの褒ほめ方かた、めっちゃ上から見下してくるからなぁ。そういうとこ嫌きらいだわ」

　あといい加減閉めてくれってば。いつまで風ふ呂ろ場ばに居い座すわるんだよ。

「あーっそ。──でもさぁ、マサムネって『紗さ霧ぎりの嫌きらいなところ』ってある？」

「まったくないぞ」

「ふぅん、そーなんだ。じゃあ、そこはわたしの勝ちね♪」

「え、なに、どういうこと？」

「わたしの方が、紗さ霧ぎりより、あんたに嫌きらわれてるってこと」

「…………そりゃあ」

　そう、だろう、けど。

「あんたは、わたしのことが大好きで──わたしのことが大だい嫌きらいってこと」

「だから、それでなんで嬉うれしそうにするわけ？」

　まったくわからないぞ！

「きひひ、教えなーい。じゃ、ちゃんと明日病院行って、わたしに報告ね。命令よ、遵じゆん守しゆなさい」

　歯を見せて笑いながら、エルフは風ふ呂ろ場ばから去って行った。

「………………………………」

　俺おれは、無言でそれを見送って──

「だー！　なんだあいつ！」

　ばしゃーんと、湯柱を立てるのだった。




　そんな出来事があった翌日の朝。

　俺おれが学校に出かける際、紗さ霧ぎりとエルフが玄げん関かんで見送ってくれた。

「マサムネ、わかってるでしょーね」

「へいへい」

　念を押おしてくるエルフに返事をする俺おれは、まるで思春期の息子むすこのようだ。

　エルフの世話の焼き方は、なんというか……オカンめいていて、妙みようにくすぐったい。

　つい、素す直なおになれなくなってしまう。

　その日の放課後も、校門を出たところで、「マサムネ！　こっちこっち！」と、保護者っぽい調子で声をかけられた。見れば、制服姿のエルフだ。

「どうしたんだ、おまえ？」

「病院、付つき添そってあげる」

「信用ねえなあ。子供じゃないんだぞ。ちゃんと行くっての」

「ほんとかしら。予約はしたの？」

「したよ、昼休みに」

「わたしがオススメしたところにした？」

「ああ」

「ならいーわ」

　ほっとしたような顔を見て、つい、朝から思っていたことを言ってしまう。

「おまえは俺おれのお母さんか」

「あんたね……せめてお姉ちゃんって言えないの？」

　どっちにしろ、年下の異性に対する呼こ称しようではなかった。

「もしくは…………奥おくさん、とか」

　俺おれは妄もう言げんをスルーして、

「心配してくれてんのはありがたいよ。じゃ、付つき添そい頼たのむわ」

「頼たのまれたわ」

　二人並んで歩いていく。

　木こ枯がらしが吹ふいている。寒いと思ったら、もう十一月なんだな。

　道すがら、俺おれたちは雑談を始めた。切り出したのはエルフからだ。

「ところでマサムネ。今月から年末までの仕事スケジュールを教えなさい」

「？　いいけど……」

　俺おれは、スマホでタスク管理アプリを開き、エルフに渡わたす。

　彼かの女じよは、それをしばし確かく認にんし、

「新刊とか、イベントとか、大きめの予定ばかりね。これ以外にもあるでしょ、細かいのが色々」

「あるけど書き切れない」

「直近のは？　今日明日とか」

「アニメの絵コンテが届いてるから、チェックして戻もどす」

「ふぅん、問題は？」

「ありまくりだ。チェック物じゃなくて、俺おれ自じ身しんに」

「聞いてもいい？」

「絵コンテを見ても、よくわからない。どう監かん修しゆうしていいかわからない」

「勉強してたじゃない」

　それな。

　アニメ関係で様々なチェック物が来るのは、先せん輩ぱい方がたの話を聞いて知っていたから、予習のために本を買かい込こんで勉強しておいたのだ。

「色々読んだ甲か斐いはあったよ。つか、勉強しておいてマジでよかった……。アニメ会社の人たちって、原作者こつちが絵コンテやら脚きやく本ほんやら、全部読み方がわかって、理解できて、適切な監かん修しゆうもできるって前提で仕事を振ふってくるからさ」

　脚きやく本ほんの読み方がわからないとか、台本の見方がわからないとか、絵コンテが理解できないとか。そういった言い訳をまったく許してくれないし、わざわざ一から教えてくれたりもしないし、『わかんないなら口挟はさまないでくれればいいよ』というニュアンスを感じる。

「どこでもそういう向きはあるでしょうね。実際、原作者はラノベなりマンガなりの専門家ではあるけれど、アニメの専門家じゃないんだから。専門外のことをいきなりやらせたって、できる人は限られるわ」

　俺おれたちは、話しながら横断歩道を渡わたっていく。

「急に忙いそがしくなるから、勉強する暇ひまがなかったり、そもそも関わるだけの余よ裕ゆうがなかったりもするだろうしな」

「最初から、選せん択たくの余地なく関わらせてもらえないケースも多いらしいわ」

「なら、俺おれはラッキーな方なのか。こうして関わらせてもらえているし、まったく足りてねーとはいえ、あらかじめ勉強しておくこともできた。──原作者おれの関かん与よが、作品にとってプラスになればいいけど」

「そうね。で、なにがわかんないの？　絵コンテ、読み方はわかるんでしょ？」

「読み方はわかるけど、完成したときのイメージがつかめない」

「脚きやく本ほん、絵コンテ、台本──あんたは、まだここまでしか見てないものね」

　エルフは、順に指を折っていく。

「アニメの制作過程を一から十まで通しで見た経験がゼロだから、絵コンテの読み方を知ってはいても、どういうふうに完成するのかイメージできないってことかしら」

「そ、完全に経験不足。脚きやく本ほんから絵コンテになったとき、シーンや台詞せりふが増えたり減ったりするだろう」

　脚きやく本ほん会かい議ぎで確定された内容から、その後、監かん督とくや演出の裁量でシナリオが変化するということだ。

　おそらく、多くの視し聴ちよう者しやが想像しているよりも大きく変わる。

　ネットなどで原作ファンが、『なんであのシーンがないんだ！』などと、アニメの脚きやく本ほん家かに対して怒おこっているのを見かけるが。

　もしかすると、そのシーン、脚きやく本ほんにはあったのかもしれない。

　脚きやく本ほん家かが納品した後で、削けずられていたのかもしれない。

「絵コンテのシナリオ内容が脚きやく本ほんから変化しているとき、変わった部分の台詞せりふが適切かどうか、話の筋がおかしくなっていないか、そういうストーリー周りをチェックするのが原作者の役目だと思うんだ」

「そこまで原作者が制作に参加するなら、そうね」

「完成品のイメージがもう少しわからないと、具体的な修正案が出しにくいんだよな……。そう、特に台詞せりふだ。うまく言えないんだが……」

　心配になった点を、そのまま監かん督とくに伝える形になってしまう。

　原作者は作品の役に立つために参加しているのに、俺おれの未熟故ゆえに、雨あま宮みや監かん督とくに余分な負担をかけてしまっているような気がする。

「ちょっと待って頂ちよう戴だい」

　エルフは立ち止まり、なにやらスマホを操作し、俺おれに見せる。

「これ、アニメ版『爆ばく炎えんのダークエルフ』第一話の脚きやく本ほん」

　彼かの女じよは俺おれに画面を見せたまま、さらにスマホを操作し、画面を切きり替かえる。

「で、これが同じシーンの絵コンテ」

「ふむふむ」

「続いて台本の同じシーン」

「………………」

「これが完成シーンね」

　スマホ画面で、動画が流れている。

　脚きやく本ほん、絵コンテ、台本、完成シーン。

　ひととおり見てきたわけだが──

「やっぱり……絵コンテと完成シーンが頭の中でつながらない……」

「じゃあ、これはどう？」

　続いてエルフが見せてきたのは、絵コンテを編集して動画にしたものだ。

「実際の音声収録アフレコで使ったものよ。台詞せりふのタイミングで、キャラ名が表示されるの、わかる？」

「ん……」

　俺おれは覗のぞき込こむようにして、画面を見る。

「絵コンテと完成シーンのちょうど中間ね。これなら、『台詞せりふの具体的なタイミング』がわかるはずよ。マサムネが悩なやんでたのって、こういうことじゃない？」

「これだ」

　かちり、とはまった感かん触しよくがあった。

「あぁ……これならわかる。この絵コンテが、こうなって……あぁ、そっか、そっか……だから台詞せりふが分ぶん割かつされて……」

「参考になったなら、あとで全一二話ぶん見せてあげるわ」

「いいのか？　すごい助かるけど……てか、よくあんなんで俺おれの悩なやみがわかったな」

　解決策まで。

「同じ仕事をした先せん輩ぱいよ？」

「そっか、だよな」

　後こう輩はいの悩なやみは、先に経験済みってわけだ。

「あー、いますぐ家に帰っていまの資料を百話ぶんくらい見たい！　そしたら俺おれ、かなりマシになりそうなのに！」

「わたしが予習に使った資料もあげるけど、ほどほどにね。──ほら、帰ろうとするんじゃないの。今日は病院行くんでしょ？」

「……今度でよくね？」

「バカマサムネ、付つき添そって大正解だったわ」

　耳をギューっと引っ張られて、俺おれは病院へと連れていかれるのだった。




　翌朝。午前三時三十分。

　俺おれは、洗面所に向かうため自室を出る。廊ろう下かはまだ暗かったが、あえて明かりは点つけない。

　そっと足音を殺して歩いていく。

　と──

「おはよ」

　暗くら闇やみから、声がかけられた。

　ドキリと肩かたがはねる。声の方に顔を向け──ぷに、と俺おれの頰ほおに指が突つき刺ささる。

「……え、エルフか。……おはよ」

　早朝から悪戯いたずらを仕し掛かけてきた彼かの女じよは、目を細めて俺おれを見ている。

「ほんとにお早いわね。まだ四時にもなっていないわよ？」

「目が、さめちゃってさ」

「前、紗さ霧ぎりに怒おこられて、早く寝ねるようにしたんじゃなかったっけ？　そのぶん早起きしてどーすんの。寝ね不ぶ足そくはじんましんの原因にもなるそーよ。病院行って薬もらってきたって、生活習慣を乱してちゃしょーがないでしょ？」

「……えっと、怒おこってる？」

「[image: 叱]しかってるの」

　つん、と俺おれの鼻先を指でつつく。

「気持ちはわかるわ。わたしもそうだったし──最近は、紗さ霧ぎりも」

「紗さ霧ぎりが？」

「もう起きて絵を描かいてるわよ」

「なにやってんだあいつ」

　頑がん張ばるのはいいが、それで体調崩くずしちゃったりしたら、なんにもならないだろうに。

「あんたもね」

「ぐ……反省してます」

「いま眠ねむれないなら、あとで昼ひる寝ねでもしなさい。それでもだいぶ違ちがうから。──ちなみにわたし、同じ台詞せりふを紗さ霧ぎりにも言ったからね」

「……そうする。ありがとな」

「どーいたしまして」

　エルフは、かち、と明かりのスイッチを押おす。

　廊ろう下かが明るくなり、彼かの女じよの姿がよく見えるようになる。パジャマではなく、すでに私服に着き替がえているようだ。

「俺おれたちの早起きに、付き合わせちまったな」

　エルフは、くふふと笑って、片目をつむる。

「いーわ。せっかく早起きしたんだから、時間を有効活用しましょ」

　俺おれは、エルフに連れられ、階段を上っていった。




　午前三時四十五分。紗さ霧ぎりの部屋にて。

「山やま田だエルフちゃん逆転の秘策その二──」

　俺おれと紗さ霧ぎりの前で、エルフが高々と右みぎ腕うでを掲かかげる。

　ビシリと意味深に腕うでを振ふり下おろし、




「マサムネ！　紗さ霧ぎり！　同人誌を作って冬コミに参加するわよ！」




「……朝っぱらからなに言ってんだおまえ」

「……大事な仕事が進んでる真っ最中なんだけど？」

　揃そろって冷めたリアクションをする俺おれたち。

「だからこそ、息いき抜ぬきが必要なのよ！」

　しかし、エルフはまったくテンションを下げずに言う。

「わたし知ってるのよ、あんたたちの仕事の進しん捗ちよくも、これからのスケジュールも、ぜーんぶね！　何度も聞いたもの」

　友人からの指し摘てきに、俺おれと紗さ霧ぎりは、顔を見合わせた。




　──おまえ、エルフに教えたの？

　──兄さんも？




　目と目で通じ合う俺おれたちの前で、エルフは、わざとらしく肩かたをすくめる。

「あんたたち、いまだに毎日忙せわしなくしてるけど──それって本当に、いますぐ、絶対にやるべき仕事ことかしら？」

「『いますぐ絶対にやるべきこと』じゃないが、いまやっておきたいことだ」

「仕事中毒者ワーカホリツクが死ぬ前に言う台詞せりふよそれ」

　はぁ、と呆あきれた溜ため息いきを吐つくエルフ。

「わたしが断言してあげる。マサムネ、紗さ霧ぎり……あんたたち、アニメについては、原作者としてもう十分にやることやっているはずよ──いま、二人がやっているのは、『わずかでもプラスになるなら』『成功する可能性が少しでも上がるなら』──そのレベルの作業よ」

「だとしても、やれることがあるなら……やるべきだろ」

「立派な心がけね。じゃあなおさら、わたしの言うことを聞くべきよ。息いき抜ぬきも立派な仕事だし──考えたことはあるのかしら？　夢を叶かなえた後のことを」

「夢を……」

「叶かなえた後？」

　俺おれと紗さ霧ぎりは、揃そろって問い返した。

　エルフが、俺おれたちを遊びに誘さそうため、いつものように詭き弁べんを弄ろうしている──

　そう思ったのに、その言葉は、強く俺おれたちを惹ひき付つけた。

「そう、あんたたちが必死になって叶かなえようとしてる──夢を叶かなえた後の話よ」

　エルフの演説は、いつにもまして堂に入っている。

「全力を尽つくして夢を叶かなえて──その後はどうでもいいの？　力ちから尽つきても構わない？」

「そんなこと……夢を叶かなえられるかどうかもわからないのに……いま、考えなくちゃいけないの？」

「考えなくちゃいけないわ」

　と、エルフは言った。

「マサムネや紗さ霧ぎりだけじゃなくて────すべての原作者に向けて発信するわ！　聞きなさい、雑ざ魚こ作さつ家かども！　あんたたちはその辺おろそかにするから、『アニメの成功』をゴールに設定しちゃってそのままにするから、アニメが終わったタイミングで原作が止まったり、質が落ちたりするのよ！　おんなじ敵といつまでも戦い続けたり、原作者自らスピンオフ作品を量産し始めたり、別ヒロインと結ばれるＩＦストーリーを出したり、読者に見み透すかされるほど露ろ骨こつな引き延ばしに入ったり──まったく、恥はじを知りなさい！」

「エルフちゃんの本も、アニメ終わった直後の巻がアマ●ンレビューで★２だったよね」

「んぐっ！」

「スピンオフもいっぱい自分で書いたよね？」

「だ、だだだ、黙だまりなさい！」

「山やま田だエルフ先生も、安易な新キャラを連打しながら、同じボスとずっと戦い続ける展開やって読者が怒おこったじゃないか」

「ゴホンゴホンゴホン──話の腰こしを折らないで頂ちよう戴だい！　いまはわたしの話なんかしてないのよ！　いい？　あんたたちは、夢を叶かなえるために頑がん張ばるだけじゃなくて、夢を叶かなえた後の準備をしておかなくちゃいけないわ！」

「……エルフちゃんの遊びに付き合うのが、その、準備になるの？」

「そう！　わたしの言うとおりにすれば、二人ともさらにクリエイターとしてレベルアップして、楽しい息いき抜ぬきにもなって、わたしの望む未来にも近づいて──いいこと尽ずくめ！　保証するわ！」

「最後のはべつにいらない」

「アニメ放映終了直後の新刊も、アマゾ●レビューで★５間ま違ちがいなしよ！」

　自分はできてねーじゃねーか！

　ってツッコむと怒おこるんだろうな。

「というわけで、同人誌を作るわよ！」

　いみじくも二次創作同人誌における涼すず宮みや某のようなノリで、エルフは自分のやりたいことを押おし通とおしてくる。

　それが心地ここちよく感じるのは、どうしてだろう？


　──夢ってのはさ、叶かなえたあとが大切なんだぜ。



　いつか聞いた誰だれかの台詞せりふが、頭の中でリフレインしていた。

「同人誌ねえ……紗さ霧ぎり、作ったことある？」

「なんでそういうこと引きこもりに聞くの？」

「……すまん」

「もちろんあるけど」

「あるの!?」

「えっちな同人誌を描かいて、兄さんにも見せた」

「ああ！」

　あったね！　そんなことも！

　女じよ性せい陣じんが全員、チンチンの位置がわからないという理由で、俺おれが窮きゆう地ちに陥おちいったんだった……。

「『世界妹セカイモ』の公式イラストレーター本人が描かいた二次創作のえっちな漫まん画がって……同人誌っていうのかしら……」

「さ、さあ……どうだろう……」

　一応、そう呼んでも間ま違ちがいではないような気がするが……。

「でも、エルフちゃんが作りたいのって、たぶん『ああいうの』とは違ちがうんでしょ？」

「まぁ、そうね。もちろん参加者の意見を聞いて決めるけど……漫まん画がじゃなくて、イラスト付き小説本にするつもりよ」

　ぱん、と、掌てのひらを合わせて、

「オフセット本」

「おふせっと本？」

　紗さ霧ぎりがオウム返しに問い返す。

　ここで詳くわしく説明するつもりはない。

　オフセット本──印刷所に頼たのんで製本する、本格的な同人誌のこと……と、ひとまず超ちよう平へい易いに言っておく。

　右記と同レベルの簡易説明がエルフによって為なされ、

「ふーん」

　紗さ霧ぎりは、わかったのかわかってないのか判然としない声を漏もらす。

「おもしろそう」

　と、続いた言葉は本音だろう。どうやらこいつも、乗り気になってきたらしい。

　なら、俺おれもその方向で考えよう。

「エルフ、同人活動の経験は？」

「ないわ！」

　フフン、と、自信満々に胸を張るエルフ。

　おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ……。急に不安になってきたぞ。

「イベント参加って、サークル作ったり、申もうし込こみしたり、色々あるらしいじゃないか」

「安心して頂ちよう戴だい。兄貴名義でサークル作って、とっくに申もうし込こみまで終わっているわ。ちょうど昨日、当落が発表されたところなの」

　当選した、ということらしい。

「おお、準じゆん備び万ばん端たんだな」

「エルフちゃん、実際に創作するメンバーは？　ここにいる三人？」

「いいえ。ん……そうね──」

　エルフは頰ほおに人差し指で触ふれて、数秒間沈ちん思しする。

　それから、

「本格的な打ち合わせをする前に、残りのサークルメンバーを召しよう喚かんしましょう！」

「それって……」「誰だれ？」

　問うと、エルフは、ふっと優やさしく微笑ほほえんで、

「アルミちゃんよ」




　ってなわけで。

「ふーん。そーゆーわけか……なるほどね」

　エルフの宣言から十分もしないうちに、我わが家やのリビングに、サークルメンバーが集結した。

　といっても、増えたのは一人だけ。

「おう！　いいぜ！　おもしろそーじゃん！　おまえらの同人誌作り──オレ様も参加してやんよ！」

　ワイルドな赤あか髪がみの少女。

　山やま田だエルフの著作のイラストを担当しているアルミ先生だ。

　知ってのとおり、俺おれたち兄妹きようだいの友達でもあり、紗さ霧ぎりにとっては姉あね弟で子しにあたる。

「アルミって、同人経験は？」

「海外でならあるぜ！　日本の同人イベント、一回行ってみたかったんだよなー」

　となると、アルミを経験者として頼たよるのは危険かもしれない。実質初参加と考えよう。

　紗さ霧ぎりが、目をぱちぱちと開閉して、問う。

「アルミちゃん……まだ五時にもなってないよ。なんでこんなにすぐ来られたの？」

「愛するエミリーに呼ばれたら、いつだろうと、どこだろうと、すぐに駆かけつけるぜ！」

　なんの答えにもなっていなかった。

　エルフに呼び出されて、五分ちょいで俺おれんちの玄げん関かんまで来たんだぞ、こいつ。

　朝の五時に、だぞ？

　寝ねてるだろ、普ふ通つう！

　正直気になって仕方ないが、さらに質問を重ねるのも憚はばかられる。

　だって、なんか怖こわいし……。

　なんらかの理由で、エルフの家に泊とまっていたのだろう。あらかじめこの時間に呼び出されることを承知していたのだろう。そんな感じでむりやり納なつ得とくするしかねえ。

　違ちがってたら本当に怖こわいので聞かないがな！

「ふっふん」

　エルフは、部屋の中央に進み出て、くるりと踊おどるように回転する。

　それから、大きく両手を広げて言った。

「わたし、マサムネ、紗さ霧ぎり、アメリア──この四人で同人誌制作をするわ！」

「おう！」

　と、アルミは即そく座ざに同意する。しかし、俺おれと紗さ霧ぎりには疑問があった。

「なあ、エルフ。ムラマサ先せん輩ぱいは呼ばないでいいのか？」

「ええ、今回、あいつは呼ばないわ」

　エルフはハッキリとそう言って、頷うなずいた。

　呼ぶのを忘れているわけではなく、あえて呼ばなかったのだ──と。

　周囲を見回す。紗さ霧ぎりとアルミが、じっと俺おれを見ていた。

　ふ、と息を吸い、吐はく。

「なんでだ？」

「創作は、それを作るために必要な、最低人数でするべきよ。特に少人数で作るときはね」

　エルフは、そんな前置きを挟はさんでから、

「ムラマサが自分で言っていたでしょう。足手まといが交じると、そいつに合わせたものができるって。必ずそうなるって。わたしも同感よ──だからムラマサは呼ばない」

「ムラマサ先せん輩ぱいが、同人誌作りの足手まといになるってのか？」

「いいえ」

　エルフは首を横に振ふって、いつもより小さな声で言った。

「『わたしたち』が、ムラマサの足手まといになるのよ」

「──────」

　俺おれは──いや、俺おれと紗さ霧ぎりは、絶句してエルフを見つめる。

　よりにもよってあのエルフが、自分を卑ひ下げするようなことを口にしたのが、信じられなかったからだ。

　もしかしたら、初めて聞いたかもしれない。

「……なによ、その顔」

　俺おれたちのリアクションを見たエルフが、気まずそうに唇くちびるを尖とがらせる。

「この前さ、ムラマサんちに行ったとき、わたしたちでリレー小説を書いたじゃない？　どんなものができたのか、覚えている？」

「ああ、ひどいもんだったな」

　ぐっちゃぐっちゃのぐだぐだだった。

「そうね」

「まあ、みんなで作るのは、楽しかったけどさ」

「ええ……」

　ふー、と、エルフは長い息を吐はく。

「あのとき──わたしたちの実力がもっとあったら、違ちがう結果になっていたわ、きっと」

「………………」

「あれは遊びで作ったリレー小説よ。ムラマサに、みんなで創作する楽しさを知ってもらうために作った小説で、ちゃんと目的は果たせたし、わたしたちも楽しかった。けどね──」

「──本当は、誰だれが読んでも楽しい作品にしたかった」

　おまえは、そう言うんだろう？

「……ふーん。わかってんじゃない、わたしのこと」

「たまにはやり返さないとな」

　おまえは、作り手たちだけが楽しい創作じゃなくて、俺おれたちとは関係ない『誰だれか』が読んでも、ちゃんと面おも白しろいものにしたかったんだろう？

　参加者全員が、ムラマサ先せん輩ぱいや、梅うめ園ぞの麟りん太た郎ろうと同等の実力があったなら。

　あのリレー小説でも、それが実現できていた。

　俺おれたちが足を引っ張ったせいで、そうはならなかった。

　そう言いたいんだろう？

「それって、めちゃくちゃ悔くやしいじゃない？」

　エルフは獰どう猛もうにキバを見せて笑った。

「だから、やりましょう。わたしとあんたで、全力で創作するの。そんで、とっととあいつに追いついて──────…………マサムネ？」

「ん？」

「あんた……泣いてる？」

「あ……いや……ごめん」

　気付かなかった。

　俺おれは腕うでで涙なみだを拭ぬぐう。エルフが、俺おれの顔を覗のぞき込こんでくる。

「どうしたってのよ？　目に、ゴミでも入った？　それとも、そんなに悔くやしかった？」

「……違ちがう。そうじゃない」

「じゃあ、なんだっての？」

　俺おれは、さっとうつむいて、

「……おまえがさ、いま、話したこと」

「え？」

「やっぱ、なんでもない──気にするな！」

　言えるかよ。

　いまの話を聞いて……

『和泉マサムネが、山田エルフの足手まといにはならない』って、尊敬する人から認められたようで。あんなに先を行っていた偉い大だいな先せん輩ぱいに、やっと追いつけたような気がしたから。

　気付かないうちに、涙なみだが出ていた、なんて。

　本人には、絶対言えない。

「じゃ、やるか」

　鼻声で言った。

　紗さ霧ぎりが乗り気だから、ではなく。自分の意思で。

「そうこなくっちゃ」

　エルフは先とは違ちがう笑えみで、くしゃりと表情をほころばせた。




　しばらく打ち合わせが続いた後で、エルフが明るく声を張り上げる。

「さあ！　改めて！　ここに我らが同人サークル、『山やま田だエルフと下げ僕ぼく達たち』を結成するわ！」

「おい、なんだそのふざけたサークル名は！」

「くふふ、なに怒おこってるのよマサムネ。最高にわかりやすくてステキなネーミングでしょ？」

「エルフちゃん、私、サークル名には『おぱんつ』を入れたい」

「そんじゃエミリー、サークル名は『山やま田だエルフのおぱんつ』に変えようぜ」

「わたしが自分の下着売ってるみたいじゃない！」

「私がエルフちゃんのファンなら、すっごく気になって見に行くと思う。とってもきゃっちー」

「おっ？　じゃー、表紙イラストもそっち方向がいいか？」

「えっちなやつ！　えっちなやつ！」

「口を閉じなさいエロマンガ先生とその姉あね弟で子し！　それ以上はセクハラとみなすわ」

「そんな名前のひとはしらないっ」

　ぷいっ、と、いつもの台詞せりふでそっぽを向く紗さ霧ぎり。

　エルフは、はぁはぁと肩かたを上下させて、珍めずらしく疲つかれた様子だ。

「てか、もう申もうし込こんで当選済みだって言ったでしょ！　サークル名は変へん更こうなしよ！　いいわね！」

「おぱんつがよかったな……」

　などと紗さ霧ぎりは不満を漏もらしている。

　おまえ、自分が会場に行かないからって、多少恥はずかしくてもいいやって思ってるだろ。

　俺おれも恥はずかしいから、おぱんつはイヤだぞ。

　エルフは気を取り直して、話を進める。

「サークルのリーダーは、わたしでいいかしら？」

「もちろん」「ＯＫ」「ん」

　誰だれからも異論は出ずリーダーが確定。続いて、

「じゃあ、引き続きわたしが仕切るわ。次は、『何を作るのか』相談しましょうか」

「イラスト付きの小説本を作るんでしょ？」

「もう少し具体的に決めなくちゃいけないわ。どういう形式の本にするか、とか。他にも何か作るのか、とかね」

「俺おれは同人活動もサークル参加も初心者だし、任せるよ」

　と、俺おれは言った。

「ただ、書き始める前に書式を確定させたい」

「当然の意見ね。メンバー全員が同人小説を作るの初めてだし、ポピュラーにＡ５サイズで、二段組み──でいいんじゃないかしら。細かい書式は、わたしとマサムネで別べつ途と相談しましょ」

「ＯＫ」

　書式に応じて、適切なテキストの書き方は変わってくる。

　Ａ５サイズの二段組みなら、文庫よりも文字密度が上がるはずだから、普ふ段だんと同じように書いてしまうと読みづらくなるだろう。

　一方で、出版社から出ているライトノベルではなく、同人作品だから、対たい象しよう年ねん齢れいはやや上がるかもしれない。文章慣れしていない読者の割合が、下がるかもしれない。

　普ふ段だんとは違ちがう読者層。普ふ段だんとは違ちがう書式。

　さて、どう文字を配置していくか。どう読みやすくしていくか。

　漢字のひらきかたは普ふ段だんと変えるべきか。

　一シーンの登場人物数に制限をかけるか。かけるなら、普ふ段だんと比べてどの程度変えるか。

　改行頻ひん度どは？　台詞せりふと地の文の割合は？

　そうやって色々考えるのは、それだけで、とても楽しいことだった。

　エルフも、共感してくれているのだろう。

「楽しく作って結果も出すわよ。結局それが、一番実力が付くもの」

　俺おれの考えたことに、返事をするかのような台詞せりふだった。

　エルフは、ニコニコと指を立てていく。

「今回のイベントで、我々が達成すべきミッションを発表するわ。ひとつ、お金を取れる品質の本を作る」

「もちろんだ」

　参加者全員がプロなのだから。

　初参加といえど、それはクリアしなくちゃいけないよな。

「ふたつ、経費込こみでイベントを黒字で終える」

「こだわると一いつ瞬しゆんで予算オーバーするから気をつけろよ。特にエミリーと紗さ霧ぎり。ま、企き画かくからオレ様が参加するんだから、いけるだろ」

「何冊くらい作るんだ？」

「値段はどうするの？」

　俺おれと紗さ霧ぎりが問うと、

「できれば、お釣つりが出にくいよう一〇〇〇円にしたいわね。部数は、一〇〇部でいこうと思う」

「エミリーにしちゃあ堅けん実じつだな」

　アルミが、いぶかしげに首をかしげる。

　同感だ。エルフなら、初参加なんか関係ないわ！　とばかりに、『五〇〇〇部刷るわよ！』とか言い出すと思ったのに。

　堅けん実じつどころか、弱気にさえ思える部数設定だった。

　ただ、まあ、どうだろう。初参加サークルの小説本で一〇〇部。

　売れっ子──一応俺おれも含ふくめてだ──作家が複数名参加しているわけで。

　問題なく完売するとは思うのだが。

　甘あまいだろうか？

　ちらり、と、俺おれたちの中で一番正確な見積もりができそうなアルミを見ると、

「日本の同人イベントのことはよくわからんけど、オレ様がリーダーなら、もっと多く刷るぜ？」

「そりゃあ、わたしが参加するんだから、何千部だろうと完売間ま違ちがいなしよ。でも、たくさん刷ったら、売り子が大変じゃない」

「あー……」

　会場入りするのは初参加の人間が三人だ。どんなもんかもわからないんだから、何事にも余よ裕ゆうを持たせておいた方が、そりゃいいか。

　それに俺おれたちは、別に大おお儲もうけするのが目的ってわけでもない。

　考えてるな、エルフ先せん輩ぱい。

　俺おれはいまの説明で納なつ得とくしたのだが、アルミが聞いた。

「助すけっ人と呼ばねえの？」

「呼ばない。申もうし込こみに兄貴の力は借りたし、当日もきてもらうけど……あとは最初から最後まで、わたしたちだけでやるわ」

「ほー……気合い入ってんな」

「ひひー、あったり前じゃない。わたしがこのサークルのリーダーなのよ！」

　嬉うれしそうに胸を張るエルフ。彼かの女じよはノリノリで計画を語る。

「さて、あんたたち！　黒字でイベントを終えるために、サークルリーダーからお金の話よ！　一〇〇〇円×一〇〇部で、百万円。ここからサークル参加費やら三人分の移動費やらの必要経費を引いた数字が、印刷に使える予算になるわ！」

　？？？？？？？　と、エルフ以外の全員の脳天に、クエスチョンマークが発生した。

　メンバーを代表して、俺おれが問う。

「突とつ然ぜんだがサークルリーダーの山やま田だエルフ先生、一〇〇〇×一〇はいくつだ？」

「十万よ」

「でっか」

　わざとやってるんじゃねーのこいつ。

　かっこよく説明している最中に算数を間ま違ちがえないで欲ほしい。

「なあアルミ、こいつがリーダーなのやばくね？」

「わかってねーなマサムネは、そこがエミリーの可愛かわいいところだろ？」

「そうだな。同じ企き画かくに参加してないときなら可愛かわいいな」

「ねえ紗さ霧ぎり!?　マサムネがわたしに冷たいわ！　慰なぐさめて頂ちよう戴だい！」

「エルフちゃん、私、フルカラーにしたい」

「唐とう突とつにすごい要望をぶっ込こんできたわね!?」

　紗さ霧ぎりの希望なら、できる限り聞いてやりたい。

　俺おれは前向きに検討すべく、問う。

「なあ紗さ霧ぎり。小説本なのに、フルカラーにする必要があるのか？」

「ある」

「表紙だけじゃなくて、文字だけの本文ページもカラーにするってこと？」

「えっとね……全ページにカラーイラストがある、ようにする」

「？？？　あ～……それ、何ページくらいある予定？」

「一〇〇ページくらい、かな」

「うええ!?　オレ様、カラーイラスト五〇枚描かくの!?」

　そういうことになるよな！

「そもそも、Ａ５フルカラーで一〇〇ページの本を一〇〇部刷ると、結構な金額になっちゃうわよ。算数苦手なわたしでもわかるわ。値段設定一〇〇〇円だと超ちよう赤あか字じよ」

「色々ちょうせいと相談は必要。もしかしたら、本じゃない形式の方がいいのかも………でも、内容は自信ある」

　紗さ霧ぎりの顔がものすごくやる気に満ちているので、皆みなも、最後まで聞いてあげようという雰ふん囲い気きになった。同時に、イヤな予感も覚えていた。

「紗さ霧ぎりが『作りたいもの』の完成形が、ちょっとイメージできないのよね。もう少し説明して頂ちよう戴だい」

「ん、わかった」

　エルフの問いを受けた紗さ霧ぎりは、座ざ布ぶ団とんにぺたんと座すわったまま、こくりと頷うなずき、

「まず、私とアルミちゃんが、えっちな女の子のカラーイラストを十枚ずつ描かく。なので、作業量についてはそこまで心配はいらない」

「うん……ええと……まあいいわ。それで？」

「表情違ちがいとか、服が破けたバージョンとか、お汁しるのアリナシとか、差分をいっぱい作る」

「……小説本……なのよね？　本文はどうするの？」

「色つきのえっちなテキストを、いい感じに、カラーイラストの上に載のせる」

「エロＣＧ集ねそれ」

　エルフの頰ほおが赤く染まった。

　対するエロマンガ先生は、らんらんと目を輝かがやかせている。

「お値段は、九七二円にしたい」

「その値段設定は、どっから出てきたのよ」

「二〇パーセントオフで七七七円。調べによると、ネットでは定番の値段設定」

「詳くわしいわねアンタ！」

　なんの定番だよ。

「とりあえず……」

　アルミが、疲つかれたように頭をかきむしる。

「エロマンガ先生の邪よこしまな熱意は超ちよう伝つたわってきたけどよ。却きやつ下かだ却きやつ下か！　せっかくこうして山やま田だエルフと和泉いずみマサムネが揃そろってるんだ。エロＣＧ集じゃなくて、小説本にしようぜ」

「むう……ちゃんとえっちなシーンを入れるなら、それでもいい。あとそんな名前のひとはしらない」

「悪いな、エロマンガ先生」

　おまえの要望は、できる限り聞いてやりたかったが……。

　俺おれ……美少女三人とエロＣＧ集を作るの、拷ごう問もんだと思うんだ。




　それから──




　いくつかの細かい点について、方針が決まった。

　費用は全員が均等に出し、利益も──完売してようやくわずかにプラス程度だが──均等に分配する。

　制作するのは一〇〇ページの小説本にする。

　表紙のみカラー。モノクロイラスト数点。

　和泉いずみマサムネと山やま田だエルフで、二段組み、五〇ページ弱のオリジナル小説を一編ずつ書く。

　グッズの頒はん布ぷはなしだが、ブースの飾かざり付つけ用ように、アクリルスタンド等を、アルミと紗さ霧ぎりで少数制作する。

　──等々。

「わたしたちがプロットを作ったあと、それをイラストレーターに渡わたして、そのまま全員で制作に入るわ」

「全員で並行作業する、と」

「そうよ。商業小説とは、流れが違ちがうわね。──大だい丈じよう夫ぶ？」

「もちろん」

　って、俺おれが言うのもアレか。

「大だい丈じよう夫ぶだよな、紗さ霧ぎり」

「うん。プロットと、和泉いずみ先生の説明だけで、イラストを描かく……できる……やる」

　ぐ、と握にぎりこぶし。やる気満々の紗さ霧ぎりだった。

「あ、そこの二人。モチベ上げてるとこ悪いけど」

　エルフが、あっさりと言った。

「普ふ段だんとはペアを逆にするわよ。マサムネの小説に挿さし絵えを描かくのはアルミちゃん、わたしの小説に挿さし絵えを描かくのはエロマンガ先生、ってコト」

「ええ!?　な、なんでっ？」

　紗さ霧ぎりが両手を床ゆかについて、身を乗り出す。エルフがニヤリとして答える。

「今回のイベントで、我々が達成すべきミッション、そのみっつめ。全員のさらなる成長のため、変化した環かん境きようで創作する。その上で、いままでよりも良いいものを作る」

「そんなの……」

　紗さ霧ぎりが、不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「……効果あるの？」

「あるわ」

　エルフは断言した。

「特に、わたしたちみたいに、デビューからずーっと同じイラストレーターと組んでライトノベルを書いてきたやつにはね。新しい挑ちよう戦せんは、必ず成長につながるわ。あんたたちだって、アニメの仕事に関わって、実感できているんじゃない」

「…………そう、だね」

　紗さ霧ぎりが、重く頷うなずく。

　俺おれ自じ身しん、新しい仕事をいくつもこなしてきて……『いままでできなかったこと』ができるようになった。『できるかどうかわからなかったこと』が、できるとわかった──或あるいは、できないとわかった。自分になにが足りないかを、強制的に理解させられた。

　練習して、勉強して、実じつ践せんして──新しい技術を身につけた。

　そもそもこの同人企き画かくは、夢を叶かなえたその先に向けて、全員で成長しようというものだ。

「なあ、紗さ霧ぎり……挑ちよう戦せんしてみるか」

「……私が、『和泉いずみ先生が私じゃないイラストレーターと組むのがイヤ』って言ったの、覚えてる？」

「当然だ」

　エルフと初めて会った頃ころ。

　仲が悪くて、喧けん嘩かして──小説で対決した、あの頃ころ。

　紗さ霧ぎりは自分の部屋に引きこもって、絵の特訓をしていた。

　隣となりに引ひっ越こしてきたエルフのことを、和泉いずみマサムネと組む新しいイラストレーターだと勘かん違ちがいしてしまったからだ。

「エロマンガ先生Ｇと勝負したときも、そう」

「……そうだったな」

　アルミが正体を隠かくして紗さ霧ぎりと対決したあのときも。

　和泉いずみマサムネとエロマンガ先生Ｇが一いつ緒しよに仕事をするのを阻はばむため、発はつ憤ぷんしてくれたっけ。

　そのくらい、自分が和泉いずみマサムネと仕事をすることを大切にしてくれていた。

「わかってるなら、いい」

　不満そうな顔をしていた紗さ霧ぎりは、そこで声を和やわらげる。

「今回だけ、アルミちゃんに貸してあげる」

「おう！　貸してもらったぜ！」

　俺おれたちのやり取りが面おも白しろくてたまらない──そんな様子のアルミだった。

「ちゃんと、返してね」

「はは、わかったって。よお──っし、ってわけだマサムネ！　今回は紗さ霧ぎりじゃなく、オレ様といちゃラブしながら創作しようぜ！」

　がっ、と、アルミが馴なれ馴なれしく俺おれの肩かたに腕うでを回してくる。

「あー！　だから、そーゆうの禁止っ！」

「ちょっとくらいいーじゃん。──なぁ、マサムネ？」

「おい、紗さ霧ぎりをからかうなよ」

　すぐ間近にあるアルミの顔に文句を言うと、彼かの女じよは意地悪そうな笑えみで俺おれにささやく。

「ばっか、こんなチャンスそうないぞ？　好きな女の子に嫉しつ妬とされるの楽しいだろ？」

「……まあ、正直な」

　アルミがことあるごとにエルフに嫉しつ妬とさせようとする気持ち……わかる気がする。

「でも、俺おれはやらないんだよ」

「マサムネ、おまえってほんっとマサムネだよなあ──」

　彼かの女じよは、ニヤニヤしながら、俺おれに右手を差し出した。

「今回限りなのは残念だけど、まッ、よろしく頼たのむぜ──相棒」

「こちらこそ」

　頼たよりになるイラストレーターの手を、固く握にぎる。

　本来は有り得なかった、和泉いずみマサムネとエロマンガ先生Ｇのタッグだった。

「紗さ霧ぎり。こっちも負けちゃいられないわ」

　エルフが、紗さ霧ぎりに右手を差し出した。

「あっちのペアよりも、絶対に面おも白しろいものを作るわよ！」

「エルフちゃんって、ほんとに勝負が好きだよね」

「ええ、大好きよ！　あんたはどう？」

「勝負は、好きでも嫌きらいでもない。けど──負けるのは、いや」

「ひひー、知ってる」

　二人は顔を見合わせて、ふっ、と噴ふき出だした。

「勝とう、エルフちゃん！　和泉いずみ先生と、アルミちゃんに！」

　同人誌に、和泉いずみマサムネと山やま田だエルフが、一編ずつ小説を掲けい載さいする。

　それは、読めば比べられる、ということだ。

　イラストも、小説も。

　避さけられない勝負だった。

　そして──

　今回の敵は、山やま田だエルフだけじゃない。

　エロマンガ先生が、俺おれの敵だ。







[image: 第三章]







　山やま田だエルフをリーダーとした同人サークルが、日の出と共に結成された。

　午前五時にもならないうちから初回の打ち合わせを始めた俺おれたちは、大まかな活かつ動どう概がい要ようと方針を決め、いったん日常生活へと戻もどっていく。

　同人活動はあくまで趣しゆ味みであり、息いき抜ぬきであり、成長するための修しゆ行ぎようだ。

「本業は本業で、きっちりやらないとな」

　本業ってのは、ラノベやイラストの制作や、メディアミックスの監かん修しゆうといったもの……だけじゃなく。

　学生としての本分をまっとうすることであったり、引きこもりとしての本分をまっとうすることであったり、不登校児として新作ゲームにうつつを抜ぬかすことであったりする。

　俺おれは、日々の学業や仕事を終えた後、就しゆう寝しんまでのわずかな時間を使って、同人誌用の小説を作り始めた。

　書き始めた、ではなく。作り始めた。

　商業ライトノベルの執しつ筆ぴつは、限りなく個人制作に近いので、誰だれに相談することもなく、えいやといきなり書き始めてしまうことも多い。

　だけど、今回は集団制作だ。みんなで一冊の本を作るのだ。

「リレー小説んときは、みんながアドリブで書いてぐだぐだになっちゃったし」

　同じ轍てつは踏ふまない。今回は、普ふ段だんよりもいっそう、慎しん重ちように進めなくちゃな。

　ってなわけで、まずは企き画かく書しよですらない『書きたいことリスト』を作る。

　そんで、みんなに見せてネタ出しだ。エルフも似たようなものを作ってくるだろうし、紗さ霧ぎりやアルミも、それぞれ希望するストーリーなりがあるだろう。

　相談が必要だった。

　エロマンガ先生とエルフのペアが、作品を比べ合うライバルだとしてもだ。

　一冊の本として、よりよいものにするために。

「さあて──どんな話にしようかな」

　ぺろりと唇くちびるを舐なめる。

　和泉いずみマサムネにとっては、至福の時間だった。




　サークル結成の翌々日。時刻は朝の五時半だ。

　起き床しようした俺おれは、速すみやかに顔を洗い、着き替がえていく。

　この時間なら、早起きすぎるとエルフお母さんに[image: 叱]しかられることもないだろう。

　女じよ性せい陣じんの話し声と、料理の音が、わずかに漏もれ聞きこえてくる。

　どうやら、もうレッスンが始まっているようだ。

　俺おれは、リビングのドアを開け、キッチンに向けて「おはよう」と挨あい拶さつする。

「おはよ、マサムネ」「兄さん、おはよう」「おはようございます、正まさ宗むねくん」

　料理をしている三人から、朝の挨あい拶さつが返ってくる。

　次いで、リビングのソファからも、

「よう、オハヨ」

　と、挨あい拶さつがきた。冬だというのに、ふとももを見せつけるようにして新聞を読んでいるのは、

「あれ、アルミ。いらっしゃい──どうしたんだ？」

「へへ、朝飯にお呼ばれ」

「ふーん」

　俺おれはアルミの対面に座すわり、

「全員揃そろってるならちょうどいいや。朝飯食べたら、同人の相談しないか？　書きたいこと、まとまってきたからさ」

「マジで？」

　アルミは、待ちきれないとばかりに言った。

「メシできるまで、まだかかりそうだし、先にその話を聞きてえんだけど」

「リストにしたから、ＰＣで見せるよ」

　俺おれは自室から、ノートパソコンを持ってきた。タブレット型に変形させて、『書きたいことリスト』を表示し、アルミに見せる。

「お、和泉いずみセンセーが作った資料なのに、ちゃんと読めるじゃん」

「初っぱなからキツい批評！」

　コミカライズ担当のアルミ先生！

　いままでは読みにくい資料で、誠まことに申し訳ございませんでした！

　頑がん張ばって直したよ！　色んな人に自作資料を見せなきゃならなくなったからなあ！

「ふんふんふんふん──へー、ほー、ふーん」

　タブレットの画面を指でスライドさせ、リストを読よみ込こんでいくアルミ。

　俺おれにタブレットを返しながら、

「じゃ、これでいくべ。エミリーたちにも聞かなきゃだけど、個人的には、マサムネが書いてきたアイデアならどれでもいいぞ」

「軽いな！　おまえ、自分が描かきたいものとか、ストーリーの希望とかないの？」

「オレ様は、リクエストされたものを描かくのが好きなの。つーか何度も言ってっけど、和泉いずみマサムネの書くラノベの大ファンなわけ。だからおまえが書きたいものを書かいて欲ほしいし、『相棒』が描かいて欲ほしがっているものを、速すみやかに、イメージどおりに、期待以上の質で描かき上あげるだけだ。強しいていやあ、それが叶かなうように進めるのが、こっちの希望かな」

「アルミ先生って最高っすね！」

　なにその超ちよう都つ合ごうの良いいイラストレーター様。

　手放しの賞賛を受けたアルミは、着ているタンクトップの肩かた部ぶ分ぶんを、手て持もち無ぶ沙さ汰たに指で伸のばして、少しばかり照れた様子だ。

「あんだよマサムネ～。オレ様のこと好きになっちゃった？」

「好き！」

　同業者ならみんなそう言うと思う。

「へー、エミリーとどっちが好き？」

　からかうように言われた台詞せりふに、俺おれは即そく答とう。

「アルミ先生が好き！」

「……マジかよ」

　全力で好意を伝えたら、急に怯ひるみ出だすアルミ。

「今日だけで和泉いずみ先生の好感度、一万ポイントくらい稼かせいだ気がするわ」

　目を丸くして驚おどろいている。

　そこに、ダダダと駆かけ寄よる音がして──

「そこのライバルペア！　い、いいい、いま、とんでもない会話してたでしょ！」

　エプロン姿のエルフが割わり込こんできた。

「アメリアぁ！　あんた、なんでたった数分で、長い時間をかけて積み上げてきたマサムネのわたしへの好感度を抜ぬき去さってるのよ！」

「ひひひ、ムキになってるエミリーも可愛かわいいぜ。いやあ、マサムネに『オレ様はおまえの大ファンだぞ』『おまえの好きなイラストを、なんでもイメージどおりに描かいてやるぞ』って言ったら、好感度がガン上がりした」

「なにそれずるい！　わたしでも好きになっちゃうわよそんなの！」

「兄さん！　私がすぐ近くに居るのに浮うわ気きってどういうこと!?」

　おたまを構えた紗さ霧ぎりまで加わってきて。

「わ、私だって、いつも描かいてあげてるでしょ！」

　かんかんかんかん、と、おたまで俺おれの頭を叩たたく紗さ霧ぎり。

「もうっ、もうっ」

　まったく痛くない。ただただ可愛かわいい。

「聞いてくれよエロマンガ先生、アルミ先生が、俺おれのリクエストを聞いて、イメージどおりに描かいてくれるって！」

「むぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、もう！　その言い方だと、私が和泉いずみ先生のりくえすとを無視してるみたい！」

　頰ほおをリスのように膨ふくらませて、愛らしい抗こう議ぎをしてくる紗さ霧ぎり。

　俺おれは聞いた。

「無視してないの？」

「してるけどっ！」

　だよね。

　よかった、自覚があって。

「エロマンガ先生は、リクエスト無視どころか、あえて文章どおり描かかないことさえあるよな」

　特に女キャラの外見は、変えてくることの方が多いくらいだ。

　そういうときは、イラストが完成してから、文章の方を直したりする。

「そっちのがぜったい可愛かわいくなるもん」

「わかってるよ。俺おれが書いたキャラが、もっと魅み力りよく的てきになるように、イラストで提案してくれてるってさ。だから俺おれは、キャラはおまえと二人で創ってるって──そう思ってるよ」

　完かん璧ぺきにイメージどおりに描かいてくれるイラストレーターと、

　イメージとは少し違ちがうけど、それ以上のイラストを描かいてくれるイラストレーター。

　きっと、そういう話なのだろう。

　どっちがいい、というものでもない。

　エロマンガ先生も、アルミ先生も、俺おれにとっては最高だ。

「ただ、色々とやり方違ちがうんだなってさ。アルミ先生が相棒になって、なんか、新しん鮮せんだ」

「そうでしょう、そうでしょう、わたしのアルミちゃんはステキでしょう？　くふふふ──マサムネ！　パートナーを交こう換かんして愉たのしむ行こう為いに、さっそくハマってしまったようね！」

「いかがわしい言い方やめろよ！」

　俺おれのツッコミにも動じず、エルフはくふふと笑っている。

　アルミの実力が褒ほめられていることが、よほど嬉うれしいらしい。

「わたしも新しい相棒の仕事ぶりに、新しん鮮せんさを感じたいわ。ね、エロマンガ先生？」

「そんな名前のひとはしらない」

　ぷい、とそっぽを向く紗さ霧ぎり。

「でも、ぜっっったい、アルミちゃんに負けない仕事はするから」

「すっっっごく、期待してるわ」

　ぽん、と拳こぶしで紗さ霧ぎりの胸を叩たたくエルフ。そんな彼かの女じよに、俺おれは言った。

「あ、エルフ。いまアルミとも話してたんだが──朝飯食べたら、同人の打ち合わせしないか？」

「ごめん、わたしまだなにもやってない」

「出た！　おまえ昨日ゲームやってたから、そんな気したんだよ[image: ～][image: ～][image: ～]！　俺おれ、早く書き始めたいんだけど！」

「まあ待ちなさいって、同志の作業を待つのも、チーム制作の醍だい醐ご味みよ？」

「チーム制作の醍だい醐ご味みじゃなくて、イヤなところだよ！」

「速筆なやつはせっかちで困るわ。──はいはい、打ち合わせ資料ね。なるべく早めに作るから、あと数日待ちなさい」

「頼たのむぞ！　俺おれはやる気が満ちあふれているんだ！」

「あんたって、やると決まった瞬しゆん間かんからいきなりテンションＭＡＸになるわよね。くふふ～、そーゆーとこ好きよ？」

「ぐぬ……か、可愛かわいい台詞せりふでごまかそうとしてもダメだからな！」

　そうやって──

　パートナーを交こう換かんしての創作の日々が始まった。




　そしてさらに数日が経たち、ある平日の放課後。

　舞ぶ台たいは変わらず、和泉いずみ家けのリビング。場にはサークルメンバー全員が揃そろっている。

「エルフ、そろそろなにを書きたいか決まったか？」

「その話は後！」

　がたりと席を立つエルフ。

「──あんたたち、いまからわたしが超ちよう大だい事じな話をするわ！」

　部屋の中央で、演説をするようにエルフは語る。

「現在わたしは、二つの秘策を進行中よ」

　そういえば、この同人活動って、エルフの『秘策』その二として始まったんだっけ。




　山やま田だエルフちゃん逆転の秘策その一──

『紗さ霧ぎりを、超ちよう可愛かわいくて魅み力りよく的てきな女の子に鍛きたえてあげる！』




　山やま田だエルフちゃん逆転の秘策その二──

『同人誌を作って冬コミに参加するわよ！』




　これまでエルフは、そんな宣言どおり、様々な活動を行ってきた。それらは、その一、その二ともに、いまだ進行中──なのだという。

　しかし俺おれには、彼かの女じよの行動の意図が、つかみ切れていない。

　ぴんと来ない、というか。秘策を進行させた途と中ちゆう経けい過かを見ると……

　エルフが紗さ霧ぎりとさらに仲良くなったり、紗さ霧ぎりがさらにさらに超ちよう可愛かわいくなったり、俺おれたちのクリエイターとしての成長が促うながされたり──そんな感じなのだ。

　全員にとってプラスになっているので、何の文句もないのだが──

　俺おれのエルフへの好意も、もちろんプラスになっているのだが──

　──そう、妙みように迂う遠えんな感じがする。

　エルフにしては直接的ではない、というか。

　大たい言げん壮そう語ごしたわりにアタックが手ぬるい、というか。

　むりやりエルフ流にたとえるなら、対戦型のパズルゲームで、上級者であるはずの相手側が、たいした攻こう撃げきを仕し掛かけてこない──そんな不可解さ。

　俺おれからは見えない相手側の画面で、ひっそりと大だい連れん鎖さが組まれつつある、ような。

　そんな予感の中、エルフはおおげさな仕草で言い放つ──いや。

「山やま田だエルフちゃん逆転の秘策その三！」




「紗さ霧ぎりの引きこもりを治すわよ！」




　起き爆ばくした。

「……………………」

「……………………………………」

　俺おれ、紗さ霧ぎり、アルミ。三人が沈ちん黙もくをもって応えた。誰だれも、表情さえ変えなかった。

　それほど、俺おれたちにとっては重大なことだったから。

「え？」

　最初に声を発したのは、紗さ霧ぎりだった。

「……あの……なんて？」

「聞こえなかったのなら、もう一度言うわ──わたしたちで、紗さ霧ぎりの引きこもりを治すって言ったの」

「ど──どうやって？」

　俺おれの口から出たのは、率そつ直ちよくな疑問だった。

　だっていままで、俺おれや京きよう香かさんが、どれほど──

　なのにエルフは、なんでもないことのように、こう言うのだ。

「普ふ通つうに、玄げん関かんの扉とびらを開けて、歩いて出ていくの」

「……え」

「ねぇ、紗さ霧ぎり。だってあんた……ずぅーっと、外に出る練習してたじゃない」

「………………」

　知っている。それは、本当にずっと前から。それこそ、俺おれが紗さ霧ぎりの秘密を知ったあの頃ころから、紗さ霧ぎりは『外に出る練習』『引きこもりを克こく服ふくする練習』を続けていた。

　そうして『世界で一番可愛かわいい妹』の第一巻が発売された、記念すべきあの日。

『おかえりなさい、兄さん』と。

　部屋から出て、階段を下りて、玄げん関かんで、俺おれを出で迎むかえてくれた。

「『開かずの間』の扉とびらを開けられるようになって」

　エルフは、紗さ霧ぎりが歩んできた道程を、優やさしい声で言う。

「ずっと護まもってくれていた人と、話せるようになって、秘密を打ち明けて、目め隠かくししたクラスメイトを部屋に入れられるようになって」

　少しずつ、少しずつ、前に進んできた。

「ムラマサが襲しゆう来らいしたときは、階段を途と中ちゆうまで下りてきて、自分で追い返した」


　──あげないっ！

　──ぜったいあげないっ！



　あの紗さ霧ぎりが、家が震ふるえるほどの大声で、叫さけんだんだ。

「叔母おばさんに認めてもらうためにって、ここで『学校ごっこ』をやったわよね」

「ああ……」

　俺おれも、当時を思い返す。

「家に他人がいても、仲の良いい友達や家族であれば、部屋を出て、同じ空間に居られるようになった」

「それどころか、ついこの間なんて……家に友達を呼んで、お泊とまり会かいまで開かい催さいしたわ」

「……うん」

　紗さ霧ぎりは頷うなずき、エルフを見つめる。

　俺おれにも、エルフが言わんとしていることが、わかった。

「だからね、紗さ霧ぎり。あんた──」




「もう、出られるんじゃない？」




　もう、紗さ霧ぎりの引きこもりは、治っているんじゃないか。

　エルフは、そう言っているのだった。俺おれたち家族以外では、いや……家族にだって負けないくらい、紗さ霧ぎりのことを想おもい、見てきたエルフだからこそ、言える台詞せりふ。

「いま、ここで、試ためしてみるのはどう」

　それを聞いた紗さ霧ぎりは、

「…………………………」

　うつむき、再びエルフを見て、きょろきょろと視線をさまよわせる。

　胸に手を当て、息を吸い、吐はく。

　そうして言った。キッと決意を込こめた眼まな差ざしで、

「やってみる」

　紗さ霧ぎりはリビングを出て、早足で玄げん関かんへと向かう。俺おれたちは、その後を、無言で付いていく。

　廊ろう下かはしんと静まりかえっている。

「……………………」

　玄げん関かんに近づくにつれて、紗さ霧ぎりの歩みは遅おそくなっていく。

　俺おれは駆かけ寄よりたい衝しよう動どうを堪こらえ、その背を見守る。やがて紗さ霧ぎりは玄げん関かんに着く。

　決して外に出ることのない彼かの女じよの靴くつは、ある時期から、ずっと玄げん関かんに出してあった。

　その意味は、この場の全員がわかっていた。

「…………」

　紗さ霧ぎりは屈かがみ、新品同然の──しかしサイズがぴったりの靴くつに、小さな足を入れる。

　それから立ち上がり、一歩、二歩と踏ふみ出だして。

　ドアノブに向かって、ゆっくりと、ゆっくりと……手を伸のばしていく。

　そして──




「あ、やっぱむり」




　瞬しゆん時じに手を引ひっ込こめて、ぺろっと舌を出した。

「あっさり諦あきらめすぎじゃね!?」

「もうちょい粘ねばりなさいよ！」

　エルフと一いつ緒しよに、ついツッコんでしまったよ。

「だってっ……」

　紗さ霧ぎりは、ぶーっと不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

「今日も練習して、むりだったばかりだもん。はっぱをかけられたって、いきなりできるようになるわけない」

　つん、とそっぽを向いて、だけどそれからクルリと反転。

　俺おれの方を向いて、両手を大きく広げた。

「だから、いっしょに出よ」

「──────」

　俺おれは、目を見張って、瞬まばたきをする。すると紗さ霧ぎりは、重ねてこう言った。

「一人じゃむりだけど……兄さんといっしょなら」
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「ああ！」

　笑って応えた。駆かけ寄よって、強く抱だきかかえる。

「わ、わ。……はずかしい」

「おまえがそうしろって言ったんだろ」

「そうだけどっ……やってみたらはずかしかった」

「俺おれも」

　そんな場合じゃないってのに、これから大きな挑ちよう戦せんをしようってのに、あえて笑い合った。

　俺おれは、そのまま靴くつを乱暴に履はく。

「マサムネ！」

「わかってる──行き先は、エルフの家だ」

　言うまでもないが、俺おれはいま、不安でいっぱいだ！　足が震ふるえるほどガクガクしている！

　だけど同時に、めちゃくちゃドキドキしている！　すっげー、わくわくしている！

　好きな人を抱だいているからってだけじゃなくて。

　いましも二人で、先に進もうとしているからだ。

「辛つらくなったら、すぐに言うんだぞ」

「うん」

　俺おれは紗さ霧ぎりを抱だきかかえたまま、一歩進み、そっと片手を彼かの女じよの身体からだから外し、ドアノブに手を掛かける。ぐ、と力を入れて回し──

「行くぞ！」

　開いた。

　陽光が広がった。俺おれにとってはいつもどおりの、特別強いわけではない、太陽の光。

「────っ」

　紗さ霧ぎりが、まぶしそうに目を細める。ぎゅ……と、俺おれの服を強くつかむ。

　俺おれの足が、咄とつ嗟さに後退しようとする──

「だめっ！」

　瞬しゆん間かん、紗さ霧ぎりの大声が響ひびき、踏ふみとどまった。

「行って！　そのまま！」

　俺おれの服をつかむ力が、さらに強まった。見れば紗さ霧ぎりは、目をきつくつむっている。

　俺おれは、こくりと頷うなずくや、そのまま外に足を踏ふみ出だす。

「……はは」

　涙なみだが頰ほおをつたう。

　ついに紗さ霧ぎりが、再び家の外に出たのだ。

「………………」

　紗さ霧ぎりの様子を見ながら、慎しん重ちように数歩歩く。

「なあ、門をくぐったぞ」

　返事はない。必死で俺おれに、しがみついている。額に、汗あせがにじんでいる。

　エルフとアルミが後ろから走ってきて、俺おれたちを追おい抜ぬいていく。

「あと半分よ！」

　エルフが、自分の家の門を開けて、アルミと一いつ緒しよに待ってくれている。

　俺おれはさらに数歩歩き、決心して、駆かけ出だした。

　そのまま門をくぐり、数メートルを駆かけ抜ぬける。

　たった数メートルだけど。俺おれたちが、ずっと超こえられなかった数メートルだった。

「……到とう着ちやくだ」

　玄げん関かんに入り、そっと紗さ霧ぎりを下ろす。まだ、気を抜ぬくわけにはいかなかった。

　ごく、と喉のどを鳴らしてつばを飲のみ込こむ。

「着いたぞ、紗さ霧ぎり。もう、目を開けても大だい丈じよう夫ぶだ」

「………………うん」

　俺おれは紗さ霧ぎりの両りよう肩かたを真正面からつかんだまま、様子を見守った。

　紗さ霧ぎりのまぶたがぴくぴくと動き、ゆっくりと目が開いていく。

　完全に開いた瞳ひとみが、俺おれの顔を映す。

「…………………………………………」

　さあ、どうだ…………。

　場合によっては、すぐに家まで連れ帰らなきゃならない。

　俺おれはいつでも動けるよう、全身を緊きん張ちようさせ続つづける。

　どのくらいの時間が経たっただろう。ほんの数秒か……数分か……体感時間が狂くるっていて、判然としない。

　やがて紗さ霧ぎりの唇くちびるが開き、小さな声がこぼれた。

「だいじょぶ、みたい」

「本当か？　無理してないか？」

「うん。……手、にぎってて、いい？」

「もちろん」

　笑って、手を差し出す。紗さ霧ぎりは俺おれの手を取り、立ち上がった。

　きょろきょろと周囲を見回して、

「ここが、エルフちゃんのおうちなんだ」

「そうよ。いらっしゃい、紗さ霧ぎり。我わが居きよ城じよう、クリスタルパレスへ」

　そういえば、そんな名前だったっけ。

　じゃなくて……ったく……緊きん張ちよう感かんを台無しにしてくれる女だな……。

　そう、俺おれが考えていたのは、もちろん紗さ霧ぎりのことだ。

　油断はしないが、このぶんなら、本当に大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「やったな、紗さ霧ぎり！」

　俺おれが言いたかった台詞せりふを、先にアルミに言われてしまった。

　彼かの女じよはバンと妹いもうと弟で子しの背を叩たたき、顔をくしゃくしゃにして笑っている。

　目の端はしには、涙なみだの粒つぶが。

　感受性の高い人だ。紗さ霧ぎりや俺おれに、強く共感してしまったのだろう。

「もう、アルミちゃん、いたい」

　そう不満を口にしながら、紗さ霧ぎりも照れくさそうにしている。

「……えへへ…………こんなんじゃ、まだまだだけど……」

「ふふ、そーね」

　エルフが、上じよう機き嫌げんに言う。

「紗さ霧ぎりを冬コミ会場に連れていくのはまだ無理そう」

「おまえそんなこと考えてたのかよ！」

　さすがに無理だろ。

「あら、目標は高ければ高いほどいいのよ。──でも、よくやったわ、紗さ霧ぎり。褒ほめてあげる」

　エルフがそっと紗さ霧ぎりの頭に手を伸のばし、撫なでた。

　すると、紗さ霧ぎりは恥はずかしそうに頰ほおを赤らめ、しかし、嬉うれしそうにしている。

「ん……ありがと」

　天使のスマイルを受けたエルフは、キバを剝むき出だしにした王者の笑えみで、

「紗さ霧ぎり！」

「は、はい。なに？　エルフちゃん？」

　きょとんと、目をぱちくりとさせる紗さ霧ぎりに、エルフは大きな声ではっきりと言う。

「わたし、あんたと海に行きたいわ」

「────え……っ」

「いつか──一いつ緒しよに会場まで行って、イベントに参加したい。夏合宿をもう一度開かい催さいして、わたしの島にも連れていきたいし、二人きりで旅行もしたいわ。海外のファッションショーにも連れていきたい。──あんたと行きたいところ、やりたいこと、話し切れないくらい、たくさんあるの」

　だから、と。

　エルフは、拳こぶしを紗さ霧ぎりの胸に突つき入いれるようにして触ふれる。

「その日を、楽しみにしているわ」

「うん……」

　小さく頷うなずいた紗さ霧ぎりは、親友の拳こぶしを両手で包つつみ込こむようにして握にぎり、

「うんっ！」

　もう一度、大きく頷うなずいた。

「よし」

　と、エルフが拳こぶしを引いて、優やさしく話を変える。

「あんたが大だい丈じよう夫ぶそうなら、ひとまず休きゆう憩けいしましょう。なにか食べる？」

「ううん、すこし寝ね転ころびたい」

「そ、あんたがどんな要求をしようとも、準じゆん備び万ばん端たんよ」

　そうだろうな。こいつはそういうやつだ。

「うへへ、じゃあ、さっそくエルフちゃんのベッドにＧＯ！」

「元気そうねあんた！」

　その後、俺おれたちは、美少女の残のこり香がなどまったく残っていない清潔なベッドを見て不満そうにしている紗さ霧ぎりを、目もく撃げきすることになるのであった。

　エロマンガ先生ってやつは、どうにも、いい雰ふん囲い気きを維い持じできないらしい。

　こうして──。

　紗さ霧ぎりの引きこもりはさらに改善され、和泉いずみ正まさ宗むねと一いつ緒しよなら、少しだけ家の外に出られるようになった。




　エルフの部屋に紗さ霧ぎりを寝ねかせ、全員がほっと胸を撫なで下おろした。

　紗さ霧ぎりは、エルフのベッドで大人しく寝ね転ころんでいる。

　みんなの前でおちゃらけて見せていたが、やはり疲つかれていたんだろうな。眠ねむってはいないようだが、さっきからずっと一言も喋しやべらず、まどろんでいるような感じだ。

「んん…………」

　そんな妹が、ベッドの上で上体を起こした。

「お、起きたか」

「最初から、眠ねむってないもん。ふああ……」

「でも、眠ねむそうだ。家帰って、今日はもう寝ねちゃうか？」

　俺おれは窓を見る。カーテンの隙すき間まから、わずかに見える空は、夕焼け空。

　紗さ霧ぎりは、首を横に振ふった。

「ううん……起きる」

「そか」

　紗さ霧ぎりがベッドに横たわったあと、俺おれたちがこの部屋に残ったのは、紗さ霧ぎりの要望だった。

　俺おれも、いまの状じよう況きようで、紗さ霧ぎりを一人残しておくつもりはなかった。

　椅い子すに座すわってラノベを読んでいたエルフが、顔を上げて言った。

「あんたたち、このままうちに泊とまっていきなさいよ。てか、しばらくここで暮らしなさいよ」

「ダメだ。紗さ霧ぎりに負担がかかる」

　俺おれは、にべもなく断った。するとエルフは、

「練習になるでしょ？」

「………………」

　ちら、と紗さ霧ぎりを見る。紗さ霧ぎりは微笑ほほえんで言った。

「兄さんといっしょなら、だいじょうぶ」

　なんて可愛かわいいことを言うんだ……。

　はぁ……好き……。

　瞬しゆん時じにトロけていく脳を引ひき締しめるように、俺おれはコホンと咳せき払ばらい。

「エルフ。それも……『紗さ霧ぎりの引きこもりを治す』一いつ環かんってことか？」

「そーね。でも、それだけじゃなくて、楽しいじゃない？　わたし、紗さ霧ぎりの部屋にお泊とまりして、楽しかったわ。今日からは、うちでお泊とまり会かいをするの。そしたらまた、楽しいわ」

　これ以上なく、エルフらしい理り屈くつだった。

　断る理由がなくなっていく。

「そうしろよ、マサムネ、紗さ霧ぎり。実はオレ様も、わけあって先月からここに住んでるんだ。おまえたちが一いつ緒しよに暮らしてくれるなら、賑にぎやかになって嬉うれしいぜ」

　と、アルミも俺おれの背を押おしてくる。

　やっぱりアルミは、ずっとエルフの家にいたらしい。

　だから、エルフが呼び出してから、俺おれん家ちまで五分で来られたわけだ。

　……正直、あの件については、まだまだツッコミどころが残っちゃいるし、わけあって、ってトコも気になっちゃいるんだが。

　聞けてよかった！　闇やみ深ふかい理由じゃないことがハッキリしてよかった……！

「わかった。紗さ霧ぎりがいいなら、俺おれもいいさ」

　ようやく俺おれは了りよう承しようし──

「よろしくね、エルフちゃん」

「くふふ～、こちらこそ！」

　エルフの家を舞ぶ台たいとした『同人創作お泊とまり会かい』がスタートした。




　俺おれたちは、エルフの家に、紗さ霧ぎりと一いつ緒しよにお泊とまりする。

　言葉にすると簡単だが、もちろん多くの準備が必要だ。

　なにせあの紗さ霧ぎりが、友達の家に泊とまるってんだから。

「まず、京きよう香かさんへの報告だろ。着き替がえや日用品の持もち込こみだろ」

　俺おれが指折り数えていると、エルフが得意げに割わり込こんでくる。

「我が居城クリスタルパレスへのお泊とまり会かいは、他ならぬこのわたしが提案したのよ？　紗さ霧ぎりが生きていくための必ひつ需じゆ品ひんは調査済み、準備済みに決まってるじゃない」

　身一つで来てくれればいいのよ、と彼かの女じよは言う。

「なんだその嫁よめを迎むかえるみたいな台詞せりふ」

「紗さ霧ぎりを泊とめるなら、そのくらいの意識でいなきゃ、『兄さん』が許可しないでしょ？　怖こわくて優やさしい叔母おばさんもね」

「当然だ」

「てわけで、保護者への連れん絡らくだけお願いするわ」

「はいよ。──紗さ霧ぎり、他に要いるものあるか？」

　ベッドで上体を起こしている紗さ霧ぎりは、やはり眠ねむいのか、うとうとと頭を揺ゆらしている。

　それでも俺おれの問いに、なんとか反応し、

「お絵かき道具と、マイまくらと、パソコンと──」

　掌てのひらにメモを書くような仕草で、必要なものを挙げていく。

　最後に俺おれを見て、寝ねぼけた声で、

「兄さんが一番必要」

「そ、そか」

　ああああああああああ！　抱だきしめたい！

　おねむな紗さ霧ぎり、可愛かわいすぎだろ……！

　俺おれは目をきつくつむって衝しよう動どうを堪こらえる。

　アルミが呆あきれた口調で言った。

「そーゆーことなら、マサムネは紗さ霧ぎりについてた方がいいな。自分の部屋じゃない場所にいるの、すげえ久しぶりなんだろ？　仕事道具やらなにやらは、オレ様が取ってきてやるよ」

　俺おれは少し考え、「頼たのむ」と鍵かぎを渡わたした。

　同性で、同業者であるアルミの方が、適任だろうしな。

「ほいよ、任せときな」

　アルミが出ていき、部屋には俺おれと紗さ霧ぎりとエルフの三人が残る。

　紗さ霧ぎりは、眠ねむ気けが限界に達したようで、

「ふぁ……ぁ……」

　と、仰あお向むけに倒たおれていく。

「ねむい、おひるね……する」

　安らかに目をつむって、あっという間に、すぅ、すぅ、と寝ね息いきを立てしまう。

「寝ねちゃったわ」

　エルフがくすりと笑えみをこぼす。

　それから声の音量を下げて、しぃ、と唇くちびるに指を当てる。

「夕食の時間になったら、起こしましょう」

「そだな」

　紗さ霧ぎりにとって、初めてのお泊とまり。久しぶりの外出。

　緊きん張ちようして見守っていたが、これだけ安心して眠ねむれるようなら、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかもしれないな。それでも、部屋から出ていくつもりはなかった。

　エルフも同じ気持ちらしい。慈じ愛あいの眼まな差ざしで、寝ね息いきを立てる紗さ霧ぎりを見つめている。

「……よかった」

「ああ」

　多くの言葉は不要だった。

「無茶しすぎだった、って思う？」

「感謝してるよ、俺おれも、きっと紗さ霧ぎりも」

　圧縮された意い思し疎そ通つうが、俺おれたちの間で交かわされていた。

「おまえは『いらない』って言うだろうけど、ありがとうな」

「ふふん、いちいち口にしてたら、同じ台詞せりふだらけになっちゃうわよ」

「それでも」

「そ」

　傍はたから聞いていたら、よくわからない会話だったろう。

　エルフと二人だけで話していると、よくこうなる。

　察しがよすぎて、本来なら必要な言葉を、省いてしまうからだ。

　俺おれたちは並んで、紗さ霧ぎりの顔を見ていた。

　視界の端はしで、エルフが俺おれに向き直ったのが見える。

　なにか言おうとしているようだったが、先に俺おれから話しかけた。

「なあ、紗さ霧ぎりを、この部屋に泊とめちゃっていいのか？」

「そのつもりよ。部屋は余っているけど、わたしも紗さ霧ぎりと一いつ緒しよの部屋がいいわ。ほら、わたしも、紗さ霧ぎりの部屋に泊とめてもらっていたわけだし」

「ベッドが一つしかないけど」

　他の部屋から運び入れるってことなら、手伝うつもりで問うたのだが、エルフは「大きいから平気よ」と軽い調子で答える。

「その方が『お泊とまり会かい』っぽいじゃない？」

「……前回の『お泊とまり会かい』に風邪かぜで参加できなかったの、相当気にしてたんだな」

「悪い？」

「や……別にいいけどさ。──俺おれは、どこに泊とまればいい？」

「ん～………………この部屋で、一いつ緒しよに泊とまる？」

「は!?」

　勢いよくエルフに顔を向けると、彼かの女じよは人差し指を唇くちびるに当て、

「しー」

「……ワリ。ってか、おまえのせいじゃん。変な冗じよう談だん言うから……」

「冗じよう談だんじゃないのに。──はいはい、ちゃんとあんたの部屋も用意してあげるから、そんな顔しないの」

　そんな顔って、どんな顔だよ。

　たく……こういう言い方が……オカンっぽいってんだよな。

「ね、マサムネ。ただこうしているのも退たい屈くつじゃない？」

「すぐ目の前で紗さ霧ぎりが眠ねむっているのに、退たい屈くつなわけがあるか」

「きっしょ」

　ツッコミって、短い方が威い力りよく高いよな！

「ふん、気持ち悪くて結構だよ。──それで？　なにを言うつもりだったんだ？」

「同人のアイデアメモができたから、読んでくれる？」

「おっ、やっとか。待ちわびていたぞ」

「待たせたわね。でも、そのぶん自信あるわ」

　エルフがそう言うなら、期待しよう。

　彼かの女じよは椅い子すから立ち上がって、アンティークめいたデスクへと向かう。

　そこから紙束を持って、戻もどってきた。

「はい、これ」

　俺おれに向かって差し出されたのは、Ａ４サイズの紙資料だ。

　小さな黒クリップで留とめられている。

「じゃ、読ませてもらうわ」

　資料に表紙はない。

『同人サークル「山やま田だエルフと下げ僕ぼく達たち」、冬コミ用の制作物について』

　と、仮タイトルが太字で書かれている。

「この前あんたが作ってきた『やりたいことリスト』に、シェアードワールドってあったじゃない？　あれ、わたしもいいなって思って、最高の案を考えてみたわ」

　ナチュラルに飛び出す自画自賛にも、もうすっかり慣れてしまった。

　シェアードワールドとは、世界観を複数の作者で共有して創作することをいう。

　有名どころでいうと『クトゥルフ神話』などもシェアードワールドの一種だ。

　俺おれは例のリストによって、『シェアードワールドをやりたい！』と提案してあったのだった。

　いま読んでいる資料は、そんな俺おれの提案に、エルフが応える形で作られている。

　内容を一言でいえば──『こんなシェアードワールドがやりたいわ！』ってとこか。

「わたしとエロマンガ先生、あんたとアルミちゃんのダブルペアで、二つの作品を作って勝負する──そう決めたじゃない？　なら、シェアードワールドにして、さらに共通のお題を設定しない？」

　俺おれが読んでいる箇か所しよを、口頭でも説明していくエルフ。

「同じ世界観、同じお題で作るってことか。──ハッキリ優ゆう劣れつが付くものな」

　エルフらしい提案だ。

「それだけじゃないわ。一冊の同人誌として、まとまりが出てくる。あんたの『シェアードワールドにしよう』って提案も、それを見み据すえたものだったでしょう？」

「どんなお題にする？」

「セカイ系にしましょ」

　ポンポンとテンポ良く会話が進む。

　俺おれは、ゆるりと天てん井じようを振ふり仰あおぎ、思案する。

「セカイ系ねえ──」

　セカイ系とはなんぞや。

　長くなるので、詳くわしい説明も、定義の話も省く。

　セカイ系に一家言ある方々には伏ふしてお詫わびするので、穏おだやかな心で読よみ進すすめて欲ほしい。

「えーっと、『愛する人ヒロイン』と『世界』、どちらを選ぶか──みたいな話？」

　俺おれはエルフに向き直り、大おお雑ざつ把ぱにもほどがある認にん識しきを述べてみたが、

「それでいいわ」

　合っていたらしい。

「滅ほろびゆく世界を旅する男女。ヒロインが犠ぎ牲せいになれば、世界は救われる」

　演劇めいた語り口で、エルフは物語の要素をひとつずつ並べていく。

「よく似た境きよう遇ぐうの男女二組の行く末を、わたしとあんたで書いていくの。和泉いずみマサムネと山やま田だエルフが、同じお題で書いたなら」

「きっと、ぜんぜん違ちがう話になるだろうな」

「キャラの性格や会話のノリ、何をしているやつらで、どこに行って、旅の果てに何を成すのか──最後にどんな選せん択たくをして、どんな結末が待っているのか。同じお題、同じ世界観から、まったく違ちがう物語が生まれるはずよ！　それを読者はね──」

「続けて読む！」

「そう！」

　近い実力を持つ作家同士で、持ち寄ったアイデアを卓たつ球きゆうのように打ち合いながら、よりよいものへと磨みがき上あげていく。お互たがいが持つ、本来の実力を超こえた作品を生み出していく。

　あまりにも楽しい時間だった。

　幼い子供のときに感じていた、わくわくした気分が、ずっと続いていた。

「どんな世界観にする？」

「『せーの』で言い合いましょ。──せーのっ」




「文明崩壊後の世界ポストアポカリプス！」

「剣けんと魔ま法ほうの異世界ファンタジー！」




「なんでよ！　中編でまとめるなら、魔ま法ほうありの世界にした方がいいってば！」

「せっかくシェアードワールドやるなら、世界観凝こりたいんだよ！　文ぶん明めい崩ほう壊かい後ごの世界とか作つくり込こみたいんだよ！」

「それ絶対、盛せい大だいにページオーバーするやつよ！」

「ぬぐっ……確かに……なぁエルフ、俺おれに持ちページちょっとわけてくれたりは」

「イヤよバカじゃないの！」

　ときには喧けん嘩かになったりして。

『静かにしよう』とお互たがい了りよう解かいしていたはずなのに、俺おれもエルフも、いつの間にか声の音量が大きくなっていた。

　そして、いつの間にか──

「…………………………」

　眠ねむっていたはずの紗さ霧ぎりが、寝ね転ころんだまま目を開けて、じぃ～っと俺おれたちの会話を見つめていたのだった。

「「うわ！」」

　それに気付いた瞬しゆん間かん、俺おれとエルフは揃そろって硬こう直ちよくする。別にやましいことがあったわけじゃないんだが、不意打ちすぎて驚おどろいてしまったのだ。

「さ、紗さ霧ぎり……」

「ごめん、起こしちゃったみたいね」

「………………………………」

　そろって声をかけるも、紗さ霧ぎりは返事をせず、依い然ぜんとして観察するような眼まな差ざしを俺おれたちに向けている。

　幻げん想そう的てきな美少女が無表情で黙だまっていると、とても怖こわいんだなと改めて思う。

　紗さ霧ぎりは、さらにたっぷり数秒ほど黙だまってから、ようやく唇くちびるを動かす。

　警けい戒かいの表情で、

「エルフちゃん、やっぱりゆだんならない」

「ど、同人でどんなストーリーやるかって話をしてただけだぞ！」

　即そく座ざに弁明する俺おれ。

　そんなんじゃないのに、まるで浮うわ気き現げん場ばに踏ふみ込こまれたような気分だった。

「マサムネの言ってることは本当よ、紗さ霧ぎり。今回は、わたしの秘策でもなんでもないわ」

「ん、わかってる。兄さんも、エルフちゃんも、普ふ通つうに、小説の設定を、話し合ってただけ。誤解とか、してない」

「そ、そか」

　じゃあ、なんで『ゆだんならない』なんて言うんだろう。

　紗さ霧ぎりは、ベッドに寝ね転ころんだまま片かた腕うでを伸のばし、俺おれの頰ほおにそっと触ふれる。

　ぎゅ、と、つねられた。

「……痛いぞ」

「楽しそうに相談してたから、嫉しつ妬としちゃっただけ」

　紗さ霧ぎりは、俺おれの内心の問いに答えるようにそう言って、俺おれの頰ほおから指を離はなし、ごろんと反対側を向いてしまう。

「…………たぶん」

　小さく呟つぶやいた彼かの女じよの台詞せりふは、俺おれの耳に届くことはなかった。




　その後──

　紗さ霧ぎりが目覚めたので、アルミが戻もどってから、夕食の支し度たくをすることになった。

　料理担当は、最近の和泉いずみ家け同様、紗さ霧ぎりとエルフだ。

「わ……うちのキッチンにない機械がいっぱいある」

「マサムネのお母さんが用意したキッチンに触しよく発はつされちゃって、色々買かい揃そろえたのよ。こっちきなさい、使い方を教えてあげるわ」

「うん」

　紗さ霧ぎりは、そうやってエルフからレクチャーを受けているようだ。

　──いいなあ、紗さ霧ぎりのやつ。俺おれも教えてもらいたい。最新の低温調理器とか使いたい。

　例のごとく、俺おれは料理担当から外されてしまい、夕食待ちの時間を使って京きよう香かさんに電話連れん絡らくをする。

　事情を聞いた我らが保護者は、『なんですって！』と、めちゃくちゃビックリしていたよ。

　そりゃそうだろう……あの紗さ霧ぎりが外出し、さらには友達の家に泊とまる──ってんだから。

『いますぐ帰ります！』という大声と共に電話が切れた。

　──みんなで顔を合わせて、ちゃんと説明するべきだな、これ。

　エルフん家ちのリビングで電話をしていた俺おれは、キッチンに向けて声をかける。

「エルフ！　紗さ霧ぎり！　夕飯、京きよう香かさんのぶんも頼たのむ！」

「はーい、最初から五人分作ってるわよ！」

　さっすが。

「まだ時間かかるから、マサムネは、部屋を選んで待ってなさい。アメリア、案内してあげて頂ちよう戴だい」

「ほいよっと」

　軽い返事と共に、キッチンからアルミが現れた。

　彼かの女じよはハムをつまみ喰ぐいしながらこっちに歩いてきて、

「てわけで、ついてきな」

「ああ、頼たのむ」

　エルフはこいつのことを、ペンネームで呼んだり、本名で呼んだりする。

　……呼び分けにルールがあったりするのだろうか？

　というのも、俺おれも紗さ霧ぎりに対して、そうだからだ。紗さ霧ぎりと呼ぶときと、エロマンガ先生と呼ぶときがあって、一定のルールで使い分けている。

　ペンネームで呼ぶと可愛かわいく怒おこるので、基本的には本名だけどな。

　そんなことを考えながら、アルミについて歩いていく。階段を上り、二階へ。

「マサムネは、二階の好きな部屋に泊とまるようにってさ」

「好きな部屋って言われてもな」

　俺おれは以前、エルフにすべての部屋を案内してもらったことがある。


　──光栄に思いなさい！　あんたが我わが城しろの、ひとりめの客よ！



　初めてこの家に来たときは、引ひっ越こしてきたばかりで、ほとんどの部屋に段ボールが積まれていて片付いていなかったっけ。

　それに……


　──我わが居きよ城じように、いくつかの楽しいアトラクションを創造したの。



　そうそう、そんなこともあったっけ。

　あのときは、各部屋が特別なコンセプトで飾かざり付つけられていたので、泊とまる部屋選びの参考にはならないだろう。

　泊とまる部屋を選ばせてくれるらしいが、決められるだけの情報がなかった。

　アルミが振ふり返かえってアドバイスをしてくれる。

「二階の間取りは、エミリーと紗さ霧ぎりの寝しん室しつ。エミリーの仕事部屋。オレ様が泊とまってる部屋。他に来客用の部屋が二つだ」

「ふむふむ」

「もっと言うと、客室のうち一つは、ムラマサが泊とまるときによく使う部屋で半和室っぽい感じ。もう一つは、クリス兄貴がこっちに泊とまるときに使う部屋。どっちも寝しん具ぐはベッド」

　さすがアルミ。まるで自分の家のように、間取りを把は握あくしている。

「へえ……前に案内してもらったときと、ずいぶん変わったんだな」

「あー、エミリーのやつが、模も様よう替がえしまくるからなァ」

　わかる。エルフって、そういうの好きそう。

「ちなみにエミリーの特別な親友であるこのアメリアちゃんは、普ふ通つうの客室より広くて素す敵てきな部屋を使わせてもらってるから、そこんとこヨロシクな」

　謎なぞのマウントを取ってくるアルミ。

　……さて、いま教えてもらった情報を踏ふまえ、泊とまる部屋を決めよう。

　これなら、『ムラマサ先せん輩ぱいがよく泊とまる部屋』か『クリスさんがよく泊とまる部屋』の二に択たくだな。どちらかといえば和室っぽい部屋が好みだが……女の子がよく使っている、となると避さけた方がいいのかもしれない。……気にしすぎだろうか？

　俺おれは、より安全な選せん択たくをすべく、アルミに問うた。

「アルミのオススメは？」

「広くて素す敵てきな部屋で、アメリアちゃんと一いつ緒しよに暮らすってのはどう？　ベッド二つあるし」

　親指で己おのれの顔を指さすアルミ。

「……冗じよう談だんじゃないなら、一応理由を聞いておこう」

「だってエミリーと紗さ霧ぎりのペアは、同じ部屋で暮らして、創作するんだろ？　こっちもそうしたくね？」

「あぁ……まぁ、その理り屈くつはわかる」

　別に、一いつ緒しよに暮らして作ったらいい物ができる──とは言わない。そんなに甘あまくはない。

　だけど……普ふ段だんと環かん境きようが変わって、得るものが大きそうとか。単純に楽しそうとか。

　そういうふうには思う。

「おまえが女じゃなかったら、それもよかったんだけど。……ダメだろ」

「こっちは気にしねーけど？」

「こっちが気にするんだよ！」

　逆だろ普ふ通つう！

「なんで女の子の方が乗り気なんだっての」

「へー、マサムネ、オレ様のこと、女の子扱あつかいしてくれるんだ？」

「は？　当たり前だろ？　なんでそんな台詞せりふが出てくんの？」

「だってオマエ、オレ様に恋れん愛あい感情とかないだろ？」

「ま[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ったく、ないな」

　本音全開で肯こう定ていすると、アルミは「ぎゃはは」と爆ばく笑しようした。

「ほら。ならいーじゃん」

「よくねーんだって！」

　なんでわからないかな！

　俺おれの全力の拒きよ絶ぜつを理解できないようで、アルミは不可解そうに首をかしげる。

「なにがよくねーんだ？　いーもん創るより大切なことがあんのかよ」

「おまえって……」

　その言い草は、創作者としてはとても正しい在り方で、自分の中で、彼かの女じよへの尊敬の念が深まるのがわかる。だが女の子としてはたいへん困った発言で、俺おれは、なんでこんなこと口に出して言わなきゃならないんだとゲンナリしながら、一息に長なが台詞ぜりふを絞しぼり出だす。

「いいか？　言いたくないから一気に言うぞ──俺おれはアルミに対して、いままでドキドキしたことがなかったし、恋れん愛あい感情も一いつ切さい持っていない。だけどそれはそれとして、アルミのことは綺き麗れいだと思うし、この前見たパジャマ姿に一いつ瞬しゆんだけドキッとしちゃったこともあって、なんかの拍ひよう子しに、えろい気分になるかもしれない！　だから一いつ緒しよの部屋はダメ！　以上！」

「……………………」

　俺おれのクソ長い事情説明を聞かされたアルミは、ぱちくりと瞬まばたきをした。それから、

「わ、わかった」

　と、気持ち腕うでで身体からだを抱だくようにして頷うなずく。

　頰ほおを赤らめて、

「えと……あたしと居て……えろい気分に？」

「なる」

「…………参考までに……どんなとき？」

「いまおまえが着てるタンクトップみたいな薄うす着ぎのとき、ふとももが見えたり、へそが見えたり、胸が見えそうになったりするたびに」

「紗さ霧ぎりに言いつけていいか？」

「オマエが言わせたんだろ！」

「そうだけどハズいだろ！　なんつーの？　おまえとは性的なニュアンスのない気安い友情で結ばれていると思っていたわけ。なのに急に異性を意識させるのやめてくれる！」

　俺おれから身体からだを隠かくすようにして身をよじるアルミ。

　落ち着きをなくしている異性の友人に対して、俺おれは思うところを述べる。

「依い然ぜんとして性的なニュアンスのない気安い友情で結ばれているよ。それはそれとして、えろい気分にはなる」

「おいラノベ作家！　台詞せりふの前後で矛む盾じゆんしてんぞ！」

「してない！　両立できるから！　男子ならわかってくれるから！」

　なんだこの会話。

　誠実に同室をお断りしただけで、俺おれに非はないはず……。

　なぜこっちが責められる側になっているっぽいのか。

「と、とにかく、そういうわけだから。俺おれは一人で、こっちの和室っぽい部屋にするぞ」

「……そっちの部屋、別にムラマサの残していった下着とかはねえからな」

「俺おれをエロキャラにしようとするのやめて!?」

　そんな白い目で見られるようなことはしてない！　俺おれは一いち途ずな男なんだ！

「ひひ、冗じよう談だんだって。悪かったよ」

　へらへらと笑って、キバを見せつけてくるアルミ。

　もう、すっかり元の気安い雰ふん囲い気きに戻もどっている。

　まるで直前のやり取りを、なかったことにしたように。

「ったく……」

　俺おれは、踵きびすを返かえして下り階段へと向かう。歩き出したところで、後ろから声がかかった。

「なあ、マサムネ」

「あん？」

　あえて男友達にするように、乱暴な返事をすると、

「メシ食ったら、あたしの部屋にきてくれ」

　俺おれは、振ふり返かえらず片手を挙げて了りよう解かいを示し、階段を下っていった。

　……くそう……変な会話をしたばかりだったから、妙みような意味に聞こえてしまって……。

　動どう揺ようを悟さとられなかったかどうか、心配になってしまった。




　泊とまる部屋を決めた旨むねをエルフに伝え、いったん家へと戻もどる。

　理由は、京きよう香かさんと合流するため。そして、仕事道具──といっても、ノーパソくらいだが──を持もち込こむためだ。

「ただいま帰りました！　正まさ宗むねくん！　紗さ霧ぎりさんは！」

「……こ、こっちです」

　スーツ姿のまま全ぜん力りよく疾しつ走そうで帰宅した京きよう香かさんを迎むかえ、エルフの家へと戻もどる。

　京きよう香かさんにリビングで休きゆう憩けいしてもらっているうちに、家主にＷｉｆｉのパスワードを教えてもらい、部屋にノートパソコンを設置する。

　これで仕事の環かん境きよう作づくりが完成。

　やろうと思えば紙と鉛えん筆ぴつやスマホ一台──どころか、とことん突つき詰つめれば脳みそ一つあれば執しつ筆ぴつには事足りるわけで、机や椅い子す、ＰＣすら必ひつ須すではない。

　あれば効率がよくなるってだけだ。

　俺おれが選んだ部屋は、ムラマサ先せん輩ぱいがよく使っているという、和風っぽい部屋。

　和風の家具やらで和室っぽくしているだけで、基本的には洋室。寝しん具ぐもベッドだ。

　木製の机と椅い子すがあるので、ノートパソコンをそこに置く。

「ムラマサ先せん輩ぱいは、この机で、手て書がき原げん稿こうを執しつ筆ぴつしていたんだろうな」

　そう考えると、ファン垂すい涎ぜんのアイテムなのかもしれなかった。

　その後、ほどなく夕食が完成。普ふ段だんとは違ちがうキッチンで作った、紗さ霧ぎりの手料理を、俺おれ、紗さ霧ぎり、エルフ、アルミ、京きよう香かさんの五人でいただく。

　食事をしながら、今日あったことや、決めたことについて、改めて京きよう香かさんに報告した。

「……わかりました。そういうことでしたら、紗さ霧ぎりさんの気持ちを尊重しましょう」

「あら、思ったよりあっさり認めてくれるのね？」

　エルフが、食事の手を止めて、京きよう香かさんを見る。

　すると京きよう香かさんは、「ええ」と軽く頷うなずき、エルフから俺おれに視線を移す。

「正まさ宗むねくんが、一いつ緒しよに泊とまるのでしょう？　それなら、安心です」

「はい、任せてください」

　信しん頼らいが重い、とは思わなかった。当然、俺おれが担になうべきものだからだ。

「まあ、実際のところは、紗さ霧ぎりと同じ部屋に泊とまるエルフに、色々お願いする形になっちゃいますけどね」

「よろしくお願いします、山やま田ださん」「改めてよろしく、エルフちゃん」

「任されたわ！」

　スムーズに事情説明が終わったのは、京きよう香かさんがエルフを信しん頼らいしているからってのも、大きかったと思う。

　そして夕食後……

　俺おれは、さっきアルミとした約束を果たすべく、彼かの女じよの部屋へとやってきていた。

　扉とびらをノックして、待つ。

　俺おれにとってこの行こう為いは、とても特別なものだ。

　妹と会うための儀ぎ式しきというか……勝手に俺おれが思っているだけなんだけど……

　だからいま、紗さ霧ぎりではなく、アルミと会うため、こうしていることに、妙みような抵てい抗こう……背徳感めいた想おもいがあった。

　アルミが扉とびらを開けた。

　紗さ霧ぎりのように、ためらいがちな開け方ではなく、力強い開け方だ。

　彼かの女じよの姿を見た瞬しゆん間かん、コイツまた髪かみを下ろしてる……とか、コイツ上着きてる……とか。

　感じたことは色々あったが、つとめていつもどおりに振ふる舞まう。

「よ」と、俺おれは手を挙げ、アルミもまた、「よ」と返す。

　気安い友達同士の挨あい拶さつだった。

「待ってたぜ、マサムネ。入ってくれ」

「ああ」

　彼かの女じよに招かれ、部屋へと踏ふみ入いる。

「あ……美術室のにおい」

「オレ様の部屋だからな。ってかかぐなよ、はずい」

「ワリ」

　一目でアルミの部屋だとわかる──そんな場所だった。

　一言でいうなら、瀟しよう洒しやなアトリエ。

　趣しゆ味みのいい高価そうな調度類は、エルフが揃そろえたものだろう。一方で、アルミが持もち込こんだと思おぼしき画材の類たぐいは、イーゼル以外、名前もわからないものばかり。変わった形のキャビネットの上に、たくさんの筆とパレットが綺き麗れいに収納されている。

　ＰＣ周りには、紗さ霧ぎりの部屋で見たようなデジタルツールが並んでいた。

　他にも軽く見み渡わたすだけで、クロッキー帳に、絵の具で汚よごれたエプロンに──等々エトセトラ。

「本当に色々あるな、この部屋」

「オレ様の部屋だからな」

　かなり広い部屋なのに、才能タレントのぶんだけ、できることのぶんだけ、物が増え、狭せまくなっていく。ふと、自分の部屋と比べてしまい。仕事道具を比べてしまい。

　焦あせりと、憧あこがれと、哀あわれみが混じったような想おもいがよぎる。

「で、アルミ先生、なんの用だったんだ？」

　さっき別わかれ際ぎわに抱いだいた、えろっちい妄もう想そうは、この部屋のせいで消きえ失うせていた。

　思いっきり創作したい気分になっていた。

　アルミは言う。

「同人用のラフイラストを見せたくてさ」

「え？　いや、まだなに書くかも決まってないじゃん」

　さっきエルフと、世界観について揉もめたばかりなのだ。

　現時点でイラストを描かけるわけがないだろ。

　そういう意図を込こめてアルミを見ると、彼かの女じよは『おまえこそなに言ってんだ？』とばかりに。

「何日か前にさ、マサムネから、『やりたいことリスト』を見せてもらったじゃん。アレ見て描かいたんだ。別の案でいくってんなら、それはそれでいいよ。どうせ練習で絵は描かくしさ」

「え……と」

　色々とツッコミどころの多い台詞せりふだったが……

「と、とにかく見せてくれる？」

「おう！」

　アルミは嬉うれしそうに、後ろ手に隠かくしていたイラストを両手で差し出してくる。

　クロッキー帳に鉛えん筆ぴつで描かかれたそれは、一枚ではなかった。

「…………………………」

　俺おれは、じっと一枚目のイラストを見て……無言でページをめくる。

「！」

　一いつ瞬しゆん目を見張り、またしばらく黙だまり込こむ。そうしてページをめくる。

　それを数度繰くり返かえし、一ページ目に戻もどり、今度は長く、無言で見続ける。

「どうだい、和泉いずみ先生？　なんか言ってくんねーか？」

「……なにから言っていいか」

　良いい意味で、いや……良すぎる意味で、乾かわいた笑いしか出てこない。

　それと、強い疑問も。

「あのさ、アルミ先生」

　一枚目と二枚目に描えがかれているのは、主人公と、ヒロインのイラストだった。ボロボロの制服の上から、使つかい込こまれた革かわ装そう備びを身につけている。両者とも若く、高校生くらいで──なのに、隙すきのないたたずまい。楽観的な笑え顔がおからは、強きよう烈れつな生命力を感じる。

　複数の表情パターンや、正面以外から見たもの、小物類のアップや解説──

　アニメの設定画に、そのまま使えそうなほど描かき込こまれ、書かき込こまれている。

　三枚目以降に描えがかれているのは、崩くずれたビル群、アスファルトを突つき破やぶって伸のびる雑草。

　再生した森林。美しく煌きらめく河か川せん。咲さき誇ほこる花々。

　破滅の刻カタストロフイを生き延びた人々が暮らす、牧歌的な集落。

　舞ぶ台たい設定は暗いのに、どこか明るい雰ふん囲い気きが漂ただよう、文ぶん明めい崩ほう壊かい後ごの世界だ。

「まず、その、なんでこれらを描かいた？」

「描かいて欲ほしかったんだろ？」

「だっ……か……って」

　うえぇ……？　声が声にならない。俺おれは、何度も気合いを入れて、ようやく声を絞しぼり出だす。

「そうだけどさ！　描かいて欲ほしかったけどさ！　あのリストには、色々アイデアが書いてあったじゃん！　なんでコレを選んで描かいたわけ？　──あ！　エルフから聞いたとか？　イヤ違ちがうわ！　あいつと世界観の話したのって、ついさっきだし！」

「落ち着けって」

　アルミは、俺おれの両りよう肩かたを、掌てのひらで叩たたきながらなだめる。それからこう言った。

「あのリストで、おまえが一番書きたいのはコレだろ？　それは読んでてわかったし、描かいてみたくなった。だから描かいた。おーけい？」

「……………………」

　マジマジとアルミの目を見つめてしまう。

　彼かの女じよは居い心ごこ地ち悪そうに、目をそらし、

「たぶんさ、おまえはコレを書くよ。おまえとエミリーとの相談がどーなるかは知らんけど、結局コレを書くよ。だって書きたいんだろ？」

「ああ、俺おれもそう思う。よくわかったな」

「わかるさ。よーっく、知ってるからな」

　誰だれの顔を思おもい浮うかべて言っているのか、察するまでもなかった。

「やっぱ俺おれ、アルミ先生のこと好きっすわ」

「オレ様も、和泉いずみ先生のこと超ちよう好すきだぜ」

「相思相愛だな」

「らぶらぶだよ」

　くっく、と、アルミは笑って、からかうように問う。

「エロマンガ先生とアルミ先生、どっちが好き？　紗さ霧ぎりとアメリアちゃん、どっちが好き？」

「エロマンガ先生のが好き。紗さ霧ぎりのが好き」

「あははは」

　アルミ先生は、大だい爆ばく笑しようした。俺おれも、思いっきり笑った。

「いやー、楽しい企き画かくになりそうだぜ。パートナーを交こう換かんしたのは大正解だな」

「だな」

「いーハナシ書けよ、和泉いずみ先生」

「たりめーだっての」

　それから──堰せきを切ったように、俺おれたちは話し始めた。

　イラストへの細かい感想から始まって、俺おれの脳内にしかない設定を明かしたり、そこから画材の話に飛んだり、かと思えば、いま制作中のアニメ『世界妹セカイモ』の話をしたり。

　創作についての話ばかりが続き──

　ふと、アルミが言った。

「なあ、マサムネ」

「なんだ？」

「エミリーはさ、なにをしようとしてるんだと、思う？」

「それって、例の──秘策、ってやつのことか？」

「そうそう」

「正直いって、わからない。最初は警けい戒かいしたけど、蓋ふたを開けてみたら、どれも紗さ霧ぎりのためになることばかりで……いまの聞き方だと、アルミにはわかってるのか？　エルフから、聞いているとか？」

「いーや……なにも聞いてねえさ。なにをどうしたいのかも、わからねえ」

「そっか」

「たださ」

　アルミは、彼かの女じよがもっとも魅み力りよく的てきに輝かがやく表情で、俺おれではない誰だれかを見て、言う。

「あたしは、エミリーのことが好きだから。おまえが紗さ霧ぎりのことを好きなのに負けねーくらい、好きだから」




「……好きなようにさせてやりたい、って思う」




「それって」

　どういう意味だ、と。

　アルミの台詞せりふに、複数の意図が含ふくまれていたような気がして、曖あい昧まいな問いを投げた。

「なあマサムネ。あたしは、おまえに、意思を変えろとは言わない。好きな相手を変えろ、とは、言わない」

　俺おれは、息を止めて、続きを待った。アルミは、一度頷うなずき、続ける。

「あたしは、エミリーに、やりたいことを、やり切らせてやりたい。だからさ、だから……そのー……あれだ。もしも、この先、それができなくなるようなことがあったら」

「助けるよ。当たり前だろ？」

　最後まで聞くまでもない。

　かぶせるように言ってやると、アルミはきょとんと目を丸くして、それから。

「ばっか、生意気なんだよマサムネのくせに」

　顔を近づけ、ひひっと笑い、俺おれの額を指で弾はじくのだった。




　そうして、創作の日々が過ぎていく。

　アルミが予言したとおり、俺おれは、『文ぶん明めい崩ほう壊かい後ごの世界を舞ぶ台たいとした物語』を執しつ筆ぴつし、一方でエルフも、やりたがっていた『剣けんと魔ま法ほうの異世界ファンタジー』を書き進める。

　同じ世界観にするんじゃなかったのか、って？

　それについては、あの後エルフと相談してさ、両立できる設定にしたんだ。

　リビングに集まって、こんな相談をした。

　数日前のこと──

「文ぶん明めい崩ほう壊かい後ご、長い長い時が経たって──『世界』は、『剣けんと魔ま法ほうの世界』へとその姿を変えていく──ってな感じでどうかしら？」

「別々の時系列で、変へん貌ぼうしていく『世界』を書いていくってことか。それならどっちのやりたい話も書けるな」

「せっかくだから、時系列順に小説を掲けい載さいしましょ。まずは和泉いずみマサムネが、崩ほう壊かい直ちよく後ごの世界を書く。続いてこの山やま田だエルフが、数百年後、様変わりしたファンタジー世界を書く」

「そんなら、世界観設定の情報は、小出しにした方がいいな。同じ世界観だってわかるタイミングを、エルフが書く話のクライマックスに合わせたら面おも白しろくなりそうだ」

「任せて頂ちよう戴だい。それと、あんたが書く主人公たちが『やったこと』が、世せ界かい変へん貌ぼうのきっかけになる──なんてのもアリね」

「いけるな。俺おれの主人公がヒロインを救うために、世界全体に影えい響きようを及およぼすようなことをしでかすわけだ。──プロット見せ合って詰つめた方がいいよな」

「商業作品なら絶対そーするけど、今回はイヤ」

「イヤってなんだよ!?」

「共作っぽくなっちゃうからイヤってコト。もっと面おも白しろいやり方があるから、そっちにしましょうってコト」

「聞こうか」

「ずばり、お互たがいの作品情報を知らない状態で、読み合わせをしましょう。それから改めて、より面おも白しろくなるよう直しましょう。そっちの方が、道中楽しいじゃない？」

「手間かかるやり方だけどな」

　でも。

「俺おれから提案したいくらいだよ。それ、絶対楽しいやつだ」

　山やま田だエルフと、お互たがいの作品を読み合って、講評をし合う。

　それは、とても成長できそうだ。実際、俺おれもアニメの脚きやく本ほん会かい議ぎで、プロの脚きやく本ほん家かと読み合わせをしていて、勉強になることが多々あった。

　俺おれは原作者として、原作の各シーンを明確に解説する必要があったし、脚きやく本ほん家かの葵あおい真ま希き奈な先生は、彼かの女じよが書いた脚きやく本ほんについて、解説をしてくれた。疑問を投げれば、明確に答えてくれた。

　自分と同等以上の実力者が、どういう考えでシーンを作っているのか。

　プロデューサーやら原作者やら監かん督とくやら、様々な立場からの意見や要望に対して、脚きやく本ほん家かがどんな回答をするのか。

　諸もろ々もろのやり取りを、すべて、俺おれのすぐ前で実演してくれる場。

　そう考えると、貴重すぎる経験だったと思う。

　俺おれたちは、それと似たようなことを、遊びでやろうとしているのだった。

　かつてエルフは、遊びだからこそ全力を尽つくすと言った。

　俺おれはいま、同じ気持ちだ。

「くふふ、決まりね」

「じゃ、このまま口頭で、大まかな打ち合わせだけして、もう書き始めちゃうか」

「そうしましょ。自分の相棒には、プロット見せておきなさいよ」

「おっけおっけ」

　楽しく遊んでいるのと変わらないので、テンションが軽い軽い。

　鼻歌混じりにイラストレーター組を見る。

　エロマンガ先生とアルミ先生は、俺おれたちのすぐ隣となりで、表紙イラストについて打ち合わせているのだが。

「だからー、表紙は主人公とヒロインのペアを二組描かこうぜって言ってるじゃん。ゲームのパッケージ風にして、背景も──」

「だめ。表紙は女の子だけでいい。背景もいらない。あと構図は、私のキャラを上側にして……こんな感じに……よし、これでかわいい」

「ちょ、待てって！　ダメだよコレ！　自分のキャラだけ目立たせてさあ！　なーにが上側だコラッ、脚あしがオレ様のスペースにはみ出てるじゃねーか！」

　こっちはこっちで揉もめているようだった。

　とまぁ、そんな感じでさらに数日が過ぎ。

　そして、楽しみにしていた今日という日がやってきた。

「さあ、読み合わせを始めるわ！」

「おう！」

　エルフ宅のリビング。

　我わが家やにはないお洒落しやれな家具に囲まれて、制作物を、俺おれの読者ではなく、編集者でもなく。

　仲間たちに、一番最初に見せる。

　環かん境きよう、状じよう況きよう、なにもかもが普ふ段だんとは違ちがう。
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　拳こぶしを握にぎると、汗あせがにじむ。

　このわくわくする気持ちを、うまく伝えられる気がしない。

　強しいて言うなら、そうだな。

　めちゃくちゃ対戦ゲームを練習したり、自じ慢まんのモンスターを育てまくったりして、その上で、満を持して、仲間内のゲーム大会に出場するような？

　猛もう練れん習しゆうして超ちよう得とく意いになった部活の試合に、初めて彼かの女じよを呼んだような？

　まあ、ちょっと違ちがうかもだけど、そんな感じ。

　俺おれ、エルフ、紗さ霧ぎり、アルミ。サークルメンバー全員が、大きなテーブルを囲んでいる。

　俺おれとエルフが対面し、紗さ霧ぎりとアルミが対面する形だ。

　エルフが上じよう機き嫌げんに原げん稿こうを配っていく。クリップ留どめされたＡ５サイズの用紙。書式は本番同様のものだ。

「イラストも、ちゃんと中に入ってるから」

　自分の前に配られた表紙を指して、紗さ霧ぎりが言った。

　そこに描えがかれているのは、白黒のイラストだ。

　エロマンガ先生とアルミ先生による、合同表紙。この前、構図で大おお揉もめしていたが、文句なしの出で来き映ばえに仕上がっている。

「まだ色は入ってないけど、表紙はこんな感じ」

「さっそくわたしから、表紙の感想を言いたいところだけど──」

「講評は、全員が最後まで読み終わってからだな」

　全員が頷うなずく。

　アルミが原げん稿こうを片手で持って、皆みなを見回す。

「オレ様も紗さ霧ぎりも、小説のこと、エミリーやマサムネほどはわからねえ。おまえらも、絵のこと、オレ様や紗さ霧ぎりほどはわからねえだろう。だが、遠えん慮りよなくなんでも言ってくれ。オレ様もそーする」

「当然じゃない、そんなこと」

　きっと全員がそう思っていた。

　だって、俺おれたちが創ろうとしている本は、いつだって、色んな人に読んでもらうためのものだから。自分ではない人、プロではない人の感想こそが、大事なんだ。

「アルミや紗さ霧ぎりこそ、俺おれとエルフの書いた小説の感想、好きに言ってくれよな」

「うん、わかった」

　紗さ霧ぎりが、俺おれの斜ななめ前ぜん方ぽう──普ふ段だんとは違ちがう、ライバルの席から、

「はじめよう」

　普ふ段だんは言わないような台詞せりふで、場を動かした。

　皆みな、無言で頷うなずき、原げん稿こうを手に取る。

　そうして読み合わせが始まった。

　しん、と場が静まりかえる。傍はたから見れば地味な様子だろう。

　俺おれたちにとっては、最高にわくわくドキドキする濃のう密みつな時間なのだが。

　だって。

　いま、自分の作品が、己おのれの手を離はなれ、初はつ舞ぶ台たいに立っているんだから。

　同時に、尊敬するクリエイターたちが創った、未いまだ誰だれの目にも触ふれたことのない新雪のような作品が、俺おれの手の中で読まれるのを待っている。

　こんな至福の時間は、人生でもそうそうない。

「…………………………………………………………」

　無言で読んでいく。ページをめくり、読み、またページをめくる。

　集中するあまり途と中ちゆうからわからなくなったが、きっと仲間たちも同じようにしているだろう。

　ぴりりと張はり詰つめた空気。壁かべに掛かかった時計の秒針が進む音だけが、耳に届く。

　もしこの場に俺おれたちサークルメンバー以外の第三者がいたなら、さぞかし居い心ごこ地ちが悪いだろう。緊きん張ちよう感かんのある空間だったとか、怖こわかった、なんて思うかもしれない。

　だけど……やってる当人としては、だ。

　読み合わせ、超ちよう楽たのしい。

　ニヤける。

　自分の作品を読んでいて、『我ながらこの話おもしれーなー』って思うし、『ここちっとイマイチだったかなー』ってビビるし、『ここ！　俺おれはいいって思うけど、こーいうのあんま書いたことないしどーかなァ～』って悩なやんだりする。
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『おいおい、なんでこうなるんだぁ[image: ～][image: ～]？』って、何度も読み返しちゃうし、

『このシーンは俺おれ、勝ったろ♪』『俺おれならこうするね！』って、上から目線になったりもする。

　もう一度言う。

　今日の読み合わせ、めっちゃ楽しい。

　伝われ、この想おもい。
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　読み終わった。密度の濃こい時間を過ごしたせいか、長い長い息が漏もれる。

　両りよう腕うでを天高く伸のばし、凝こり固かたまった筋肉をほぐしていく。

　と、待ってましたとばかりに、エルフが話しかけてきた。

「ね！」

　彼かの女じよは、原げん稿こうの該がい当とうページを見開きにして、笑え顔がおで突つきつけてくる。

「ここ！　ちょーよかったわよ！」

　尊敬する先せん輩ぱいからのお褒ほめの言葉だ。当然俺おれは、嬉うれし──いや、そうじゃない。

「え？　そこ？」

　と、疑問が先にきた。というのも、エルフが『ちょーよかった』と絶賛してくれた箇か所しよは、俺おれにとって、『自信のある文章』でも、『イマイチかもって心配していた文章』でもなかったからだ。ごくごくフラットに書いて、抜ばつ粋すいするときも、するっと読み進めていた箇か所しよ。

　悪く言えば、作者にとって思い入れのないシーンだった。

「そう、ここよ」

　と、エルフは言った。

「わたし、あんたの小説の、こういうとこが好き。和泉いずみマサムネの小説にいつもある、さりげなく家庭的な比ひ喩ゆが出るシーン」

「そこ、さ。別にかっこよくないし、ヒロインも出てこないし、特別うまい文章でもないし……そんなにいいかあ？」

「すごくいい。マサムネの書いた文章～って感じするもの」

「そ、そすか……ども」

　嬉うれしい──というより、恥はずかしい。

　俺おれは、ぽりぽりと頰ほおをかく。

　──俺おれ、想定と違ちがう褒ほめられ方かたをすると、こうなるんだよな…………。

「じゃ、じゃあこのラストの展開どうだった？　俺おれ、すげー自信あるんだけどっ！」

　照れをごまかす意味もあって、そんな問いを投げた。

　するとエルフは、下した唇くちびるを押おし上あげて、

「ワンパターン。以上」

「一言!?」

　自分で読んで『我ながら俺おれの書くラノベって最高だな！』ってなったシーンなのに！

「別に面おも白しろくないとは言ってねーわよ。つーか面おも白しろいわよ。『世界』と『愛する人』が天てん秤びんにかけられたとき、あんたの主人公は、一いつ切さい迷わず『愛する人』を護まもる選せん択たくをする──世界が滅ほろびようと知ったことかって、最後まで『愛する人』のためだけに戦う。最高に熱くて素す敵てきな展開よね」

「だろ!?」

　わかってるじゃんエルフ先生！

「これこそ和泉いずみマサムネの真骨頂！　俺おれが一番書きたかったシーンなんだよ！」

　握にぎり拳こぶしで力説する俺おれに、エルフ先せん輩ぱいは、にこやかに言った。

「でもワンパ。あんたが書く主人公って、いっつもそうじゃない。好きな女の子ができたら、どこまでも一いち途ずに尽つくすし、その子のために命を懸かけたり限界を突とつ破ぱしたり」

「それが書きたいんだから仕方ないだろ！」

「まあそうね。それにコレって、『和泉いずみマサムネのファンたちが、あんたに期待しているもの』でもあるわ。彼かれらは、そういう話、そういう主人公が読みたくって、和泉いずみマサムネの本を手に取るんだもん」

　自分が好きなものを書いて、それを好きな人が読む。

　読者は面おも白しろかったと感想を言い、作者は次も頑がん張ばろうとさらに発はつ憤ぷんする。

　作者と読者の、理想的な関係だろう。

　だから俺おれたちは、自分とそうなれる読者を集めようとする。

「だけどそれは、毎回よく似た展開にしていい免めん罪ざい符ふじゃない。期待に応えつつ、たまには驚おどろかせることも必要よ──そう、たとえば、当初のメインヒロインじゃない娘こと結ばれたりとか！」

「ぬぐぐ……」

「ん……今回は特に、セカイ系の定番展開ともかぶっちゃったのがよくなかったかも」

「エロマンガ先生まで！」

　くそう……言いたい放題言ってくれやがる。

　だが、正しいので言い返せない。

　俺おれは厳しい講評をしっかりと嚙かみしめ、その上で言った。

「じゃあこの展開は変えずに、もっと面おも白しろくするぜ」

「とまぁ、あんたはそー言うわよね」

　わかってた、と、エルフはおどけるように肩かたをすくめる。

　俺おれは、ふてくされたような口調で、

「つーか変えらんないし。一番書きたいシーンがこれで、そのためにこいつらはこーゆー性格になってて、舞ぶ台たいも展開もこーなってるわけだから」

　編集者とか読者とか、あと出版社とか、さも簡単そうに『この部分だけ変えろ』とか『結末を変えろ』とかいうけど、ぜひとも俺おれの主張を聞きいて欲ほしい。

「推理物の犯人を、犯人当てるシーンだけ修正して変えろってのと同じくらい無理」

「すごくわかるわ。そこを変えるならボツにして最初から書き直す──って、わたしもよくそう思うもの」

　エルフでさえそうなのか。ラノベ作家って、ムラマサ先せん輩ぱいみたいな例外を除いて、みんな同じような体験をしてきているのかもしれないな。

「だから展開はこのままでいく。その代わり、もっと面おも白しろく書く」

「具体的には？」

「『愛する人』を選せん択たくする代償リスクを、もっとキツくしようと思う」

「いいわね。普ふ通つうの神経してたら絶対ヒロインを助けないよねってくらいの状じよう況きようにしたうえで、迷わずヒロインを選びましょう。商業ラノベでもシリーズ物でもないんだから、思い切ってやっちゃいなさい。あんた、無意識のうちにセーブしてるわよ」

「自覚はなかったけど……そうかもな……ちょっと考えてみる」

　あごに手を添そえ反省モードになっていると、隣となりに座すわっているアルミから、肩かたを強く叩たたかれた。

「マサムネ！　オレ様は、超ちよう面おも白しろいと思ったぜ！」

「アンタなに読ませても、超ちよう面おも白しろいって言うじゃん」

「ほんとにそう思うんだからしょうがないね。ワンパターンとか知らねーし、面おも白しろかったんだから素す直なおに感想を受け取りやがれ」

「わかったよ。……ありがとうな」

　こういう人だから、褒ほめ言こと葉ばが、すっと心に染しみ入いってくるのかもしれない。

「ねえ、和泉いずみ先生」

　どうやら俺おれの作品から、皆みなで講評していく流れになったらしく、エロマンガ先生が、こんな問いを投げてきた。

「なんでこんなに、いつもと違ちがう話を書いたの？」

「マサムネって、いつもめちゃくちゃ『キャラ寄り』でハナシ作るのに、今回は『世界観寄り』で作ってる。それってなんでだろう──ってことかしら、エロマンガ先生？」

　エルフが補足するように言った。

「そう」

　紗さ霧ぎりは頷うなずき、それから頰ほおを赤らめる。

「あと、読み合わせ中だからって、ペンネームで呼ばなくていいから。……で、どうなの、和泉いずみ先生？」

「そりゃ、商業ラノベじゃないから、普ふ段だんできないことを書こうかな──って」

「それだけじゃない、よね？」

　あ、これ、ちゃんと答えると、エロマンガ先生が不ふ機き嫌げんになるやつだ。

　それがわかっていても、行動を変えられない。読み合わせ中だったからだ。

　作品に関することで、ごまかすわけにはいかなかった。

　俺おれは、正直に答えた。

「エロマンガ先生じゃなくて、アルミ先生が、俺おれの小説のイラストを描かくからだ」

「！」

「だから今回は、いつもより世界観を練って、それを活いかした小説を書いてみようって思ったんだ」

「……………………ふーん」

「エロマンガ先生が、背景を描かくのが下手だってことじゃないぞ」

「わかってる。上手うまい下手じゃなくて……アルミちゃんは、和泉いずみ先生のイメージどおりの世界観を描かけるから、いつもとは違ちがう『世界観寄りのお話』を書きたくなったってことでしょ？」

「あ？　ちょっと待てよ紗さ霧ぎり。オレ様の方が普ふ通つうに背景上手うまいよね？」

「いま和泉いずみ先生と話してるから、その件については後でぎろんするから」

　おまえら仲良くしろよ。殺気立つなよ。

「なあなあ、マサムネはどう思う？」

　こっちに振ふるなよ！

　でも言う。

「どっちが上手うまいかってのはノーコメント。ただ、今回アルミが描かいてくれたイラスト……特に……この見開き背景とか、すっげーよかった」

　はあ、と、息を吐はき出だす。

　何度だって見み惚ほれ、褒ほめずにはいられなかった。

「世界観のイメージがぴったりだった。ラフを見て一気にアイデアが浮うかんできたし、誰だれかと一いつ緒しよに仕事をしてて、こんなにしっくりきたの、初めてだ。『イラストレーターとしての実力を持ってるもう一人の俺おれ』が描かいているみたいだった」

「わかるわー」

　普ふ段だんアルミと組んでいるエルフが、しみじみと頷うなずいている。

　俺おれたちのリアクションを受けたアルミは、満面の笑えみを浮うかべた。

「へへへ！　紗さ霧ぎり、聞いた？　だってさ！」

　俺おれを使ってエロマンガ先生にマウント取るのをやめてくれ！

　紗さ霧ぎりの顔が、林りん檎ごみたいに真っ赤になってるじゃないか。

　うちの妹、煽あおり耐たい性せい低いんだぞ！

「むぅぅ……くやしい[image: ～][image: ～]！　覚えてろ！」

　紗さ霧ぎりは怒いかりのままに立ち上がり、俺おれとアルミに、涙なみだ目めで指を突つきつける。

　そんな、形容しようもないほどかわゆい有あり様さまの紗さ霧ぎりを、エルフもまた立ち上がり「まぁまぁ」と肩かたを叩たたいてなだめる。それから彼かの女じよは俺おれとアルミを順に見て、派手なポーズで言った。

「確かにアルミちゃんはいつだって超ちようすごいけど、うちのエロマンガ先生だって負けちゃいないわ！　──さ、あんたたち！　お次は、山やま田だエルフあーんどエロマンガ先生の作品を講評なさい！」

「エルフとエロマンガ先生の作品か……」

　俺おれは、手元の原げん稿こうを半ばからめくり、エルフが書いた小説ページを開く。あらかじめ貼はっておいた付ふ箋せんを使い、目的のシーンをサーチする。

「言いたいことが二つあるんだけど……」

「ダメ出しがあるなら、そっちから聞きたいわ」

「そうか？　じゃあ……っつっても、ダメなところってより、疑問なんだけどさ」

「遠えん慮りよなくどーぞ」

「エルフの書いたこの話、途と中ちゆうで終わってない？」

「終わってるわよ」

「やっぱり」

　俺おれは最後のページに視線を落とす。

「ページ数も足りてないし、完成してないよなこれ。──間に合わなかったのか？」

「いいえ、あえて書かずに出したのよ」

「その手の言い訳をすると、編集者がキレ気味のメールを送ってくるよな」

　老ろう婆ば心しんながらご忠告申し上げます、みたいな、丁てい寧ねいな文面なのに怒いかりが伝わってくるやつ。

「言い訳じゃないってば！　ラストシーンは、今日の読み合わせで、あんたの小説を読んでから書きたかったの！」

「あー……セカイ系がお題だし、ラストの『選せん択たく』がカブるかもって？」

「違ちがうわ」

　エルフは、不満そうに首を横に振ふる。

「展開や主人公の選せん択たくがカブるのなんて、なんの問題もないでしょう。わたしとあんたで、同じものになるわけないもの」

　まあ、だよな。仮に同じプロットで物語を書いたとしても、俺おれとエルフじゃまったく別物になるだろう。それが個性というやつだ。

「もしもグーゼン展開がカブったら、わたしの方が面おも白しろいものを書けばいいだけでしょ」

「本人を前にして言うのがムカつくけど、正しいスタンスだと思うよ。──それで、ラストシーンを書かなかった理由は？」

「あんたの小説を読んだら、やる気が出ると思ったからよ」

「────」

「昨日のわたしは、最高のコンディションで執しつ筆ぴつしていたわ。けど、いまのわたしなら」

　エルフは、原げん稿こうを愛おしそうに撫なでる。それから、真まっ直すぐ俺おれに顔を向け、獰どう猛もうに笑えむ。

「もっといいラストシーンが書けるわ」

「そっか。なら、期待してるわ」

　この偉い大だいなる小説家は、有言実行するヤツなのだ。

　俺おれの信しん頼らいに、エルフはニヤッとした表情を返す。

「楽しみにしていて頂ちよう戴だい。──じゃあ、ようやく二つ目の『言いたいこと』とやらを聞けるわね──わたしの小説、どこが面おも白しろかった？」

　俺おれの二つ目の『言いたいこと』が、それである、と、完全に確信している問い方だった。

　実際そのとおりなので、苦く笑しようするしかない。

「そうだなあ……」

　俺おれは、再び該がい当とうページをサーチする。

　と、アルミが待ちきれないとばかりに割わり込こんだ。

「オレ様は、ここが好きだった！」

「そこ？　想定外のとこ選ぶのね……」

「私はここ……かな。いつも感情を見せないこの娘こが、男の子の服の裾すそをそっとつかむところ」

「紗さ霧ぎりが気に入ってくれたのは、自分から積極的に『このシーンのイラストを描かきたい』って言ってくれたところね。かなり地味なシーンなのに、イラストがついて、すごくグッとくるシーンになったと思う」

「……ヒロインが、仕草で想おもいを伝えるシーンだから。みんなに伝つたわって欲ほしいと思うから。……イラストにしたいなって、描かいた」

「ここが、俺おれの作品を含ふくめて、この同人誌の最さい萌もえシーンだよな」

　悔くやしいが、認めるしかない。

　このシーンは、ヒロインのほのかな恋こい心ごころを、丁てい寧ねいな文章で表現した、地味な名シーンだった。

　文章だけなら、読み飛ばされてしまっていたかもしれない。

　それが、エロマンガ先生のイラストによって、皆みなの心に残る名シーンへと昇しよう華かされている。

「紗さ霧ぎり！　キャラクターの魅み力りよくは、わたしたちが勝ってると思うわ！」

「うん！」

　とても理想的な、小説と挿さし絵えの相乗効果だった。

　本来の相棒として、嫉しつ妬としてしまうくらいに。

「ねえねえ、私の描かいたヒロインが一番可愛かわいいって！　アルミちゃんはどう思う？」

「てっめ……妹いもうと弟で子しのくせに、姉を煽あおるとはいい度胸してんな……」

「フフ、勝った」

「ぐぬぬ………………ちくしょう」

　さっきとは対照的なやり取りが繰くり広ひろげられていた。

　エルフが、テーブルに手を突ついて、身を乗り出してくる。

「ね！　マサムネはどこがよかったの？」

「主人公の男がよかった」

「そう？　ヒロインの可愛かわいさ重視の作品だったのに、主人公がよかった？」

「俺おれ、エルフの書く主人公が、いつも好きなんだ。『爆ばく炎えんのダークエルフ』の主人公は、めちゃくちゃ強くてカッコよくて、わかりやすく魅み力りよく的てきだよな」

「今回の主人公は、『ダークエルフ』ほどキャラ立ってないでしょ。あっさり系の味付けで、山やま田だエルフの商業小説としては、提案しにくい造形よ」

「滅ほろびゆく世界を旅するっていう暗い背景の話なのに、ずっと作品が明るいムードなんだ。さすがだなって思ったけど……それって、主人公のおかげだよ。わりと絶望的なシチュエーションが続くのに、まったくネガティブなこと言わないし、しないし、考えない。はっきり書かれてないけど、こいつ、ずっとヒロインのことを細かく気き遣づかっているだろ。楽しい気分になるように、辛つらい思いをしないように、笑って過ごせるようにって、スタンスが一いつ貫かんしている」

　そんなところが好きなんだ──と、俺おれは、エルフに伝えた。

「そっ……そう……なら、もっと『強い主人公』として掘り下げてみようかしら」

　自分のキャラクターをたくさん褒ほめられたからか、エルフは真っ赤になって顔をそらす。

　照れを隠かくすように、「それより！」と語気を強めて話題を変える。

「あんたたち、みんな感想がばらばらじゃない！　しかもさあ、わたしが『ここは超ちよう面おも白しろいシーンにするぞ！』って気合い入れて書いたところを的確に避さけて褒ほめてくるし！」

　なんなの！　と、エルフは怒おこる。

　褒ほめられているのに、キレている。

　俺おれはその気持ちが、よ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っく理解できる。

　さっきの俺おれもそうだ。

「わかるぜ。俺おれたちはさ、自分が考えた面おも白しろいと思う物を、伝えたいんだ！　そんでちゃんと伝わったことを確認したい！　もしくは、伝わらなかったことを確かく認にんしたい！」

「そうそう！　作品を読んでもらうのって、『答え合わせ』みたいなものじゃない？　狙ねらいどおりに褒ほめて欲ほしいし、なんなら心配したとおりにけなして欲ほしいのよ！　もちろん、わたしの心が傷つかないよう、ソフトな感じにね？」

　読者への要求多いなこいつ。

　さすがにここまで露ろ骨こつにはなれないが、そういう気持ちは、俺おれにだってある。

「わたしの狙ねらいが外れたり、心配が当たって、つまらなかったって言われるなら、それはそれで失敗を認めて反省したり分ぶん析せきしたりできるわ。でもさ、想定外のところを褒ほめられると……なんかすごい照れる！」

　それな。

　なんかすごい照れる。

　めちゃくちゃ嬉うれしくて、妙みようにこっ恥ぱずかしい気持ちになって──

「面おも白しろいって褒ほめられてるのに、失敗したみたいな気分になるのよ」

「さすがにそこまでいくと、傲ごう慢まんじゃねーかな」

「そーかしら。狙ねらって書いてないシーンを、狙ねらって書いたシーンより面おも白しろいって言われると、悔くやしくない？」

「悔くやしい。嬉うれしいけど悔くやしい」

「でしょ!?」

「だけど……そういう想定外の感想って、すげー大切じゃないか？」

「ふん、そんなの知ってるわ」

　エルフは腕うでを組んでツンとしている。

　声こわ色いろだけは優やさしくなって、

「私の『自分でも知らない長所』って、読者から教えてもらうしかないんだから」

　読者から教えてもらって、『自分でも知らない長所』が、『自分が知っている長所』に変わる。

　そうして次は、その面おも白しろさを、狙ねらって書けるようになる。

　できることが増えていく。

　書いて、読んでもらって、感想を聞いて、考えて、また書く。

　このセットを、俺おれたちは延々と繰くり返かえしていく。

　初めて小説を書いた日から、きっと死ぬまで。

　だから俺おれはいつだって、読者に問いかけたい。

　──今度の話、どうだった？　どこがよかった？　って。

　それから、さらに講評は続き──

「読み合わせは成功ね。いい中間リザルトだったわ」

　作品を創って、講評し合い、狙ねらいどおりの感想と、想定外の感想を得た。

　首しゆ尾びは上々といっていい。

「仕事以外でやったのは初めてだったけど……身になった気がする」

「マサムネはもうちょっと、ネットの感想とかも見た方がいいんじゃない？」

「『ラノベ作家ならネット見ろ』なんてオススメしてくるのはおまえくらいだよ。感想は、編集者がまとめたやつで見てるから、それで勘かん弁べんしてくれ」

「マーケティングとしては、それで事足りるのかもしれないけど、大きく分類された感想リストだけを見て、『読者の声』だと思っちゃダメよ」

　エルフの声から、冗じよう談だんめいた色が抜ぬけたのを感じた。

　俺おれは素す直なおに、先せん輩ぱいの話に耳を傾かたむける。

「わたしの読者はいま、五百万人以上いるけれど──『五百万人の読者』なんて人間はいないわ。『一人の読者』が五百万人いるの」

　エルフ先せん輩ぱいの言は、実感として身に染しみている。

　今日の読み合わせをした結果が、その縮図だろう。

　四人いれば、四とおりの感想があり、その分の得るものがある。

　五百万人いれば、五百万とおりの感想があり、その分の得るものがある。

　リスト化されたデータでは、見えないものもある。

　一人の感想を鵜う吞のみにしてはいけない。

　一人の感想だからといって蔑ないがしろにしてはいけない。

　考えろ！　と、彼かの女じよは俺おれに伝えている。

「そんなにイヤなら、ネットの感想なんか別に見なくてもいいけどさ。好みも性別も年ねん齢れいも違ちがう『一人の人間』が、人生の貴重な時間とお金を使って、わたしたちの本を読んでくれているってことを忘れないようにね」

　それが読み合わせ会の、締しめの言葉になった。

　俺おれは深く頷うなずき、肝きもに銘めいじますと真面目に答えた。

「そうしなさい。……くふふ、楽しかったから、これ、またちょくちょくやりましょう」

「そうだな」

　場の空気が緩ゆるんでいく。アルミが俺おれの隣となりで、ぐーっと伸のびをした。

「よっしゃ、んじゃー、今日の結果を踏ふまえて、各自作品を直す──って感じでいーか？」

「締しめ切きり決めよう」

　やはり今日の紗さ霧ぎりは積極的だ。

「リーダーじゃない人、お願い」

「なんでわたしじゃダメなのよ！　そんなにスケジュール管理できなさそうに見えるのかしら!?」

「そう」

「ぐぬぬぬぬ……」

　そんなふうに、時折楽しく揉もめながらも、同人活動は順調に進んでいた。

　全員が、いったん作品を提出して、講評し合って、これから第だい二稿こうを作っていく。

「だいぶ完成形が見えてきたな」

「ここからさらにクオリティを上げていくわよ！」

　アルミとエルフが、資料を仕し舞まいながらテンションを上げている。

　そんなときだ。

　浮うわついたざわめきをかき消すように、インターホンの音が鳴なり響ひびいた。

「！」

　びく！　と、紗さ霧ぎりが座すわったまま飛とび跳はねる。

　筋金入りの引きこもり少女たる我わが妹いもうとは、インターホンの音と電話の音が、大の苦手なのだった。

　そんな様子を見て、エルフはぷぷっと笑い、

「ピザを頼たのんでおいたの。昼食にしましょうか」

　悠ゆう然ぜんと立ち上がって、インターホンのモニタを確かく認にんする。

　つられて俺おれも、エルフと同じものを見た。

　そこに映っていたのは、ピザの宅配などではなく──────




「………………お母様？」




「え、エルフの──」

「お母さん？」

　俺おれと紗さ霧ぎりが当とう惑わくした声を出す。

　確か、エルフの母親って……外国に住んでいるって話じゃなかったか。

　それがどうして、娘むすめに連れん絡らくもなしで、急に来日したのか……。

　同人誌作りで大盛り上がりしていた場に、突とつ如じよとして現れた乱入者。

　友達と楽しく遊んでいたら、急に会ったことのない家族が帰ってきた──まさにそんな状じよう況きようだ。特に、最大級の人見知りである紗さ霧ぎりにとっては、ただ事じゃない。

「ど、どどど、どうしよう兄さん！」

「落ち着け紗さ霧ぎり。とりあえず、部屋に戻もどっていよう。エルフ、それでいいか？」

「うん、ごめん。ひとまずそうして頂ちよう戴だい。……お母様ったら、急にくるなんて、どうしたのかしら？」

　その声には、久しぶりに親と会える嬉うれしさが含ふくまれていた。

　ただ、アルミの不ふ機き嫌げんな舌打ちが、騒そう動どうの到とう来らいを予感させた。

　ドタドタと全員が慌あわただしく動き始める。

　俺おれは、紗さ霧ぎりを連れて二階の部屋まで送る。

　すると、妹からこんな頼たのみ事ごとをされた。

「兄さん……様子を見てきてくれる？」

「あまり、おまえから離はなれたくないんだけどな」

　ここは自宅ではなく、自室でもなく。会ったことのない人物が、同じ家にいる。

　たったいま、環かん境きようが変わったばかりなんだ。紗さ霧ぎりに、どんな影えい響きようがあるかわからない。

「私は大だい丈じよう夫ぶ。それより、エルフちゃんのことが気になる。お母さんが、連れん絡らくもなしで急にくるなんて……どんな用があるんだろ……」

「親子仲は悪くないって聞いてる。きっと心配は要いらないさ」

「でも……」

　紗さ霧ぎりは、エルフの母親が現れたことに不安を抱いだいているようだ。

「わかった。少しだけ、様子を見てくる」

　俺おれは、妹の要望を受うけ容いれた。微笑ほほえみ、そっと扉とびらを閉め、歩む脚あしを階下へと向ける。

「ただ、なあ──」

　引き受けておいてなんだけどさ。

　よくよく考えてみれば、ここは中学生の女の子が、一人暮らしをしている家──クリスさんも時折帰ってくるらしいが──なわけで。

　男子高校生である俺おれが泊とまっていると母親に知られるのは、あんまし、よろしくないんじゃないか？

　いや、もちろんやましいことなど何もないんだから、ちゃんと事情を説明すれば、問題ないとは思うけどさ。

　いまこの時点では、エルフのお母さんに、俺おれの姿を見られない方がいいだろう……。

　うん、そうしよう。

　俺おれは、保身に満ちた考えから、こっそりと忍しのび足あしで階段を下りていく。

　半ばまで降りて、そーっと一階廊ろう下かを覗のぞくと──

「お母様はいっつもそう！　なんでわかってくれないのよ！」

　険悪な大声が聞こえてきた。

　エルフの声だ。

「連れていきなさい」

「わわっ……こらぁ──っ！　離はなしなさぁ──い！」

　デジャヴを覚える騒そう動どう。

　日本語を含ふくめた複数の言語でわめくエルフを、黒服の女性たちが捕とらえ、玄げん関かんに向かって引ひき摺ずっていく。

　その光景は、山やま田だエルフ先生の締しめ切きりが近づくと、クリスさんとエルフの間で、よく見られるものだった。

　ただしこの場に兄貴クリスさんはおらず、エルフ捕ほ縛ばくを命じているのは、金きん髪ぱつの女性だった。

　後ろ姿しか見えないが、すぐにわかった。

　エルフの母親……なのだろう。

　すっと姿勢の良いい、美しい立ち姿。巻いた髪かみから、娘むすめの面おも影かげが見みえ隠かくれする。

　彼かの女じよが外国語で一いつ喝かつすると、ぎゃあぎゃあとコミカルにわめいていたエルフの声がぴたりと止まった。京きよう香かさんが放つ吹雪ふぶきのような圧力とも似て非なる、女王の威い圧あつ。

　気を抜ぬいたら、その場に跪ひざまずいてしまいそうだ。

　呼吸が辛つらくなるような空気の中、

「なあ、奥様マダム」

　アルミの声が響ひびいた。おちゃらけた口調なのに、声こわ色いろはひどく硬かたい。

　彼かの女じよは、エルフの母親と真まっ直すぐ対たい峙じしている。

「『しばらくはエミリーの好きにさせてやる』んじゃあ、なかったのか？」

「もう、十分でしょう？」

　短い台詞せりふなのに、ものすごく偉えらそうに聞こえる。

　そう、エルフがさらに美しく成長したら、きっとあんなふうに話すだろう。

「あんたが決めることじゃない」

「いいえ、私が決めるコトよ、アメリア」

　エルフの母親は、かけていたサングラスをおもむろに外し──

　こちらに振り向いた。

「！」

　目が、合った。俺おれがここにいることをわかったうえで、『見た』ように感じた。
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　エルフと同じ色の瞳ひとみ。強気そうな面おも差ざしが、よく似ている。

　彼かの女じよは、射い貫ぬくような眼まな差ざしで俺おれをしばし見み据すえ、ふいに踵きびすを返かえす。

　日本語で言った。




「エミリーを家に連つれ戻もどすわ。仕事はやめさせて、私が見つけた相手と、婚こん約やくさせるの」




「ちょっ──」

　俺おれは、咄とつ嗟さに階段を駆かけ下おりていく。去っていくエルフの母親に向かって手を伸のばし──しかし届かない。俺おれは、誰だれかに肩かたを強くつかまれ、足を止めてしまう。

　ばたん、と。

　目の前で扉とびらが閉まった。







[image: 第四章]







　──エミリーを家に連つれ戻もどすわ。仕事はやめさせて、私が見つけた相手と、婚こん約やくさせるの。




　扉とびらが閉まる。

　伸のばした手は届かず、エルフの姿は見えなくなった。

　俺おれは、己おのれの肩かたをつかんでいるやつに振ふり向むいて、睨にらみ付つける。

「おい！」

「まあ、待てって」

　俺おれを止めたのは、アルミだった。こいつは、エルフの親友であるはずなのに──

　どうして止めたんだ、と。問いただそうとして、

「────」

　声が出なかった。わかったからだ。

　目前の少女は、俺おれよりもずっと怒おこっている。

　彼かの女じよは、俺おれの両りよう肩かたに手を添そえて、ぎりぎりとつかむ。

「マサムネ、おまえ、事情もなにもわかっていないだろう。行ってなにができる？　あの奥様マダムに、なにが言える？」

「聞きたいことが山ほどある」

「それなら、あたしが答えられる」

「エルフが連れていかれるのを止め──」

「おまえ、ラノベ主人公みたいに強いのか？」

「わけねえだろ」

「じゃあ無理だ。黒服どもが、何人いると思ってる」

「…………そうだな」

　俺おれはうつむき、考え、顔を上げた。

「アルミが正しい。事情を聞かせてくれ」

「あぁ、任せな」

　アルミの険しい表情が、わずかに緩ゆるんだ。




　紗さ霧ぎりを交えて、アルミの話を聞くことになった。

　俺おれたちはリビングに集まっている。

　紗さ霧ぎりも二階から下りてきて、俺おれやアルミと共にテーブルを囲んでいた。

　卓たく上じようには、読み合わせをした原げん稿こうや筆記具がそのまま残っており、楽しかった時間の余よ韻いんが、俺おれの胸をわずかに締しめ付つける。

　重い雰ふん囲い気きを出さぬようにか、アルミが軽い調子で言う。

「おまえら、エミリーの事情をどこまで知ってる？」

「父親はもうずいぶん前に亡なくなっていて、その遺ゆい言ごんが『子供たちを幸せにして欲ほしい』だったってのは、聞いたよ」

　正確には、こう──

『あの子たちを、立派に育ててください』

『幸せにしてあげてください』

　あの子たちというのは、エルフとクリスさんのことだ。

「私も、そこまでは聞いてる」

　と、紗さ霧ぎりがアルミを見た。

　俺おれは、海合宿の際に聞いたのだが、紗さ霧ぎりは紗さ霧ぎりでエルフから事情を聞いていたらしい。

　俺おれたちの返事を聞いたアルミは頷うなずき、

「なら、話は早はえーな。旦だん那なが奥様に遺のこした最後のお願いだ。あの人は、それを全力で叶かなえようとしているのさ」

「エルフちゃん、お母さんが『婚こん約やく者しやを決める』って言い出して、それで喧けん嘩かしちゃったって……」

「ただ、『それが原因で家出をしたわけじゃない』とも言っていたな」

　エルフと母親の親子仲は、決して悪いものではない。

　そう俺おれは解かい釈しやくしている。エルフ自身がそのように言っていたし、今日だって母親が訪ねてきて、あいつは嬉うれしそうにしていた。

　まあ、その直後に、連れ去られていっちまったわけだけども。

「……私たちの知っているエルフちゃんの事情と、さっき起こったこと……齟そ齬ごがある」

　ああ、そうだな、紗さ霧ぎり。

　俺おれたちが聞きたいのは、まさにそこだ。

「エミリーが家を出る前、あの人──母親と口論になったのは本当だ。あたしもその場にいたからな。婚こん約やく者しやを選ぶから会えって言われて、反発して、口論になって、」





　──お母様ったら、ばかね！

　──お母様は、お父様と一いつ緒しよで、毎日楽しかったでしょう？

　──だから幸せになれたんでしょう？

　──幸せになるために、わたしもお父様と同じようにするわ。

　──素す敵てきなお婿むこさんを捕まえて、一生楽しく過ごすのよ！　文句ある？






「啖たん呵かを切って納なつ得とくさせた」

　その光景が、見えるようだ。エルフは絶対に、自分の意に添そわないことはしない。

　たとえ大好きな母親の命令だったとしてもだ。

「だけど、それであの母親を完全に納なつ得とくさせられたわけじゃあなかったんだ」

　アルミは、そう続けた。

「エミリーが日本で一人暮らしをするのを認めたのも、ラノベ作家として活動することを許したのも、あくまで一時的にってだけのもんだったのさ。しばらく娘むすめの好きにさせてみて、ダメそうなら『自分のやり方』で娘むすめを幸せにする──ってな」

　家に連れ帰って、仕事もやめさせて、自分の決めた相手と婚こん約やくさせる。

「それ、エルフは知ってたのか？」

「いいや、あいつは完全に納なつ得とくしてもらえたと思っていただろうな。だから、喜んでただろ？　インターホンのモニタ越ごしに、母親の顔を見てさ」

「……そうだったな」

「アルミちゃんは？」

「知ってたよ。そもそも、奥様直々に、エミリーに付いていって様子を報告しろって言われていたしな。前に言わなかったか？　グレンジャー家が、あたしの雇やとい主ぬしだったって」

「ぐれんじゃー？」

「アルミ、その家名って」

「エミリーの名字フアミリーネームだ。って、知らなかったのかよ」

　意外だったのか、アルミは目をぱちくりと瞬しばたたかせる。

「……知らなかった」

「……私も」

「そっか。まあ、ラノベ作家とか、イラストレーターって、そういうもんかもしれねーな。親しい友達同士でもさ」

「不思議な関係だよな、そう考えると」

　てことは、山やま田だエルフの本名は──

　エミリー・グレンジャーってことか。

　まさか、こんな形で知ることになるなんてな。

「あたしは元々、グレンジャー家に雇やとわれたエミリーの家庭教師だったんだ。世話になってる画商に紹しよう介かいされて、成り行きでさ。最初は断ろうと思ってたんだけど……まぁ、これはいま関係ねえ話か」

　当時を思い出しているのか、アルミは頰ほおを染めて、照れくさそうにしている。

「すっごく気になる」

「感動巨きよ編へんだから、今度話してやるよ。で、あたしがグレンジャー家に雇やとわれてたって話に戻もどるけど、あの奥様はあたしに、娘むすめの様子を観察して、定期報告しろって命じたんだ」

「だから日本まで、エルフについてきた？」

「わかって聞いてんだろマサムネ。誰だれに言われずともついてきたさ。──ただ、定期報告はしてたよ。エミリーが日本でどれだけ頑がん張ばってて、どんだけすげー成果を出してるのか、どんなやつらと出会って、どんな関係を築いているのか──包つつみ隠かくさず教えてやってた」

　つまりエルフの母親は、娘むすめの日本での生せい活かつ状じよう況きようや事情を、よく把は握あくしているってことか。

「じゃあ、なんで連つれ戻もどしにきたの？」

　紗さ霧ぎりが口にしたのは、当然の疑問だった。

　エルフが日本でうまくやっているなら、連つれ戻もどす必要なんてない。

　アルミは端たん的てきに回答した。

「エミリーの実母だぞ？」

「………………………………………………」

「………………………………………………」

　俺おれも紗さ霧ぎりも、あまりの説得力に黙だまり込こんでしまう。

　どう言っていいかわからなくて、しばし黙だまり込こみ……やはり端たん的てきに仮説を口にする。

「超ウルトラ自じ己こ中ちゆうなの？」

「そうだ」

「……一度は娘むすめに説得されたけど、やっぱり『自分のやり方』で幸せにしてやりたいって？」

「確かく認にんしたわけじゃねえが、そんなところだろうな。そろそろくる頃ころじゃねえかとは、警けい戒かいしてたんだ」

　きっと、だから彼かの女じよは、この家に滞たい在ざいしていたのだろう。

　俺おれは少し考えて、

「…………仮の話をしよう。エルフが大人になって、娘むすめができて、同じ立場になったとして──そんな超自分勝手なこと、すると思うか？」

「すると思う」

「ぜったいすると思う」

「するよね！」

　全員の意見が、見事に一いつ致ちしていた。

「うわぁ～、うっっっぜえ親おや娘こだなあ！　最悪だわ！」

「なぁなぁマサムネ？　なんかエミリーの好感度まで下がってない？　今回はあいつが被ひ害がい者しやで、なんも悪いコトしてねーのに」

「いやだって、あいつ母親になったら同じことしそうだもん」

「ぜったいする。まちがいない。エルフちゃんは大好きな人相手だと、『よかれと思って』迷めい惑わくをかけてくるタイプ。私も四巻でやられた」

「なー」

　エルフの悪口でしばし盛り上がる俺おれたち。

　ふっ……と真しん剣けんな空気に立たち戻もどって、全員の心情をまとめるように、

「さて──どうする？」

　アルミが言った。すると紗さ霧ぎりが、すぐに反応する。

「もう一度、あらためて……教おしえて欲ほしい。エルフちゃんが連れていかれちゃったあのとき、何が……あったの？」

「あぁ、紗さ霧ぎりは上にいたからな。マサムネも途と中ちゆうからしか見ていなかった、か」

　じゃあ教えてやるよ、と。

　彼かの女じよは、おさらいをするように、語り始める。

　インターホンが鳴って、エルフが母親を玄げん関かんに迎むかえに行って──その後で。





　──お母様、久しぶり！　今日はどうしたの？

　──貴方あなたを家に連れ帰るために来たの。仕事を辞やめて婚こん約やくなさい。

　──は？　ちょっ、まだそんなこと言っているの？　家を出るとき、話し合ったじゃ──

　──貴方あなたはまだ結けつ婚こんできる年ねん齢れいではないから、ひとまず、私の選んだ婚こん約やく者しやたちと顔合わせをするわ。早く準備なさい。

　──っ……お母様はいっつもそう！　なんでわかってくれないのよ！

　──連れていきなさい。






　そんなやり取りがあったそうだ。

　実際には、日本語を含ふくむ複数の言語が混じった会話だったそうだが。

　アルミが翻ほん訳やくした内容を聞いてみると……とんでもないな、という感想しか湧わいてこない。

　まさに有う無むを言いわせぬ振ふる舞まい、というやつだ。

「その婚こん約やく者しやってのがどんなやつか、アルミは知ってるのか？」

「名前だけはな。候補者が何人かいて……会ったことはねえよ。ただまぁ、どいつもこいつもいいトコの坊ぼつちゃんだし、奥様が選んだやつらだからなあ。どうせ日本のオタ文化なんざ理解できないだろうさ」

「じゃあダメだね。そんなひとと、エルフちゃんを結けつ婚こんなんてさせられない」

　ふんす、と、紗さ霧ぎりは鼻息を荒あらくして怒おこっている。

　一方、俺おれの口は、冷静に言葉を紡つむぐ。

「前提として、これはエルフたちの──グレンジャー家の問題だ。よその家庭の問題に、本人の許可なく首を突つっ込こむわけにはいかない」

「はあっ!?　兄さん！　なにゆってるの！」

「それにエルフなら、この程度の問題、自分で解決するだろう」

　そう。あいつにとって、こんなのは──ピンチでもなんでもない。

　俺おれたちが何をせずとも、きっと自分で、『望むとおり』にするだろう。

　勝手に事態を解決して、そのうち戻もどってくるだろう。

　心配はいらない。

「そうかもしれないけど……っ！」

　ただ、ただ、ただ……だ。

「腹立つよなあ──」

「……兄さん？」

「俺おれ、なんでこんなに怒おこってるんだろう？」

　誰だれにともなく、呟つぶやく。

　そう……俺おれは、いま、とても怒おこっている、らしい。

　だが、それは、どういう怒いかりなのか。なんに対しての、誰だれに対しての怒いかりなのか。

　エルフが置かれている状じよう況きようについて、その元げん凶きようである母親に対して怒おこっている？

　シンプルでまっとうな怒いかり。紗さ霧ぎりが抱いだいているのはそれだろう。

　だが、俺おれは？　それだけか？　それもあると思う。しかし、本当にそれだけか？

　自分でもよくわからない。色々混じっていて、焦あせっていて、分ぶん析せきできない。

　この怒いかりが言葉になって口から出たとき、正しく伝わるとは思えない。

　きっと妙みようなことを口走るに違ちがいない。

　自分自身でさえ、翻訳コンパイルできない想おもい。

　たとえ以心伝心できる相手にだって、歪ゆがんだ形で伝わってしまうだろう。

　思えば、初めて会ったときから。

　毎回そうだ。

　あいつはいつだって、俺おれの心をかき乱す。

　普ふ段だんの落ち着きを失わせて、奔ほん放ぽうな子供ガキの心を取とり戻もどさせる。

「なあ、和泉いずみマサムネ先生」

　唇くちびるを嚙かむ俺おれに、アルミはおどけるように言う。

「こういうシチュエーションって、創作だとよくあるよな。望まぬ婚こん約やくを結ばされそうになるヒロインとかってさ。そんで主人公が、助けに行って、縁えん談だんをぶっ壊こわして、女をさらうんだ」

「俺おれに、それをやれって？」

「やれないだろ？　だっておまえのヒロインは、エミリーじゃねーんだから」

「………………………………」

　俺おれは、目を細めて彼かの女じよを見つめる。アルミは、ちらりと紗さ霧ぎりを見た。俺おれは、視線を動かさなかった。代わりに、アルミの瞳ひとみに映った、紗さ霧ぎりを見た。

　俺おれのヒロインが、頷うなずいていた。

「決めた」

　俺おれは言う。自分の気持ちは乱れたまま、何に怒おこっているのかも判然としないまま。

「俺おれ、首を突つっ込こむわ」

　やりたいことを、言った。

「エミリーのことは、心配いらないんじゃなかったか？」

「そーだな。でも、首を突つっ込こむわ」

「女をさらって、縁えん談だんをぶっ壊こわして──自分が代わりに結けつ婚こんするのか？　どっかの主人公みてーに？」

「俺おれは紗さ霧ぎりと結けつ婚こんするんだよ」

「やりたいことだけやって、責任は取らないって？」

「責任なんかあるか。エルフはさあ、自分がイヤなら婚こん約やくだろうが結けつ婚こんだろうが絶対しねえし、したいってんなら誰だれが何をしようと絶対目当ての男と結けつ婚こんするよ。そうだろ？」

「おまえ、自分が何を言ってんのかわかってるか？」

「わかってねえよ。さっきからイライラモヤモヤして、ちっとも冷静じゃない」

　ただ、やりたいことはハッキリしている。

「エルフと、エルフの母親に、言いたいことを言いに行く。手伝ってくれ」

　要求を伝えると、アルミは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「目が据すわってるぞ。いったいなにを話すつもりなんだ？」

「さあな、これから考えをまとめるんだよ」

「ったく……」

　アルミは頰ほおをかいて、言葉をさまよわせる。

「そもそもだ。おまえは、エミリーが必ず自分の思いどおりにするって信じてるみてえだけど。エミリーが我を通さなくちゃいけない相手も、エミリーと似たようなやつだってことを忘れんなよ。あの人の意見を曲げるのは相当キッツいと思うぜ」

「そっか……じゃあ」

　少しだけ、頭が冷えた。

「いま、あいつ……不安になってるかもな」

「ん……」

　紗さ霧ぎりも俺おれに同調するように、うつむく。

「私……エルフちゃんがいなくなっちゃうの、いや。日本にいられるように、助けてあげたい。私にできることがあるなら、なんだってしたい」

「エミリーは、おまえにとって恋こい敵がたきなんじゃねーの？」

「うん、それは、そう……だけど……」

「だけど？」

「友達だから」

　だよな。

　いま『ここに紗さ霧ぎりがいる』ことが、すべてだった。

　和泉いずみ紗さ霧ぎりにとって、山やま田だエルフは、失うわけにはいかない大切な人間なんだ。

　それはきっと、俺おれにとっても。

「……おまえらの気持ちはわかったよ」

　アルミは、安心したように笑った。

「あたしだって──なんとかしたい。少しでも、エミリーのためになるんなら、なんだってやるつもりだ。マサムネを奥様と会わせることが、エミリーにとっていいことかどうか……それはわからねえけど……他にできそうなこと、ねーもんな」

「ああ」

「うん」

　方針は決まった。あとは、具体的な方法。

　グレンジャー親子が、いまどこにいて、どうしたら会って、話を聞いてもらえるのか。

「どうすればいい、アルミ」

「あたしたちより『当事者に近いヤツ』と、連れん絡らくを取っておいた。きっと、うまくやってくれてるだろう」

　アルミはスマホを、俺おれたちに見せつけるようにし、窓の外に目線をやった。

　その仕草に応えるかのように、車のエンジン音が聞こえてきた。
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　山やま田だエルフよ！　現在、車の後部座席で猿さる轡ぐつわを嚙かまされ、目め隠かくしまでされて、ばっちり拘こう束そくされているわ！

　犯人はお母様──正確にはその手の者だけれど──あんまりじゃないかしら！

　いくらわたしがこーいう拘こう束そく状態に慣れているからといって！

　強ごう引いんに連れ去られて、愉ゆ快かいなわけがないでしょ！

「むぐ──っ！　むぐむぐ！　むぐ──っ！」

　そんなわたしの叫さけびは、無様な声に変わってしまう。

　激しく身じろぎし、座席に顔をこすりつけて、なんとか目め隠かくしをずらす。

　するとミラー越ごしに、お母様の姿が見えた。わたしが目標とする美び貌ぼうだ。

　久しぶりに会って、こんな状じよう況きようなのに、温かな気持ちが胸に満ちていく。

　──お母様ったら、相変わらずね。

　彼かの女じよは昔から、自らの手で、様々な乗り物の運転をする。

　致ち命めい的てきに不器用で何も運転できないお父様と、幼いわたしを乗せて、色んなところに連れていってくれたっけ。

　かっこいい。ハンドルを握にぎる横顔が、好きだった。

　わたしも免めん許きよを取ったら車を買って、友達を誘さそってドライブに行きましょう──船を買って、自分で運転して、マサムネたちを乗せてあげるのもいいわね──じゃなくて！

　いまはそれどころじゃないわ！

　置かれている状じよう況きようを自覚しなさい、山やま田だエルフ！

「むぐぅ！」

　わたしはお母様を睨にらみ付つける。

　ミラー越ごしに、目が合ったように感じた。

「私が運転しているときは、大人しくしていなさい。そう教えたでしょう」

　威い圧あつするような声が、やはりかっこいい。子供の頃ころ、何度も真似まねた話し方だ。

「………………」

　わたしは素す直なおに従った。わたしは基本的に、両親の言いつけはよく聞く子なのだ。

　イヤなものはイヤだけど、そうでないことについては、なるべく言うとおりにしてあげたい。

　大好きだから。家族だから。当然のことだ。

「エミリー、不服そうね。私と帰るのが、イヤなのかしら？」

　声が出せないので、こくこく、と、頷うなずく。

「そう。でも、連れて帰るわ。私がそうすると決めたからよ」

　これ！　これだ！　いっつもこうなのだ！　わたしは、お母様を心から敬愛しているし、理想の女性像として見習いたいとも思っている。

　だけど！　彼かの女じよのこういう強ごう引いんで有う無むを言いわせないところ。

　ほんっっと──に腹立つのよね！

　なにせお母様は、今回の横暴を『わたしを幸せにするため』にやっているのだ。

　これでわたしが幸せになると、本気で思っているのだ。

　──まったく、信じられないわ。

　わたしと血がつながっているんだから当然だけれど、お母様は決して愚おろかな人じゃない。

　むしろとても聡そう明めいで、察しがよくて、ビジネスシーンでは、超ちよう能のう力りよく者しやのように相手の考えを見み抜ぬくらしい。

　家庭内の一幕でも、わたしが習い事をサボろうとしたとき、考えを見み抜ぬかれて釘くぎを刺さされる──なんてことが何度もあった。いまもこうしてわたしが、口を封ふうじられているというのに、何の問題もなく会話が成立している。

　なのに『わたしの将来』のこととなると──視し野や狭きよう窄さくに陥おちいってしまう。

『自分のすることが絶対に正しい』と決めつけてしまう。

　普ふ段だんはもっと、柔じゆう軟なんな思考ができる人なのに。

『愛する娘むすめ』のことだからかしら？　『お父様が遺のこした最後のお願い』だから？

　余計なお世話というか、なんというか……

　そう、『よかれと思って』迷めい惑わくをかけてくるタイプなのよね、お母様って。

　ほんと困っちゃう。

　っていうか、本気で困ったわ！　お母様って、超自己中だから、やると言ったらやるでしょうし……このままだとわたしは実家に連つれ戻もどされちゃう。

　で、数日中に婚こん約やく者しやたちとご対面──ってところ？

　もちろんそんなやつらと婚こん約やくなんてするつもりはないし、わたしなら、いずれ解決して、日本に帰ってこられるだろうけど。

　いずれ、じゃ、ダメなのよね──。

　わたしは、すぐに帰らないと。帰って、冬コミの原げん稿こうを仕上げなくちゃならないし──

『秘策』だって、途と中ちゆうなんだから。せっかく順調……かどうかはわからないけど、進んでいるのに、ここで台無しだなんて冗じよう談だんじゃないわ。

　お母様を、説得しなくちゃ。

　車から降りたら、さすがにそこで拘こう束そくは解かれるはず。

　逃にげるのは無理でも、話すことはできる。

「──────」

　そこが、最後のチャンスよ──。
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　俺おれ──和泉いずみ正まさ宗むねは、現在、車で都心に向かって移動している。

　事情があって精神的に余よ裕ゆうがない。語かたり部べなど、まともにできる状じよう況きようじゃないんだが……。

　やるだけやってみよう。

　俺おれは助手席に座すわって、ラノベのクライマックスシーンを書くときのように集中している。

　運転しているのは、エルフの兄──クリスさんだ。

　金きん髪ぱつの、妖精エルフめいた美青年。

「君たちを我々の問題に巻まき込こんでしまったようだ。すまない」

「いえ、そんな。むしろ俺おれのわがままを聞いていただいて、ありがとうございます」

　エルフの母親と、話がしたい。

　そんな要望を、彼かれは、あっさりと聞き入れてくれた。

　話し合いの段取りをつけて、俺おれたちを、エルフの元へと連れていってくれるのだという。

「『エミリーの母親』と、電話で話をしたよ」

　高級車を運転するクリスさんは、自分の母親でもある人のことを、そう呼んだ。

　確か──この人は、長男でありながら、家を出たんだっけ。

　エルフから、そう聞いた。

　……複雑な事情がありそうだった。家庭の問題、ってやつだ。

「私も、あの人が来日することを知らなくてね。対応が遅おくれてしまった。先に、はっきり言っておくが──エミリーの兄として、妹を帰国させるつもりはない」

　妹いもうと想おもいな台詞せりふに続き、彼かれはそこで、ふっ、と昏くらい笑えみを浮うかべる。

「それに……山やま田だエルフ先生の担当編集者として、仕事をやめさせるなど、もってのほかだよ。『爆ばく炎えんのダークエルフ』の締しめ切きりも迫せまっているんだ」

「心強いです」

　最後の一言が特に。

　担当作家に締しめ切きりを守らせるため、彼かれがあらゆる手を尽つくすだろうことを、俺おれはよく知っていた。

　実じつ妹まいとはいえ、平気で作家を縛しばったり監かん禁きんしたりするもんな、この人。

「ただ、あの人は、私の話など聞く耳を持つまい。恥はずかしながら、あまり良いい関係ではないんだ」

「そう、ですか」

　深く聞くわけにもいかず、それだけ返す。

「マサムネ、クリス兄貴はさあ、まだ反はん抗こう期きやってるんだよ」

　アルミが後部座席から身を乗り出して、俺おれに言った。

「ちょいと変則的なマザコン入ってるからね」

「余計なことを言わないでいただけますか、アルミ先生」

「いまは仕事中じゃないだろ。いつもみたいに……アメリアって呼んで？」

「………………」

　？　あれ……このやり取り……。

　違い和わ感かんを覚えたが、俺おれはそのまま黙だまっていた。

「なぁマサムネ、いつものツッコミはないの？　『おい！　なんだいまの付き合ってるっぽい会話！』みたいなのを期待していたんだが？」

「そんな余よ裕ゆうはない」

「気持ちはわかるけどさ！　スルーされたら、恥はずかしいんだけど！　さっきの台詞せりふで会話が止まると、オレ様がクリス兄貴に気があるみたいな感じになっちゃうじゃん！」

「バカな話は後にしろ、アメリア」

　運転席からばっさりと斬きり捨すてられて、アルミは「へーい」と不満げな声を漏もらす。

　この二人が会話しているところを見るのは珍めずらしいが……

　へえ…………プライベートだと、こんな感じなのか。

　兄妹きようだい、ともまた違ちがう関係性。

『昔から知っている、妹の親しい友達』

『愛する親友の、兄』

　微び妙みような距きよ離り感かんだった。普ふ段だんの俺おれなら、職業病が発動して深い考察をしていたかもしれない。

「話を戻もどすが」

　クリスさんが、アクセルを踏ふみ込こみながら言った。

　車は首都高速を走っている。

　打ち合わせで終電を逃のがしたとき、帰りのタクシーで通る道だ。

「段取りは付けてある。君たちを、あの人に会わせることは可能だろう。むしろ……」

「むしろ？」

「いや……あの人について、私の予想など、当てにはならないか。……会ったら、好きに話してくれて構わない。どのような話の流れになろうとも、妹は、私が連つれ戻もどす」

　彼かれは、『自分が』妹を連つれ戻もどす──と、明言している。

　俺おれたちを連れていくのは、おまけのようなものだ。

「期待していないわけではないよ。日本での親しい友達──君たちの存在が、あの人を説得する助けになるかもしれない。そういう打算はある。ただ、気負わなくていい。これは本来、私と妹が解決すべき問題なんだ。手伝ってくれて、嬉うれしく思うよ」

　クリスさんは、低く美しい声で、場を和なごませてくれた。

　……さして期待されてねーな、とも、感じた。

「物わかりの悪い人だ。話し合いが長引くこともありえる。最悪、実家まで出向いて、数ヶ月がかりでの説得になってしまうだろう」

「おいおい、クリス兄貴。そんなことになったら」

「新刊の延期も考えなくてはな。そして……すまない。そのときは、君たちの冬コミへの参加も見合わせることになる」

「──────」

　俺おれは、ショックを堪こらえ、後部座席を振ふり返かえった。

　強めの声で、車内の全員に聞こえるよう、言う。

「今日、エルフを連れ帰ればいいだけです」

　必ずそうするつもりだった。
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　山やま田だエルフよ！　悪いお母様魔ま女じよに連れ去られた、世界最高に可愛かわいく美しい、才能に溢あふれた、哀あわれな姫ひめ君ぎみであるわたしは、いま、シティホテルのスイートルームに軟なん禁きんされているわ！

　そう、軟なん禁きん。

　くふふ、非日常感があって素す敵てきな単語ね。いつか機会があれば、己おのれの状じよう況きように対して使ってみたいと思っていたわ。さすがわたし、ひとつ夢が叶かなっちゃった。

　字義どおり、部屋からは出られない。女性の黒服たちが、直立不動でこのわたしを見張っているからよ。ただ、拘こう束そくはされていないわ。

　目め隠かくしも猿さる轡ぐつわも、ロープもなし。

　わたしの私物には劣おとるけれど、なかなか高品質のソファに身体からだを預け、お母様と対たい峙じしているの。

　お母様を、こうして真正面から見るのは、本当に久しぶり。

　金の巻まき髪がみが、獅し子しのように煌きらめいている。

　怯ひるんではいけない。戦う前から、負けるものか。

　わたしだって、彼かの女じよの血を引く淑女レデイなのだから。

　つとめて優ゆう雅がに切り出しましょう。

「さて、お母様」

　オレンジジュースで喉のどを潤うるおしてから、本題に入る。

「交こう渉しようを始めましょうか」

「フライトの時刻について？　それとも、ディナーのメニューについてかしら？」

　くふふ、と、艶つやめいた笑えみを漏もらすお母様。

　もちろんわたしをおちょくっているのよ──まったく、性格悪いったら。

　こっちだって、余よ裕ゆうたっぷりに言ってやったわ。

「わたしの将来について、よ」

「貴方あなたが家を出るとき、私とした問答を、繰くり返かえすつもり？」

「そーなるかしら」

「無意味な時間になりそうね」

　わたしの要求を聞くつもりはないという、明確な拒きよ絶ぜつ。

「それはどうかしら。聞いてみなくちゃわからないでしょう？」

「こうして会うのは久しぶりだし、親子で雑談するのも悪くないわ。ただ──同じ話は、一度で済ませたいの」

「？」

　台詞せりふの意図を図はかりかね、わたしは首をかしげる。

　するとお母様は、今日初めて表情を苦々しく歪ゆがめた。

「『貴方あなたの兄』と、話をしたわ」

　実の息子むすこを、お母様はそんなふうに呼んだ。

「？　あっ、そうか、アメリアが」

　わたしが連れ去られてからの顚てん末まつを脳のう裏りに描えがいたわたしは、結論だけを口にする。

「クリスが、ここにくるのね。そういうことなら、大事な話は、兄妹きようだいが揃そろってからにしましょうか」

「どうしてその聡さとさを、学業で発揮しないのかしら」

「えへへー、仕方ないわ。先生方には悪いけど、つまんないんだもの」

「…………はぁ……じき、ここにくるはずよ──貴方あなたの『お友達』と一いつ緒しよに」

「マサムネもくるのっ!?」

　お母様の口ぶりからそう予想したわたしは、目前の机に手を突ついて、身を乗り出す。

　きっと心情まで伝わってしまっただろう。

　でも、構わないわ！

　だって嬉うれしいじゃない？　すっ──ごく素す敵てきな展開じゃない？

　これってまるで、おとぎ話みたい！　姫ひめ君ぎみと王子様！　いいえ、むしろ──

　結ばれぬ運命を打ち破る、王道の物語！

　キラキラと目を輝かがやかせるわたしに、お母様は、困ったように言ったものだ。

「貴方あなた、そんなに──彼かれのことが、好きなの？」

「うんっ！」

　本心が、口を突ついて飛び出した。

　大好きなお母様に、アイツのことを自じ慢まんしたいとずっと思っていたから。

　ようはコレって、お母様が用意した婚こん約やく者しやより、アイツの方が素す敵てきだってことを認めさせれば勝ちってことよね。アイツのいいところを、たくさん教えてあげればいいってことよね。

　なら、ちょうどいいわ！　だってわたし、もともとそうしたかったんだもの！

　すっごくやりたかったことだもの！

「よく聞きいて頂ちよう戴だい、お母様！　わたしの好きな人はね──」

　さあ！　全力で語っちゃうわよ！




　それから、どのくらいの時間が経たっただろう。

「でね、この画像を見て頂ちよう戴だい！　このときマサムネが、わたしに愛の言葉をささやいたの！」

　相手に思い切り近寄って、夢中で話し続けていたわたしの顔を、お母様が、鷲わしづかみにして遠ざける。

「むぎゅ」

　乙女おとめらしからぬ声を出してしまったわ──なんてことをしてくれるのかしら。

　ギロリと相手を睨にらみ付つけると、お母様は意に介かいさぬクールな声で、

「いつまでも聞いていてあげたいけれど、きたみたいよ」

「マサムネがきたの!?　わたしのために！」

「ええ──貴方あなたのためかどうかはわからないけど」

　お母様は入り口付近に直立する黒服に目線をやって、

「入ってもらいなさい」

　黒服は無言で玄げん関かんへと向かう。

　その様子を、ぼうと眺ながめながら──

「くふ……ふ……」

　わたしは脳内で、この後の未来を思おもい描えがいていたわ。

「ふふっ…………」

　にやにや、と、口元が緩ゆるむ。

　愛するわたしを魔ま女じよに奪うばわれたマサムネは、あのとき、玄げん関かん扉とびらが閉まる前、わたしに向かって手を伸のばしていた──。

　姫ひめ君ぎみを守り切れなかった王子様みたいに！

　きっとアメリアやクリスから、詳くわしい事情を聞いていることでしょう。

　マサムネは焦あせったはずよ。大好きなわたしと離はなればなれになってしまうかもしれないって！

　いや……待まって頂ちよう戴だい。それはどうかしら。

　アイツは山やま田だエルフのことを、かなり高く見積もってくれているようだから……意外と心配していないかもしれないわ……。

　──俺おれの愛する山やま田だエルフなら、きっと自分で解決してしまうはずだ──

　──心配は要いらない。アイツは絶対に戻もどってくる──

　とかなんとか言って。

　そういう信しん頼らいは嬉うれしいんだけど、実際そーなんだけど、ちょっと乙女おとめ的てきには違ちがうのよね。

　ちゃんと心配してほしーのよね。

　ちゃんとＮＴＲの危機に、ハラハラして欲ほしいのよね。

　アイツ、そのへんどうなのかしら……わたしが好きでもない相手と結けつ婚こんさせられちゃうかもって聞いて、怒おこったり、焦あせったりしてくれてるのかしら。

　ふにゃふにゃ、と、口元が不安に波打つ。

　と。

「エルフ！」

　マサムネの声だ！　わたしは勢いよく顔を上げ、彼かれの姿を目に収める。

　開いた扉とびらから、のしのしと歩いてくる彼かれは──

　あっ、やった、怒おこってくれてる。

　胸の中で渦うず巻まいていた霧きりが、ぱぁっと晴れていく。

　ああっ……！　やっぱり！　やっぱり、わたしを心配してくれていたのね！

　事情を聞いて、焦あせって、わたしを助けるために、愛いとしい少女を魔ま女じよから奪うばい返かえすために。

　東京の隅すみっこから、わざわざ都心までやってきて──

「いるのか、エルフ！」

「マサムネ！　わたしはここよ！」

　わたしは喜びに満ちた声で、彼かれの名を呼んだ。

　うはあ！　やるじゃないンもう！

　今日のあんた、ちょっとはイケメン王子様に見えるわよ！

　やだっ、顔がホカホカしてきた……！

　わたしは胸に手を当てる。ドキドキと心臓が脈打っている。

　彼かれはもう一度、

「エルフ！」

　と、わたしの名を呼び、お母様の前を横切って、さっそうと姫ひめの間近に駆かけつけて──

「おまえ！　冬コミどーすんだよ！」

「はあああああああああああああああああ!?」

　反射的に叫さけんでしまった。

　こいつ……こいつ……ッ！

「バカマサムネぇぇぇぇ！　わたしの顔見て、開口一番に言うコトがそれ!?」

「そりゃそーだろメーワクかけやがって！　帰国だとか婚こん約やくだとか、おまえんちの都合だろ！　原げん稿こう書いてから行けやあ！」

「そりゃないでしょ！」

　涙なみだが出てきた。もはや地じ団だん駄だを踏ふむしかない。

「サイッアク！　ほんとサイッアク！　あんた……王子様としてサイッアクの台詞せりふよ！」

「誰だれが王子様だバカ野や郎ろう！　俺おれは怒おこってるんだ！　いいから原げん稿こう書け！　冬コミのだけじゃなくて、『ダークエルフ』もだぞ！　みんな新刊待ってるんだから！　国外逃とう亡ぼうしてる場合じゃねーだろが！　覚かく悟ごしとけ！　絶対連れ戻してやるからな！」

「あああああああもーッ！　オタクとして創作者として甚はなはだ正しい意見をほんっと──にありがとう！　そこに座すわんなさい！　乙女おとめの純情を弄もてあそんだ罪を裁いてやるわ！」

　お互たがいキバを剝むき出だしにして、感情を剝むき出だしにして、額と額を密着させて──

　わたしたちは怒ど鳴なり合あった。

「ああん！」

「なによ！」

　母の前だからとか、いまの状じよう況きようとか、全部吹ふっ飛とんだ。

　全力で罵ののしり合あって、大おお喧げん嘩かした。

　わたしたち以外の全員が、ぽかんとしていた。

　お母様だけが、眉み間けんにしわを刻んで、わたしたちを眺ながめていた。

　やがて百の罵ば倒とうが飛とび交かった後、ようやく一いつ瞬しゆんの間ができたそのとき。

「貴方あなたが、和泉いずみ正まさ宗むねくんね」
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　俺おれ、和泉いずみ正まさ宗むねは、エルフの母親と対たい峙じする。

「貴方あなたが、和泉いずみ正まさ宗むねくんね」

　決して大きな声ではなかった。なのに、俺おれたちは喧けん嘩かをぴたりとやめて、彼かの女じよ──エルフの母親の話を聞く態勢になった。

　いまは私が話しているのだ、という、強い意志を含ふくむ声。

「はじめまして、エミリーの母よ」

　もちろん、はじめまして、ではない。

　エルフを連れ去る際、確実に目が合った。それにアルミの話によれば、この人は、俺おれという存在を認にん識しきした上で日本にやってきたはずだ。

　名乗りもしない。和泉いずみ家けでの騒そう動どうを詫わびるでもない。

　おそらくこの『感じ悪さ』は、狙ねらってやっている。

　彼かの女じよは、自分の振ふる舞まいが、どんな印象を相手に与あたえるのか、知しり尽つくしているのだろう。

　その上で、相手をある程度制せい御ぎよすることができるのだろう。

　そういう技能を持つオトナ──社会人には、俺おれも会ったことがあるし、やられるとなんとなくわかるようにもなった。

　ただ、それだけだ。相手の意図を読んで外したり、誘ゆう導どうから逃のがれたり……そこまでできる気はしない。そんな対人能力を、高校生に期待されても困る。

　せめて、自分のペースで話すことだ。

「はじめまして、和泉いずみ正まさ宗むねです。山やま田だエルフ先生の後こう輩はいで、妹ともども、お世話になっています」

　俺おれは、ゆっくりと自じ己こ紹しよう介かいした。すると彼かの女じよは、

「和泉いずみ正まさ宗むねくん」

　と、再び俺おれの名を呼んだ。つかつかと歩いてきて、なにを言うかと思えば、

「娘むすめと別わかれて頂ちよう戴だい」

「……………………は？」

　あまりにも予想外すぎる台詞せりふに、目が点になった。

　エルフ本人を見ると、彼かの女じよは『やっべ』みたいな感じで顔をそらす。

「……………………」

　えぇ……どういうこと……。

　考えがまとまらない。俺おれは、エルフの母親に向き直って、ぎこちなく真実を言う。

「付き合って、ない、ですけど」

「ふうん、そう」

　くふふ、と、性格悪そうに笑う。仕草も表情も、エルフそっくりだ。

　彼かの女じよは『そう言われるのがわかっていた』とばかりの態度で娘むすめを見る。

「ねえ、エミリー？　『将来を誓ちかい合あった、愛いとしい彼かれ氏し』じゃあなかったの？」

「ふあ！」

　瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きのように、エルフの顔が真っ赤に火ほ照てる。

「ちょ、ちょちょ、お──お母様っ!?」

　大おお慌あわてで両手を振ふるエルフ。俺おれは、当とう惑わくして、話題を振ふってきた当人に問う。

「なんの話です？」

　するとエルフの母は、含ふくみ笑わらいをこぼしながら、俺おれにスマホを手て渡わたした。

　確か、この機種は──

「あ！　そ、それ──わたしのスマホじゃない！　いつの間に！」

「貴方あなたが私に渡わたしたのよ。大喜びで」

「くううっ──」

　ぎりり、と歯を食いしばるエルフ。どうやらこのスマホは、エルフが母親に自ら渡わたしたものだったらしい。

　それで。コレを俺おれに見せる理由は、なんだろう？

　スマホの画面を覗のぞき込こむと、そこに写っていたのは、我わが家やのリビングだった。

　エルフによる、和泉いずみ正まさ宗むねとの自じ撮どりツーショット写真。

　超ちよう楽たのしそうなピースサインで、エルフが写っている。

　一方で、写真に写っている俺おれは、撮さつ影えいされていることに気付いておらず、間ま抜ぬけ顔がおで小説を書いているようだ。

　こういうのも、隠かくし撮どり写しや真しんというのだろうか？

　そして件くだんの写真には、英語で、こんなタイトルが付けられている。


『日本で彼かれ氏しができたのよ！』



「………………………………」

　俺おれは、無言で犯人──エルフを見た。

　すると彼かの女じよは、そっぽを向いたまま、わざとらしく口笛を吹ふく。

　視線を戻もどし、指で画面をスライドさせる。すると新しい写真が現れた。

「ぶっ！」

　むせた。

　こ、この母親！　なんてものを見せやがる！

　俺おれを激しく動どう揺ようさせた写真の内容は、クリスタルパレスにあるピアノの前で撮さつ影えいされたもので──いや！　とても書けない！

　タイトルだけを述べよう！


「彼かれに全ぜん裸らを見られちゃったの！　もう責任を取ってもらうしかないわ！」



　おまッ……コレを親に見せたのかよ!?

　こいつ[image: ～][image: ～][image: ～]！　親子揃そろってマジでなに考えてんの!?

　てかっ──

「あれは事故だろ！」

「で、ででで、でも見たでしょ！」

「ちらっとだけな！」

　くそっ、ものすごくイヤな予感がするぞ！

　俺おれは、こんな目に遭あってなお、次の画像を開かざるを得ない。

　なにが写っているか、わかったもんじゃねーからだ。

　さっ、さっ、と写真を次々に閲えつ覧らんしていく。


『飯いい田だ橋ばしでカフェデート中～♪』

『二人きりで旅行に行ったの』

『一いつ緒しよに温泉入っちゃった♥』



　出るわ出るわ！　捏ねつ造ぞう彼かれ氏しエピソードの数々！

　ひとつひとつ否定していきたいがキリがねえ！

「ウソばっかじゃねーか！」

「うっ、ウソじゃないわよ！　チョッピリ盛っただけでしょ!?」

　特とく盛もりだボケ！　この全ぜん裸ら写真とか、当日撮とったもんですらないだろ！

　俺おれは、その場で頭を抱かかえてしまう。

「はぁ……勘かん弁べんしてくれ。そりゃおまえのお母さんも、こんなドスケベ彼かれ氏しとは『別れろ』って言うよ」

　と──俺おれはそう『納なつ得とく』した。

　俺おれたちが騒さわいで、揉もめている様子を、エルフの母親は、観察するような眼まな差ざしで見つめている。急にやってきて娘むすめと喧けん嘩かを始めた失礼なガキ──俺おれのことを、どう思っているのだろう。

　少なくとも、好意的ではないはずだが、表情からは読み取れない。

　彼かの女じよは、優ゆう雅がな仕草で問うた。

「本当のところはどうなのかしら？」

　俺おれが答える前に、会話に交ざってきた者があった。

　俺おれと共に部屋に入ってきて、まだ一言も喋しやべっていない人物。

　クリスさんだ。妖精の王族ハイエルフ然としたたたずまい。

　彼かれは、余分な感情を入れず、淡たん々たんと真実を告げる。

「彼かれと二人きりで温泉に入ったのは、エミリーではなく────私です」

「ええ!?　まっ、まさか──」

　バッ！　と驚きよう愕がくの表情で俺おれを見るエルフ母。

「違ちがいますッ！」

　初めて感情を露あらわにしたと思ったら、とんでもない勘かん違ちがいをしているだろこの未亡人！

　クリス兄貴も、そんな超ちよう真面目まじめな顔で言うコトかよ！

　心中で全力のツッコミを連打した俺おれは、勢いのまま言い放った。

「俺おれは誰だれとも付き合っていないし、他にちゃんと好きな人がいます！」

　叫さけびを聞いたエルフの母親は、何故なぜか──

　上じよう機き嫌げんな様子で、深く頷うなずいた。




　俺おれが叫さけんだ後、しばし沈ちん黙もくが続いた。エルフの母親が、じっ……と、俺おれとエルフを順番に見回しながら、何事かを考えていたからだ。

　なんとなく、動いてはいけないような気がして、邪じや魔ましてはいけないような気がして、俺おれはその場で突つっ立たっていた。

　俺おれは、ここにきてから、ろくにエルフの母親と話しちゃいない。

　なのに彼かの女じよは、深い納なつ得とくを思わせる口調で言う。

「よく、わかったわ」

　続いて「和泉いずみ正まさ宗むねくん」と、フルネームで俺おれの名を呼び、

「私と、面談をしなさい」

「面談……ですか？」

　少しばかりの困こん惑わくと共に、オウム返しに問い返す。『少しばかり』ですんだのは、エルフの母親だという事前情報が頭にあったからだ。

　娘エルフと同じく、察しが良すぎて、本来必要だったはずの会話が、いくらか省かれている。

　そう考えると納得できた。だが彼かの女じよはエルフ本人ではなく、今日会ったばかりの他人だ。

　確かく認にんが必要だった。

「あの、俺おれ」

「エミリーを連つれ戻もどしにきた、というんでしょう？　エミリーが、日本で親しくしていた、隣となりに住む、同業者の後こう輩はいである──和泉いずみ正まさ宗むねくん」

「……はい」

　ぜんぶ把は握あくしているから、わざわざ説明しなくていいわよ──と、そう言われていた。

　言外の意図が、とてもわかりやすい。

「それなら貴方あなたは、私と直接話す機会を求めているはずよね。私も貴方あなたと話がしたいの。とても──興味があるわ」

　彼かの女じよは……俺おれが、これまで会った女性の中で、もっとも色気のある人だった。

　ずっと年上で、恋れん愛あいの対象にはどうやってもならないはずなのに、目を合わせていられないほど、ドキドキする。

「ちょっとマサムネ！　このわたしを差し置いて、なにお母様にときめいてるのよ！」

「と、ときめいてねーよ！」

「わたしだって、あと数年したらこんな感じになるんだから！　ちょっと待ちなさい！」

「ばっ、なんの話をしてるんだ……！」

　ごほん！　と、咳せき払ばらいでごまかして、話を戻もどす。エルフの母親を改めて見み据すえ、

「俺おれも、貴方あなたと話がしたいです」

「決まりね」

　す、と、仕草で着席を促うながされる。俺おれは、彼かの女じよの対面のソファに、ゆっくりと腰こしを下ろす。

　妙みように緊きん張ちようした。きっと将来あるかもしれない、就職の最終面接でも、ここまで張はり詰つめた心持ちにはなるまい。

　エルフも、俺おれの隣となりに並んで座すわった。面談、というからには、一対一での会話になるのかとも思ったが、こいつも同席するらしい。娘むすめの行動を、母親も咎とがめなかった。

　想定どおり、ということだろう。

　俺おれとエルフが、並んで母親と対たい峙じする形だ。

　パーティを組んで、ボスに立ち向かう──そんな連想が脳のう裏りをかすめる。

　先手は、相手から。

「ねぇ、和泉いずみ正まさ宗むねくん。貴方あなたのことが知りたいわ」

「俺おれのことは、調査済みなのでは」

　さっきから思ってたけど、日本語めちゃくちゃうまいな。

　エルフもそうだけど、ネイティブスピーカー同然だ。

「そうね。ただ、直接話さなくちゃ、わからないこともある」

「たとえば？」

「私の質問に、どう答えるか、とか。貴方あなたは──」

　くふ、と、娘むすめそっくりの瑞みず々みずしい笑えみ。

「好きな異性ができたとき、自分からアプローチするタイプかしら。それとも、相手からのアプローチを待つタイプかしら」

「自分から積極的にアプローチするタイプです」

「ふうん、そう。はっきり言うのね。さすが、その若さで婚こん約やく者しやがいるだけのことはあるわ」

「……どうも」

　本当に、雑談のようだった。

　俺おれがしようとしていた、エルフの家庭問題についての話とは、何の関係もなさそうに思える。

　つーか、どれだけ俺おれの情報を調べ上げているんだ、この人。

　少なくとも、エルフの盛ったラブストーリーは、すべて見破られていたらしい。

　彼かの女じよは再び、問いを投げてくる。

「恋れん愛あいは、どんなときであっても一いち途ずであるべきだと思う？　たとえば、配はい偶ぐう者しやと死に別れてしまったあと、新しい相手を見つけて、再さい婚こんすることは、正しいかしら？」

「人によると思います。それが悪いことだとは思いません」

　親父おやじと、母さんの顔を思い浮かべて、言った。

「貴方あなたは？」

「しないと思います」

　紗さ霧ぎりの顔を思おもい浮うかべて、言う。

「俺おれは、もしも好きな人がいなくなっても、ずっと好きでい続けるので、新しい相手を作ることはできません」

「逆に、もしも貴方あなたが先に亡なくなってしまったら？　遺のこした妻が、再さい婚こんすることについて、どう思う？」

「本当にそいつのことが好きで、幸せになれるのなら、いいことだと思います」

「自分の好きな人が、自分ではない人と結ばれることを、許容できるの？」

「できます。自分の好きな人が、幸せになってくれるなら、後のことはわりとどうでもいいからです」

「貴方あなた自じ身しんのことが、わりとどうでもいいの？」

「好きな人の幸せと比べれば、そうです」

「よどみなく答えるのね、貴方あなた」

「はあ……どうも」

　だって、雑談としか思えないし。迷うまでもないことだったし。

「ところで──貴方あなたにとって、人間以外の存在は、恋れん愛あい対たい象しようになるのかしら」

「……はい？」

　？？？

　およそ『現実世界で聞くことなどないだろう質問』が出てきたので、さすがに戸と惑まどう。

「人間以外、というと？」

「そうね……たとえば…………竜ドラゴンとか」

「竜ドラゴンって、竜ドラゴンのことですか？」

　竜人ドラゴニユート的な、モンスター娘むすめではなく？

「そう、火を噴ふく大きなトカゲのこと。人間に変化したりはしないわ。あくまで爬は虫ちゆう類るい」

　なんだこの会話。急速にオタグループの飲み会じみてきたぞ。

　蜘蛛女アラクネとか蛇女ラミアが、お付き合いする相手としてアリかナシか──みたいな。

　ちなみに、シドーくんは『アリですよ！』って超ちよう主しゆ張ちようしていたな。

　俺おれ？　顔が紗さ霧ぎりならアリ。

　で、今回の質問に対しては、

「俺おれは、すでに好きな人がいるので、人間も、人間以外も、恋れん愛あい対たい象しようにはなりません」

　そういう答えになる。

「そう」

　エルフのお母さん、めちゃくちゃ嬉うれしそうなんだけど。

　どうしたの？　怖こわいんですけど？

「なら、『貴方あなたに限定しない』という条件を加えましょう。形のまったく違ちがう異なる種族同士での恋れん愛あいは、ありえると思うかしら」

「ありえると思います」

　ラノベ作家なら、オタクなら、当然こう答えるよな。

「大きなトカゲに恋こいするの？」

「相手に知性があって、意い思し疎そ通つうができるなら、恋れん愛あいに発展することだってあるんじゃないでしょうか。竜ドラゴンの女性を、綺き麗れいだ、と感じる男だっているでしょうし。相手が竜ドラゴンでも、宇宙人でも、外国人でも、同じことです。日本人同士の恋れん愛あいと、変わらないのでは」

「そうよね」

　かなり強めに同意された。

　今の彼かの女じよの様子に、ぴったり当てはまるスラングがある。

　女性のオタクがよく使うアレだ。

　わかりみが深い。

「和泉いずみ正まさ宗むねくん。貴方あなたの恋れん愛あい観かんに、私はとても共感するわ」

「そ、そうですか」

　いまの話のどこが、琴きん線せんに触ふれたのだろう。

　エルフの母親は、胸に手を当て、目をつむる。

「そう。『男に強く一いち途ずに想おもわれる』ことこそが、幸せな恋れん愛あいなの」

「それって、お母様が知ってる唯ゆい一いつの恋れん愛あい経験なだけじゃない」

「んんっ！　んっんっ！」

　娘むすめからのツッコミを、咳せき払ばらいで中断させるエルフ母。

　頰ほおが赤くなっているのは、図星だったからだろうか。

「エミリーは黙だまっていて頂ちよう戴だい」

「ごまかさないで頂ちよう戴だい。お母様は、自分が幸せだったからって、わたしに同じような恋れん愛あいをさせたいだけ。そーゆーの、押おしつけがましいっての」

「何度も言わせないで。面談中よ」

　ふい、と、娘むすめから目をそらす。

「さ、続けましょう──和泉いずみ正まさ宗むねくん」

「は、はい」

「貴方あなたから見て、エミリーはどうかしら」

「ちょっ──お母様！」

　慌あわてて会話を遮さえぎろうとするエルフ。

　俺おれは、居住まいを正して言葉を選ぶ。

　さっきまでの意図不明の雑談と比べて、直接『説得』につながる質問だったからだ。

「山やま田だエルフ先生は、俺おれにとって、目標となる先せん輩ぱいで、恩人です。俺おれたちが、いま目指している夢を、すでに叶かなえた人でもありますし──」

　いくつもの思い出が、脳のう裏りをよぎる。

　一番最新の思い出は、もちろん、みんなで同人誌を作ったこと。

「有効な助言をたくさんいただきました。彼かの女じよの制作物や姿勢は、俺おれにいつも……大きな刺し激げきとやる気をくれます」

「ま、マサムネ？　急にそんな……真面目に答えなくても……」

　あわあわ、と、エルフは目を回している。

「本心だ」

「そ、そうっ……まっ、当然だけどね！　知ってたわ！　あんたがわたしを、超ちよう尊そん敬けいしてるなんてことは！」

　強がった声で、プルプルと震ふるえている。

　超ちよう自じ信しん家かのくせに、なんでそんなに照れてるんだこいつ。

　こっちまで恥はずかしくなってくるぞ……！

「貴重な話を有あり難がとう。でもね、和泉いずみ正まさ宗むねくん。私が聞いているのは、エミリーを『女性としてどう思うか』という意味よ」

「じょ、女性として……ですか」

「ええ、そうよ。答えなさい」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえまれる。

　強い喉のどの渇かわきを覚えた。ごくりとつばを飲のみ込こんで、正直に答える。

「とても……可愛かわいい人だと」

　よく似たやり取りを、海合宿でもした気がするが。

　あのときと決定的に違ちがう点が一つある──

　本人すぐ脇わきにいるのに、何を言わせるんだよ！

　ちら、と、横目で見ると、エルフは耐たえ切きれないとばかりに両手で顔を覆おおってしまっている。

　だってのにエルフの母親は、さらに畳たたみかけるように、

「そう、もっと具体的に言いなさい」

「綺き麗れいな髪かみとか、顔とか、声とか……全部、いいと思います、けど」

「ふふ、私の娘むすめよ」

　知ってますよ！　予想どおりだ！　この人、娘むすめのこと溺でき愛あいしてるだろ！

　彼かの女じよは『もっと言え』とばかりに、仕草で促うながしてくる。

　俺おれは、ちら、ちら、とエルフを見て、数秒迷い、目をきつくつむって──

　やけくそ気味で本音を言った。

「綺き麗れい好ずきで、料理がうまくて、一いつ緒しよにいるといつも楽しくて──将来は、いい奥おくさんになるんじゃないでしょうか！」

　俺おれは──かつてクリスさんに伝えたのと同じことを、本人の前で、口にする羽目になっていた。ご本人は、両手で顔を覆おおったまま、地じ団だん駄だを踏ふんで大声を張り上げる。

「いったいなんなのこの状じよう況きようは……！　辛つらすぎるんですけど……！」

「こっちの台詞せりふだ！」

　悶もだえ苦くるしむ俺おれたちを見て、エルフの母親はまぶしそうに目を細める。

「娘むすめには、あらゆる教養を学ばせたわ。幸せな人生を送れるように。いつか最高の相手と出会ったとき、魅み力りよく的てきな女性であれるように」

「……感謝してるわ。とっても。おかげで──……聞いたでしょ？」

　珍めずらしく、ぼそぼそ、と喋しやべるエルフ。

「そうね」

　エルフの母親は、チラリと俺おれを見て、

「でも……」

「なによ？」

「和泉いずみ正まさ宗むねくん──職業と年収を教えてくれる？」

　娘むすめの問いかけを無視し、すでに知っているであろうことを、俺おれに聞いてくる。

「学生兼けんライトノベル作家。去年の年収は、８８０万円程度です」

「進学と就職の予定は？」

「都内の大学を受験します。卒業後も作家業を続けるつもりですが、大学二年次の状じよう況きようを見て、改めて考えます」

「その言い方だと、作家業をやめて、就職する可能性もあるのかしら」

「あります」

「え！　なんでよ！」

　エルフが咎とがめるような口調で問うてくる。

「収入が不安定だからだ。アニメ化が決まって、大きく宣伝されて、実際にアニメが放映されて──今年から来年にかけて年収が上がるだろう。けど、いつまで維い持じできるかはわからない」

　俺おれにとって、ライトノベル作家という仕事は、好きなことで、夢でもある。

　だけど趣しゆ味みではない──趣しゆ味みだけじゃ、ない。

「金を稼かせぐための仕事だ」

「そーいえば。最初から、そー言ってたわね、あんた」

「それで喧けん嘩かしただろ」

「そうだったわ」

「だから、もっと安定した仕事を得られるなら、転職することも当然、ありえます」

　エルフの母親に、そう答えを述べた。

「自分のやりたいことや、夢よりも、大切なものがある……そういうことかしら」

「はい」

　するっと言葉が出てくる。

「俺おれは、好きな人と結けつ婚こんして、幸せに生きていくんです」

　笑って言った。

　すると彼かの女じよも、笑って言った。

「話せてよかった。貴方あなたがどういう人なのか、とても、よく、わかったわ。状じよう況きようも、とても、よく、わかったわ」

　なにひとつ、誤解は無いと思う、と。

　彼かの女じよは答え合わせをするように、ひとつひとつ納なつ得とくするように、数度頷うなずいた。

「エミリー」

　と、娘むすめを呼んで、

「この男はやめておきなさい」

「どうしてそういう結論になるの！」

　ばっさりと斬きり付つけられたエルフは、嚙かみ付つくように反はん抗こうする。

「お母様、マサムネのこと、認めていたようだったじゃない！」

「しっかりした子だと思ったわ。この年にしては、ちょっと異常なくらい」

「でしょ？」

「さっき……彼かれがこの部屋に入ってきたとき、わざと貴方あなたを怒おこらせて、不安を解消させていたわ。気付いていた？」

「もちろんよ！　こいつ、開口一番でわたしに怒おこってたけど──その件けんの元げん凶きようって、わたしじゃなくて、お母様だもの。わたしに怒おこるのは筋すじ違ちがいだわ。──下手くそな気き遣づかいが素す敵てきでしょ？　お母様も、そう思わない？」

「バレバレなのに隠かくそうとするところ、貴方あなたの父親と同じね。間まが抜ぬけていて笑えるわ」

　親子で、俺おれの言動を解かい析せきしやがっていらっしゃる。

　魔球ナツクルボールのように揺ゆれる話題が段々と核かく心しんに迫せまってきて、大事な局面なのかもしれないが。

　とんだ辱はずかしめだった。唇くちびるを嚙かんで堪たえるしかない。

「お母様も、こういうやつ好きでしょ？　お父様と結けつ婚こんしたんだから！」

「勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だい、私は別に、あんな顔と家いえ柄がらだけの男なんて……好きじゃなかったわ。私を一いち途ずに愛する気持ちは本物だったし、あんまりしつこいから、お情けで結けつ婚こんしてあげたの」

　何かを懐なつかしむように、そっぽを向いて、頰ほおを火ほ照てらせ、ひっそり上じよう機き嫌げんになる。

　それは、とても魅み力りよく的てきな。

　あえて口にはしないけれど、古式ゆかしい様式美セリフ。

「ふふ……あのバカ夫と比べたら、和泉いずみ正まさ宗むねくんの方が、いい夫になりそうね」

「でしょでしょ！」

「貴方あなたと罵ののしり合あっている様子を眺ながめていて、微笑ほほえましかったわ。相あい性しようがよくて、仲がよさそうで、まるで夫ふう婦ふ喧げん嘩かみたいね、って懐かしかった」

「でっしょ～！」

「でも、やめておきなさい。私とよく似た恋れん愛あい観かんを持っていて、将来設計をしっかりと固めていて、自分の考えを持っていて、少々背は低いけれど、貴方あなたと相あい性しようがよくて、尊重してくれて、仲がよくて、一いつ緒しよに暮らしたら幸せにしてくれそうで──それでも、やめておきなさい」

「べた褒ほめじゃない！　なのに、どうしてそうなるのか、」

「だからこそ、やめておきなさい、と、言っているの」

　娘むすめの台詞せりふに、否定をかぶせる。

「こういう男は、決して心変わりをしないわ」

「──っ」

「生しよう涯がい、ひとりの女性を愛し続けるの。よく知っているの。だからダメよ、エミリー。たとえ貴方あなたでも、私の自じ慢まんの娘むすめでも、勝ち目がないわ」

　しん、と、場が静まりかえる。

　エルフは、唇くちびるを嚙かんでうつむき、黙だまっていたが──

　ふいに顔を上げた。決然とした様子で切り出す。

「お母様がどうして日本にきたのか、わかったわ」

「あら……そう、言って御ご覧らんなさい」

「アメリアでしょう。あの子は、わたしの日本での動向を実家に──お母様に報告していたらしいじゃない。その報告の中に、あったんだわ。お母様が、日本にくるような内容が」

「それで？」

　続きをどうぞ、と、言外の意図に促うながされ、エルフは言う。

「わたしが日本で初はつ恋こいをしたこと。その相手が──婚こん約やくしたこと」

　鈍にぶい俺おれにも、誰だれのことを言っているのか、わかったよ。

「そんな状じよう況きようを知ったお母様は、わたしが負けると思って、幸せになれないと思って……愛いとしい娘むすめを助けるために、日本にきたの。──違ちがう？」

「……否定はしないわ」

　つん、と、そっぽを向く。

　わかりやすすぎる、ＹＥＳの仕草。

「私はね、エミリー。貴方あなたに幸せな恋れん愛あいをして欲ほしいのよ。だから、それを用意してあげるわ」

「お母様が用意してくださった恋れん愛あいで、わたしは幸せになれるのかしら？　そもそも、それって恋れん愛あいなのかしら？」

「わからないわ」

　と、エルフの母はハッキリ言った。

　自己中心的で高こう慢まんだという彼かの女じよにしては、あまりにも素す直なおすぎて、意外な台詞せりふだ。

「私なりに考えて、婚こん約やく者しやを厳選してみたけれど……貴方あなたに相応ふさわしい相手かどうかは、まだわからない。だから会あってみて欲ほしいのよ。貴方あなた自じ身しんの目で、見定めるために」

「あ、『私の選んだコイツといますぐ婚こん約やくしろ』って流れじゃないのね？」

「当然よ。結けつ婚こんも、婚こん約やくも、貴方あなたの人生にとって、大切なことだもの。慎しん重ちように、時間をかけて、私と貴方あなたとで、じっくりと選ばなくっちゃならないわ──そうでしょう？」

「そう。お母様は……お父様に負けない男を選びたいのね」

「え？　あの人に負ける男なんて、そんなにいないんじゃない？」

「そうだけど、そうじゃなくて、フィジカルとか、男としての立派さとか、そういうんじゃなくて……ええっと」

　……この親子、亡なきお父様への言げん及きゆうひどいな。

　エルフは、数秒、言葉をさまよわせてから、

「つまり、こういうこと？　わたしが幸せになれる相手を、お母様と一いつ緒しよにじっくり探しなさい。『婚こん活かつ』に全力を尽つくしなさい。結けつ婚こん相手を探すことは、仕事よりも、わたしの幸せにつながるから──だから仕事なんかいますぐやめて、実家に帰りなさい。まずは婚こん約やく者しやに引き合わせます──って？」

　問いを受けたエルフの母親は、即そく座ざにこう答える。

「わかってくれて、嬉うれしいわ」

「ごめんよ！　そんなの！　バカじゃないの？　ばぁ──ッかじゃないの!?」

　ガタンと音を立てて立ち上がり、大声を張り上げるエルフ。

「わたしには、ラノベで世界を征せい服ふくするっていう野望があるの！　お母様の道楽には、付き合ってられないわ！」

「ええ、貴方あなたの活動は、すべて把は握あくしているわ。いまや日本で、世界で、貴方あなたの書いた本が読まれている。素す晴ばらしい成果を上げたのね──さすが私の娘むすめよ」

　エルフの怒いかりが、やんわりと受け止められたのがわかった。

「……な、なによ……突とつ然ぜん」

　急に母親から褒ほめられたエルフは、振ふり上あげた拳こぶしの下ろしどころを見失ったように、戸と惑まどいと照れの混じった表情を浮うかべる。

　エルフの母親は「他意なんてないわ」と肩かたをすくめた。

「私は、貴方あなたの活動を認め、賞賛しているの。素す直なおに受け止めなさい」

「……そう。それは……ありがとう……嬉うれしいわ、ほんとに」

　険悪になりかけた雰ふん囲い気きが、温かくほぐれていく。

「だから」

　エルフの母は、優やさしく微笑ほほえんで──




「もう十分でしょう？」




　さっ、と、空気が凍とう結けつした。

「私の娘むすめは、昔から、飽あきっぽいの。なにをやらせても上手にこなすけれど、つまらないと感じたら、二度と手を付けようとしないし──楽しんで活動していても、大きな成果を上げると、一区切りがつくと……それで満足してしまう」

　彼かの女じよは、幼い娘むすめの真似まねをするように、

「『あぁ、楽しかったわ』──って、ね」

「……お母様……それは……」

「あんなに本気で取り組んでいたピアノも、そうだったでしょう？　どの先生からも、素す晴ばらしい才能があるって認められていたのに。あれほど世界一のピアニストになるんだって、言っていたのに。貴方あなたは、ある日突とつ然ぜん、『あれはもういいわ』って、笑ってやめたじゃない？」

「やめたわけじゃないわ。今も練習しているし──ピアノより、もっと面おも白しろいものを見つけただけ」

「なら、今回も、きっとそうなる。貴方あなたは、もっと面おも白しろいものを見つけたら、今の仕事には飽あきてしまうでしょう。自分の娘むすめのことだもの、自信あるのよ」

「やめて……」

「そろそろ飽あきた頃ころだと思って、婚こん約やく者しや捜さがしを持ちかけたのだけれど……少し早かったかしら？　でも、もうすぐよ。貴方あなたの作品のアニメーションが、もう一度、テレビで放送されるのでしょう？　それが終わって、原作の小説も完結して、一区切りすれば──」

「やめて！」

「『そんなことない』──ピアノに熱中していた頃ころの貴方あなたも、きっと同じことを言ったでしょうね」

「………………」

「このまま私と帰れば、家に着いた頃ころには、意外ともう飽あきているんじゃない？」

「そんな……こと」

「なら、試ためしてみましょう。家に帰って、私の選んだ婚こん約やく者しやたちと会ってみて、それから、もう一度、貴方あなたの気持ちを確かく認にんするわ」

　まるで譲じよう歩ほするかのように、娘むすめの行動を誘ゆう導どうしていく。

　自分の口で『家に帰る』と、言わせようとしている。

「それでいいわね、エミリー。たった数日、帰国するだけなんだから。すぐ日本に戻もどってくればいいだけなんだから」

「………………」

　どうしてだろう……ここで行かせてしまったら、もう、エルフと会えないんじゃないか。

　脳のう裏りをよぎった予感に、ぞくりと寒気がした。

　そんなこと、エルフに限って、あり得るはずないのに。

　エルフはうつむき、迷うように首を振ふり、

「それは──」




「ダメっ！」




　エルフにとって、聞こえるはずのない声がした。

「そんなの…………ぜったいダメ！」

　扉とびらを開けて、アルミと共に入ってきた彼女は、覚おぼ束つかない足取りで、転びそうになりながら、エルフの元へと駆かけてくる。

「紗さ霧ぎり!?」

　エルフは、親友の名を呼んだ。

「あっ……あんた……あんた…………どうして……」
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　目を剝むいて、そのまま絶句してしまう。

　それは、エルフの母親も同様だった。

　娘むすめの周囲をよく調べていたなら、当然紗さ霧ぎりの現状もわかっているはずで──

「……貴方あなたは確か、エミリーの友達の……引きこもりなんじゃ……なかったの？　家から出て……こんな……大だい丈じよう夫ぶ……なのかしら？」

　京きよう香かさんと同じ緊きん張ちよう感かんを持って、明らかに焦あせって、彼かの女じよは紗さ霧ぎりの様子をうかがった。

　俺おれも、唇くちびるを嚙かんで、妹に駆かけ寄よりたい衝しよう動どうを堪こらえて、見守る。

　家から出て、俺おれたちと一いつ緒しよに車の後部座席に乗って、ここに来るまで……

　紗さ霧ぎりがずっと頑がん張ばっていたことを、知っていたからだ。

　本来ならもっと、何ヶ月もかけて挑ちよう戦せんしていくようなことを。

　友達のために、自分の気持ちを伝えるために。

「エルフちゃんのおかげ！」

　今、大声で叫さけぶ。

　もとより人見知り全開な紗さ霧ぎりに、論理的な説得などできやしない。

「私は、エルフちゃんのおかげで、ここにいるの！　エルフちゃんと友達になったから、こんなに楽しかったの！　私……っ……私は……」

　脈みやく絡らくなしに、全力で、感情をぶつけることしかできない。

「エルフちゃんと離はなればなれになりたくない！　仕事に飽あきちゃうとか、婚こん約やくとか、そんなのしらない！」

「紗さ霧ぎり……」

　よろ、と、エルフが叫さけぶ親友に近づいていく。

　彼かの女じよの手を、紗さ霧ぎりは両手で包つつみ込こむように握にぎって、涙なみだ目めで訴うつたえる。

「一いつ緒しよに帰ろう！　これからも──私のそばに居て！」

「ええ、そうね」

　ふっ、とエルフの顔から迷いが消えた。彼かの女じよはもう片方の手で、力ちから尽つきてへたり込こむ紗さ霧ぎりの頭をひと撫なでし、母親へと向き直る。

「お母様！」

「なあに、エミリー？」

「わたしの大好きなお母様──わたしのことが大好きなお母様──一言でいうなら、『余計なお世話』よ」

「どれのことかしら？」

「もちろん全部！　まずは断言してあげる──わたしは、今の仕事に飽あきたりしない！　そして、必ず野望を叶かなえてみせるわ！」

「その根こん拠きよは？　いままでとは違ちがうと言い切るなら、示して見せなさい」

「頼たのもしい相棒アルミと、素す敵てきな紗霧ともだち、競きそい合あう宿敵ライバルたちが居るからよ！」

「………………」

　エルフの母親は、じっ、と見定めるように娘むすめを見つめる。次いで、床ゆかにへたり込こんでいる紗さ霧ぎりと、妹を介かい抱ほうする俺おれを、順に見た。

　彼かの女じよは、しばらくそうしていた。紗さ霧ぎりの涙なみだにつられたのか、泣きそうな顔に見えた。

　そんな母親に、エルフはこう宣言する。

「だからお母様、わたし、家には帰らないわ」

　ライバル俺を見て、友達紗霧を見て、相棒アルミを見て、それから母を見て、

「ここで、みんなと一いつ緒しよに、やっていく」

「そう。……なら、そうなさい」

「……ふえ……いいの？」

「貴方あなたは、有言実行すると判断したの。話を聞いて、納なつ得とくしたの。『今の仕事を続ける』。『野望を叶かなえる』。やってみれば、いいんじゃない？」

「お母様！」

　ぱぁ、と、エルフの顔が明るくなる。

「あぁ、でも」

「でも？」

「婚こん約やく者しやには会いなさい。いますぐじゃなくてもいいから」

「なんで！」

　大団円ハツピーエンドじゃなかったの！　と、わめくエルフ。

「さっき言ったとおりよ。貴方がしている恋愛には、勝ち目がない。貴方あなたの幸せにはつながらない。もっといい女になって、いい男と結ばれて、二人を見返してやるといいわ」

　心から、娘むすめを思いやる台詞せりふに聞こえた。

　貴方あなたの気持ちはよくわかった。仕事はやめなくていい。このまま日本で暮らしてもいい。

　でも、その恋れん愛あいは、やめておきなさい──

　母親からの忠告に、エルフはこう返答する。

「べーっ」

　思いっきり舌を出して、指で下まぶたを引っ張って、バカな台詞せりふを嘲ちよう弄ろうした。

「イヤよ。全部余計なお世話だって言ったじゃない。仕事のことだけじゃなくて、恋れん愛あいのこともそう。お母様ったら、やっぱり、なんにもわかっちゃいないのね」

「……なにが、わかっていないというの？」

　そんなのは愚ぐ問もんだとばかりに、にかっと歯を見せて笑う。

「私が勝つ！　ってこと」

「強がって言っているの？　それとも、本当にわかっていなくて、そんなことを──」

「じゃあ──『私が勝つ根こん拠きよ』を示せばいいのね？」

「…………」

「私が、この恋こいを叶かなえるって、お母様に信じさせれば、余計なお世話をやめてくれるかしら？」

「もちろんよ。そんなことが本当にできるのなら、私の心配は、すべて杞き憂ゆうで終わるわ」

　厳しい表情のままだったが、彼かの女じよの瞳ひとみには、自じ慢まんの娘むすめが何を言い出すのだろうという、子供じみた興奮が生まれつつあった。アルミの目にも、クリスさんの目にも、同様の光が宿っていた。

　俺おれと紗さ霧ぎりの顔色だけが、さっと青くなった。

　ものすごく！　ものすごくイヤな予感がする！

　──コイツ、いったい何を──

　エルフは満足そうに、にやぁ[image: ～][image: ～][image: ～]、と口くちの端はをつり上げる。

「くふふ、いみじくもこの場に、全員が揃そろっているんだもの。予定した舞ぶ台たいとは違ちがうけど、いい機会かもしれないわ」

「お、おい……エルフ……」

「マサムネ、そこでわたしを、ちゃんと見ていなさい」

「エルフちゃん……？」

「紗さ霧ぎり、引きこもりのあんたが、わたしのために、ここまでしてくれるなんて……感激したわ。泣きそうよ。いいえ、ちょっと泣いてる。……もう少しだけ、わたしの話を聞きいて頂ちよう戴だい」

　エルフは言った。

　山やま田だエルフちゃん逆転の秘策──

「さあ、解答編よ」




　山やま田だエルフは、舞ぶ台たいに上がった主演女優のように、部屋の中央に立つ。

　推理を披ひ露ろうする名めい探たん偵ていのごとく、朗々と語り始める。

「わたしは、ずっと秘策を練って、進めてきたの。お母様が言ったとおり、この状じよう況きよう、わたしに勝ち目はないように見えるわ。なにせマサムネったら、紗さ霧ぎりのことが大好きで、すっごく一いち途ずで、とことん鉄てつ壁ぺきで──まぁ、そこがいいところなんだけど」

　へへ～、と、ノロけるエルフ。

「そもそも、紗さ霧ぎりからマサムネの心を奪うばって、わたしのことを好きにさせて、付き合って、結けつ婚こんして──それでわたしの勝ちって言えるのかしら？　わたしは幸せになれるのかしら？」

　それは、彼かの女じよの母親と同じ根源から生まれた動機。

　父の最後の願いを叶かなえたい、という強い想おもい。

　俺おれや紗さ霧ぎりとも共通する、亡なき家族への想おもい。

「それじゃあ、わたしの勝利条件を満たすことはできない、って、思ったの」

　──『幸せにならなければならない』。

「だってわたし、紗さ霧ぎりのこと大好きだもの。わたし学校行ってないし、超ちよう貴き重ちような親友だもの。あんたが泣くんじゃあ──ダメでしょう」

「……エルフちゃん」

　エルフに優やさしく見つめられて、紗さ霧ぎりは当とう惑わくしている。

「そんなの、完全勝利とはいえないわ。甘あまいとか、温ぬるいとか、手て抜ぬきとか、そういうコトじゃないの。紗さ霧ぎりを泣かせるようなやり方じゃあ、どうやったってシスコン兄貴は攻こう略りやくできないし──万が一、京けいが一いち、それで勝っても、わたしが気分悪いわ。わたしは自分が嫌いやがることはしないの、毎日幸せに生きていくんだから」

「なら──」

　割わり込こもうとした母の台詞せりふに、エルフは自分の声をかぶせていく。

「諦あきらめたら、それはそれで負けじゃない。完全敗北して、立ち上がって、改めて別ルートを模も索さくする──ってのも、わたしらしいけどね。降伏サレンダーするのはまだ早いわ」

「貴方あなたが何をしたいのか、わからない。それで、どうするつもりなの？　どうなったら貴方の勝ちになるの？」

「両方、わたしのものにするのよ」

　あまりにもあっさりと出てきた言葉に、誰だれも反応できなかった。

「マサムネは、紗さ霧ぎりの幸せが自分の幸せだと言ったわ。彼かれは、常に、必ず、もっとも紗さ霧ぎりが幸せになる選せん択たくをするの。そういうやつなの」

　そのとおりだ。

　だから俺おれは、エルフとは──

「それなら、そうしてやればいいんだわ。わたしのものになれば、紗さ霧ぎりをもっと幸せにできるって、わからせてやればいい」

　──なに言ってんだ、こいつ？

　得意げにふんぞり返って、なんて言った？

「『紗さ霧ぎりを幸せにする』──それが、わたしの秘策よ」

「おま……おまえ……」

　俺おれは、言葉を形成できず、エルフの母親に割わり込こまれてしまう。

「『わたしのものにする』とは、具体的にどういうこと？　彼かれが、二人の女性を娶めとるという意味？」

　冷静に問い返してる場合かよ。

　あんたの娘むすめ、とんでもねえことホザいてんぞ!?

「法的な婚こん姻いんは、どうでもいいの。大事なのは、わたしが、二人を自分のものにするってこと。彼かれが、じゃなくて、わたしが、よ。間ま違ちがえないで頂ちよう戴だい。そうね、具体的には、三人で一いつ緒しよに暮らす──全員がいまよりもずっと幸せになる──そういう形にするってこと」

「私の感想はさておき、その提案に、彼かれはどう反応すると思っているの？」

「最初は感情的に反発して、それから紗さ霧ぎりの反応を見て、よく考えて、最後には屈くつ服ぷくすると見ているわ」

「誰だれが屈くつ服ぷくするか！」

　喉のどの奥おく底そこでくすぶっていた言葉が、ようやく口から飛び出した。

「俺おれ、やっぱりオマエのこと大だい嫌きらいだわ！」

「へへー、大だい嫌きらいって、大好きと似てるわよね」

「ぜんッぜん違ちげぇ！　仕事でも、恋れん愛あいでも、これまで何度も山やま田だエルフの考え方が理解できねえって思い続けてきたけど──今回はとびきりだ！　おまえが言ってること、一から十までさっぱりわからない！　わかりたくもない！　俺おれは紗さ霧ぎりだけが好きなんだ！　他の誰だれかを好きになったりしない！　それが俺おれの恋れん愛あいなんだよ！」

「知ってるわ。だから、時間をかけて、策略を練って、わかり合ってきたんじゃない」

「な……」

「あんたには、『自分のやりたいことや、夢よりも、大切なものがある』。それは『紗さ霧ぎりが幸せである』こと──そのためなら、大好きな仕事をやめて、安定した生活のため、お金のため、転職を選ぶことさえ辞さない。主義を曲げることさえ厭いとわない。そーよね？」

「そうだ」

「わたしのものになれば、一生お金に困らない、安定した生活が手に入るわよ」

「……………………」

「あらゆるすべてから護まもってあげる。楽しくて充じゆう実じつした毎日が、ずっとずっと続くって、誇ほこりにかけて約束する。紗さ霧ぎりも、あんたも、いまよりずぅ────っと幸せでいられるわ」

　……………………………………………………………………………………。

　……………………。

「おまえ、そんな、やり方──」

「恥はずかしくない。わたしのお父様もこうやって、恋こいに勝利したんだもの。ね、お母様？」

「あの人はもっと露ろ骨こつで、阿あ呆ほうで、熱ねつ烈れつだったわ」

　親子のやり取りをよそに、俺おれは、紗さ霧ぎりを見た。最後の力を振ふり絞しぼって叫さけんだ後、紗さ霧ぎりは、ぐったりと床ゆかにへたり込こんだままだ。

　それでも、エルフのアホな提案について、考かんがえ込こんでいるようだった。

　余よ裕ゆうゼロの有あり様さまで、まったく大だい丈じよう夫ぶじゃない瀕ひん死しの状態で、必死で呼吸を整え──

　ようやく顔を上げて、

「むぅ……そうきたか」

「ちょっ！　なに迷ってんだオマエ！」

「だ、だって……なんか、いいなって……」

「俺おれが紗さ霧ぎりだけのものじゃなくなっちゃうんだぞ！」

「……それは、ぜったい、いや」

「だろ!?」

「だけど…………う、うぅ……」

「紗さ霧ぎり！　しっかりしろ！　惑まどわされるな！」

　グラついてんじゃねーよ！　ちゃんと万ばん全ぜんの状態になってから、落ち着いて考えてくれ！

　確かにエルフは、俺おれたちを、絶対に！　幸せにしてくれるだろうけど……！

　ここは異世界じゃねーんだぞ！　一夫一婦制の国が大多数を占しめる地球なんだぞ！

　こんな無茶苦茶なやり方、あってたまるか！

　卑ひ怯きようだぞエルフ！　紗さ霧ぎりから攻こう略りやくするとか、そんなのアリかよ！

　兄妹きようだいのやり取りを眺ながめていたエルフは、そこで真面目な顔になった。

「わたしは以前、こう言ったわ」

　──あんたたち兄妹きようだいを、わたしが幸せにしてあげる。

　──だから、マサムネ。わたしを好きになりなさい。

「あのときは、断られたわね。だから、今日は、言い方を変える」




　あんたたち、わたしのものになりなさい。一いつ緒しよに、幸せになりましょう。




「断る！」

　振り絞って即そく答とうした。即そく答とうしなければならなかった。

「そ。じゃ、また今度、改めて聞くわ──」

　くるりと俺おれに背を向けて、彼かの女じよは母に向き直る。

　断ったのに、断れた気がしなくって。

　イライラとモヤモヤとワクワクとドキドキが、胸の中で荒あれ狂くるっていて。

　そんな俺おれの目前で、グレンジャー家の親子は、別れの言葉を交かわしていく。

「そういうわけでお母様。選んでくださった婚こん約やく者しやたちは、解かい散さんさせて頂ちよう戴だい」

「エミリー……私、我ながら、幼い少女めいた恋れん愛あい観かんを持っているって、これでも自覚しているの。そんな私から見ても、貴方あなたは変なことをしていると思う」

「有あり難がとう、そう言っていただけて、嬉うれしい」

「貴方あなたのそういうところ大だい嫌きらいよ、エミリー。父親そっくりで不ふ愉ゆ快かいなの」

「わたしもお父様も、そんなお母様が大好きなの」

　彼かの女じよらは、大だい嫌きらいと大好きを、同じ意味で交こう換かんする。

　それから、

「ねえ、わたしは合格？」

「あら、なんのこと？」

　とぼける母に、エルフは、とても美しい口調で言う。

「お母様。貴方あなたがしてくださった心配を、わたしは、解消させることができましたか？　わたしのやり方に、納なつ得とくしていただけましたか？」

「どうかしら。心配するだけ馬ば鹿からしくなった、というのが本音よ。ただ……」

　勝ち目のない恋こいに傾けい倒とうする娘むすめを心配し、日本にやってきたという彼かの女じよは、呆あきれたように溜ため息いきを吐ついて、苦く笑しようする。

「勝ちそうね、貴方あなた」

「うんっ！」

「娘むすめの幸せが、私たちの願いよ。そのためなら、無様な夫の真似まね事ごとでもしてあげる」

「お母様が、わたしの恋こいを、応おう援えんしてくださるってこと？」

「そうとも言うわ。遠えん慮りよなく頼たよりなさい。私にできることなら、すべて叶かなえてあげるから」

　グレンジャー家の全面協力バツクアツプを得たエルフは、超ちよう得とく意いげに振ふり返かえり、

「これにて解決よ！　さあみんな！　帰って同人誌作りの続きをしましょう！」
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「こっちの問題はなんにも解決してねえ！　俺おれはおまえなんか大だい嫌きらいだ！　絶対好きになったりしないからな！」

「くふふ～、いつまでそうやって強がっていられるかしらね！　楽しみにしているわ──和泉いずみマサムネ！」

　びしりと、俺おれの顔に指を突つきつけてくるエルフ。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな彼かの女じよは、初めて会った頃ころそのままで。

　けれど、彼かの女じよと重ねた思い出の数だけ、彼かの女じよからもらった想おもいの数だけ、俺おれは……

　俺おれは────！

「俺おれは紗さ霧ぎりだけが好きなんだ！　絶対に、屈くつ服ぷくなんてしなぁ────い！」

　防ぼう御ぎよを固める宣言が、叫さけびとなって轟とどろいていた。
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　十二月。

　山やま田だエルフをリーダーとする俺おれたちのサークルが、冬の大イベントに初参加する日がやってきた。

　ブースには、俺おれたちの制作物──完成した同人誌が並んでいる。

　いまは昼前。もちろんイベントはすでに開会しており、場内は大いに賑にぎわっている。

　そんな中、俺おれたちの作品の人気はというと、

「完売っ！　かんば──い！」

　エルフが諸もろ手てを挙げて宣言した。

「さっすがわたしたち！　早々になくなっちゃったわねー！」

「ほら、オレ様が言ったとーりじゃねーか。さすがに百部じゃすくねーって」

　エルフと共に売り子を務めていたアルミが、肩かたをすくめて文句を言う。

　二人の美少女は、何故なぜかメイド服姿。この格好で同人誌の売り子をするのが、エルフの夢だったんだとか。

　本当に、夢多き女だ。

「やったね、兄さん！」

「ああ、普ふ段だん、仕事でやってるのとは、だいぶ感じが違ちがったけど──すげー達成感あるな、これ。目の前で本を手に取ってもらえるの、嬉うれしいわ」

「うんっ、うんっ」

　俺おれは、紗さ霧ぎりと笑い合う。

　引きこもりを改善させた紗さ霧ぎりが、ついにイベントにまで参加──しているわけじゃない。

　例のごとく、タブレットでの参加。

　ただし、画面の向こう側で、しっかりメイド服を着き込こんでいる。

　もちろん紗さ霧ぎりは、ギリギリまで外出の練習をしたんだが、どうしても『人混み』を克こく服ふくすることができなかった。

　人通りの少ない朝方なら、俺おれと一いつ緒しよに、外を散歩することができる──。

　紗さ霧ぎりの現状は、そういうものだ。

　彼かの女じよの念願だった『学校に通う』のは、もう少し先になりそう。

　それでも、もしかしたら……俺おれたちのアニメが放送される頃ころには……

　新学期が始まる四月には……

　制服を着て、中学校に通う、紗さ霧ぎりが見られるかもしれない。

　本当に、幸せな事実だった。

「くふふ、わたしたちの本について、さっそくネットで言げん及きゆうしてくれている人がいるわね」

　スマホでエゴサをしまくっていた我らがリーダーが、鼻歌まじりに『完売』の札をブースに置く。ちょうどそのとき、俺おれたちに来客があった。誰だれあろう黒くろ髪かみ和服の美少女、

「来たぞ、マサムネ君！」

　ムラマサ先せん輩ぱいだ。彼かの女じよは、小さく片手を挙げて、楚そ々そとした仕草で振ふっている。

「いらっしゃい、先せん輩ぱい。わざわざきてくれて、ありがとうな」

「感謝など不要。和泉いずみマサムネ先生の新作小説が読めるとあらば、地の果てだろうと行くぞ」

　ムラマサ先せん輩ぱいが、綺き麗れいな顔をずずいと近づけてくる。

　実際、この人は、たとえイベント会場がアラスカでも、火星でも、笑え顔がおできてくれたと思う。

　ありがたい読者だった。

　だからこそ、罪悪感もひとしおだ。

『何に対して』かって？　それは──

「ムラマサじゃない！　よくきたわね！」

「エルフ貴き様さまぁ！　よくも……よくもやってくれたな！　この悪逆の亜あ人じんめ！」

「おおっと、突とつ然ぜんどーしたの？　すっごい顔になってるわよ？」

「トボけおって[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　わかっているのだろう！　私がこうして、すっっごく怒おこっている理由をだ！」

　ぷんぷんと顔を赤らめ、オーバーリアクションで怒いかりを表現するムラマサ先せん輩ぱい。

　失礼ながら愛らしく見えてしまう。

　エルフは、あくまで軽い調子で対応する。

「くふふ、同人誌作りにあんたを誘さそわなかったことを怒おこっているのかしら？」

「そうだっ！　なぜ私をのけ者にする!?　いじめか!?」

「あんたをいじめられるやつなんか、この世にいないでしょうに──自分で言っていたじゃない。複数人で創作をするのは嫌きらいだって。だから誘さそわなかったのよ」

　エルフは噓うそを言っていない。

　ただ、正確にはこうだ。

『俺おれたちが千せん寿じゆムラマサの足手まといになってしまうから、誘さそうことができなかった』

「ぐぬぬ…………だからって……声くらいかけてくれても……」

　それもできなかった。

　参加者に和泉いずみマサムネがいると知ったら、彼かの女じよは『参加してくれる可能性があった』からだ。

　悔くやしそうにしている先せん輩ぱいを見ていると、事情をすべて説明できず、申し訳なく思う。

　その気持ちはエルフも同じはずなのに、彼かの女じよは明るい調子を崩くずさない。

「ごめんごめん、謝あやまるから機き嫌げん直しなさいって。ね、ムラマサちゃん？」

「くそっ……絶対に許さんからな……十年は根に持ってやる……それはそれとして、んんっ、んっんっ」

　気を取り直したように咳せき払ばらいをして、

「『和泉いずみマサムネ先生の同人誌』を一部ください」

　あくまで俺おれの小説だけが読みたい先せん輩ぱいは、エルフに両りよう掌てのひらを差し出しおねだりする。

　エルフは、にっこり笑って、『完売』の札を指で示す。

「いまごろ来て、目当ての同人誌が手に入るわけないじゃない」

「なにィ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　絶望の叫さけび。

「だ、だって今日知ったんだぞ！　このイベントに君たちが参加すること！　冬コミなんて単語を知ったのも、ついさっきだっ！　すぐ売り切れちゃうとか……そんなの、わかるわけないだろうッ！　ほ、本当に、一部も残っていないのか……？　私は、マサムネ君の新作を読むことができないのか……？」

「ひひー、ムラマサにあげる用の本は、ちゃーんと取り置きしておいたわ！」

「早く言え莫ば迦か者もの！」

　マジ泣きしていたムラマサ先せん輩ぱいは、本を受け取るや、

「おおっ……」

　ぱぁっと明るい顔になって、それを胸にかき抱いだく。

　同人誌が羨うらやましくなるような光景だ。

　ひとしきり本を抱だきしめた彼かの女じよは、自分をからかったエルフをじろりと睨にらみ、

「まったく君は……そういうところだぞ！」

「ごめんってば。ムラマサちゃんが、あんまり必死だったから、つい」

「そういうところだぞ！」

　お[image: 叱]しかりの台詞せりふをもう一度繰くり返かえし、彼かの女じよはその場で立ったまま、同人誌を読み始めた。

　一刻も早く読みたいのだ。これは他のあらゆるすべてに優先されるのだ。

　そう言わんばかりの行動だった。

　この分ならさっそく、生の感想を聞けそうだ。

「せんせ、せんせ、そこに突つっ立たってるとさすがに邪じや魔まだから、ブースの中で読め。な？」

　アルミが、ムラマサ先せん輩ぱいの背を押おし、適切な場所へと誘ゆう導どうしていく。

　俺おれたちは、先せん輩ぱいの読書を邪じや魔ませぬよう、黙もく々もくとブースを片付ける。

「エルフ。イベント会場を見て回りたいなら、ここで先せん輩ぱいたちと留守番してるけど」

「ありがと。でも、今回はやめておくわ。サークル初参加の日は、ずっとここに居たいの」

「そか」

「それに──」

　ちら、とエルフは段ボールに残る、同人誌を見やる。

　頒はん布ぷ用ようではなく、知り合いに渡わたすため、取り置きしておいたものだ。

　お隣となりのサークルに渡わたしたり、先ほどやってきためぐみやシドーくん、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいたちに渡わたしたりで、段ボールに入っている取り置き本は、最後の一冊を残すばかり。

　エルフはその一冊を、誰だれに渡わたすか、決めているようだった。

　他人の考えなんか読めなくても、ラノベ主人公のようにニブくても、誰だれにだってわかることだ。

　ムラマサ先せん輩ぱいがきたのは、ちょうどよかったのかもしれない。

　彼かの女じよが小説を読み終えるまで、同人誌が完売しても、片付けが終わっても、俺おれたちがここに残る理由ができたからだ。

　ムラマサ先せん輩ぱいがページをめくる音を、俺おれたちは、じっと聞いていた。

　やがて彼かの女じよは、音もなく本を閉じ、長い吐と息いきを漏もらす。

「いい本だった」

　短い総評に続いて、

「やはり、私も参加させてもらうべきだったな。次は誘うように」

　最高の褒ほめ言こと葉ばをいただく。

　俺おれも、エルフも、アルミも、画面に映る紗さ霧ぎりも、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　俺おれたちの共同作品が、『もっとも厳しい読者』の目に適かなったからだ。

　和泉いずみマサムネも、山やま田だエルフも、千せん寿じゆムラマサの足手まといにはならない──そういう意味だったからだ。

「よぉしっ！」

　と、エルフが吠ほえた。

　ぱん、と、ハイタッチを交かわす。

　この瞬しゆん間かん、俺おれたちは完全に心が通じ合っていた。

　最近あった気まずさも、いまこのときだけ、忘れていた。

　この勢いのまま、この熱さのままで、次回作の相談をしたくてたまらない。

　俺おれも、エルフも、熱い想おもいを同時に口にしようとして、




「首しゆ尾び良よく進展しているようね、エミリー？」




　その声に振ふり向むいた。そこにいたのは、エルフが待ち望んでいた人物。

「お母様！　きてくれたのっ！」

「あら、私が冬コミにやってきたら、おかしいのかしら？」

「おかしいっていうか、めちゃくちゃ目立ってるじゃない」

　美人すぎて、芸能人がお忍しのびで参加しているようにしか見えない。

　エルフの母親は、おそらくは内心とは裏腹の、興味なさそうな口調で言う。

「貴方あなたに協力すると言ったでしょう。娘むすめ夫ふう婦ふの趣しゆ味みや文化くらい、勉強するわ」

「誰だれが娘むすめ夫ふう婦ふですか。そんなつもりはないと言ったはずです」

　即そく座ざに俺おれが否定すると、彼かの女じよは面おも白しろそうに鼻で笑う。

　娘むすめの顔を見下ろして、

「なあに？　まだ仕留めていないの？」

「じわじわってところよ」

「『じわじわ』でもない！　俺おれの心は一いつ片ぺんたりとも侵しん食しよくされちゃいない！　紗さ霧ぎりもなにか言ってやってくれ！」

「ん！　兄さんは私の！　兄さんと結けつ婚こんするのは私！　エルフちゃんには渡わたさない！」

　そうだよな！　言ってやれ！　言ってやれ！

　心中で紗さ霧ぎりを応おう援えんしていると、そこでエルフが一言。

「紗さ霧ぎりも、マサムネと一いつ緒しよに、わたしと結けつ婚こんすれば？」

「……む……く……うぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん…………」

「悩なやんでんじゃねえよ！」

「ちゃ、ちゃんと断るもん。私、兄さんを独どく占せんしたいし……」

　なら、いいけど。

　なら、いいけど！

　そう……俺おれたちの関係は盤ばん石じやくで、鉄てつ壁ぺきで──

　エルフが割わり込こむ隙すきなんて、ひとつもない。

　常識外れの提案など、受うけ容いれる余地はないんだ。

「エミリー、オレ様とも結けつ婚こんしようぜ」

「あら、じゃあそうしましょう。アメリアも入れて、四人家族ね」

「だってさ、マサムネ。将来そーなったら、あたしにえろいことしていいぞ」

「マジか」


「兄さん!?」



　紗さ霧ぎりの怒ど声せいに、はっと我に返る。つとめてクールに言う。

「グラッとしてないぞ」

「した！　ぜったいしたっ！　もぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、私のこと言えないし！」

「してないって！　いやっ、ほんとに！　俺おれは紗さ霧ぎり一筋だから！」

　激おこな紗さ霧ぎりに、俺おれは大おお慌あわてで弁明する。

　そんな中、

「お、おい君たち！　さっきから何の話だ！　なんだかまたしても仲間ハズレの気配がするぞ！」

　ただ一人事情をわかっていないムラマサ先せん輩ぱいが、当とう惑わくしている。

　紗さ霧ぎりが怒おこり、エルフがおちょくり、ムラマサ先せん輩ぱいが爆ばく発はつゲージを溜ため始はじめ、アルミがさらに引っかき回し──混こん沌とんとした空間が形成されてしまう。

「……フ、私はお邪じや魔まのようね。帰るわ」

　エルフの母親が、肩かたをすくめて言った。

「えっ？　お母様──今日くらい、泊とまっていけばいいじゃない！」

「私は忙いそがしいの。そんな暇ひまはないわ」

　娘むすめと会うため、わざわざ冬コミにまでやってきておいて、その言い草には無理があるのでは……。

　いい加減に、この人のことがわかってきたぞ。

　実在の人物にこんな比ひ喩ゆを使うのは、とても失礼だとわかっちゃいるんだが。

　彼かの女じよは、俺おれの知る限り、もっともラノベヒロインみたいな女性だった。

　古いにしえから伝わるあの属性だ。

　彼かの女じよは、ツンとした態度で、エルフにバスケットを差し出した。

「お母様……これは？」

「……冬コミでは、差し入れをするものなのでしょう？」

「あ、もしかして──手作り？」

　喜ぶ娘むすめに、母は「勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だい」と、キツく当たる。

「趣しゆ味みで作って、その……失敗したものだから……私本来の実力ではなくて……」

「開けてもいい？」

　エルフは慣れた様子で、謎なぞの言い訳を受け流し、渡わたされたバスケットの蓋ふたを開ける。

「わぁ……懐なつかしい」

　中に入っていたのは、色とりどりのスプリンクルが塗まぶされた、ラスクだった。

　形が不ふ揃ぞろいで、作った人が料理に慣れていないのだと一目でわかる。

「エミリー……貴方あなた……それ……好きだったから」

　照れると耳先が赤くなるところは、娘むすめと同じだった。

　エルフは、小さなラスクをつまんで、ぱくりと食べる。

「美味おいしい。ありがとう、お母様」

「……どう……いたしまして。じゃ、じゃあ──帰るわね」

　そそくさと踵きびすを返かえす母の背に、エルフが声をかける。

「待ってお母様。お返しに──これを」

　エルフが手て渡わたしたのは、俺おれたちが作った同人誌……その、最後の一冊。

「みんなで創ったの。受うけ取とって頂ちよう戴だい」

「……そう。帰ってから、じっくりと読ませてもらうわ」

　宝物のように受け取って、エルフの母親は軽かろやかな足取りで去っていった。

　読んで、楽しんでもらえたらいいと思う。

　面おも白しろかった、と、感じてもらえたらいいと思う。

　あれは、俺おれたちのサークルが、初めて創った同人誌だ。

　エロマンガ先生とアルミ先生がイラストを描かいて、

　セカイ系をお題として、同一の世界観で、

　和泉いずみマサムネと山やま田だエルフが、小説を書いた。

　俺おれの創った主人公は、文明が崩ほう壊かいした世界を旅し、愛する女性を救うため、さらなる大変動カタストロフイを引き起こす。大多数の人類を犠ぎ牲せいにし、わずかに残っていた貴重な文明を壊かい滅めつさせ、数百年後に芽め吹ぶく破は滅めつの種をも育はぐくんだ。

　大罪人になってでも、世界中から恨うらまれても、

『たった一人を幸せにできるなら、他のすべては要いらない』と、真まっ直すぐ想おもいを貫つらぬいた。

　それが、和泉いずみマサムネが書きたいものだった。

　読み合わせをしたとき、エルフの書いた小説は、未完成だった。


　──あんたの小説を読んだら、やる気が出ると思ったからよ。

　──いまのわたしなら、もっといいラストシーンが書けるわ。



　そう言っていた彼かの女じよが、どんな結末を書き上げたのか──




　それは、すべてを手に入れる物語だ。




　エルフの創った主人公は、大変動カタストロフイから数百年後の世界を旅し、愛する女性を救うため、様々な活劇を繰くり広ひろげる。

　旅の最中、彼かれは数多あまたの戦いを経て、強くなり、賢かしこくなり、狡ずるくなり、悪くなり、

　大きな邪じや悪あくと正義を成した。

　有能な仲間を増やし、富と権力を得、信望を集め、謀ぼう略りやくを巡めぐらせ、

　村を統すべ、街を発展させ、国を創り、最後には世界さえも支配した。

　すべては、我わが儘ままを通すため。

　やりたいことをやるため。

　夢を叶かなえるため。

『滅ほろびゆく世界を救いたい』

『愛する人を救いたい』

『犠ぎ牲せいなど出すものか』

『ついでに、ご先祖がやらかした大罪の、後始末をしてやろう』

『俺おれ様さまに任せておけ』

　なに一つ諦あきらめず、手放さず、すべてを手に入れ、全員で幸せになり。

　みんなで、笑って終わる。

　そんな話。

　最後の頁ページでは、老人となった彼かれが、家に入り切らないほどの子と孫たちに囲まれ、

　人生最後の日に、大笑いしていた。

　夢を叶かなえ、野望を果たし、やり遂とげた男の物語だった。

　誰だれもが憧しよう憬けいせずにはいられない、誰よりも幸福になった──強い主人公の物語だった。

　山やま田だエルフが書き上げたものは、俺おれに未来ゆめを見せてくる。

　素す敵てきでしょう、と。

「マーサムネっ、なにボーっとしてるの？」

　彼かの女じよが、コートを羽織り、俺おれの名を呼んだ。

　物思いにふけっていた俺おれは、現実いまへと立ち返り、顔を上げ、

「おまえの小説、面おも白しろかったな」

「ひひー、でっしょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　知ってるわ！　わたしが書いたんだもの！」

　輝かがやくような笑え顔がおが、好きだった。

　臆おくせず野望を語る声に、ドキドキした。

　有言実行、次々に夢を叶かなえていく姿に、ワクワクした。

　俺おれの想像を超こえてくる言動に、不意の誘ゆう惑わくに、主義の違ちがいに、イライラしたり、モヤモヤしたりすることもあった。

「まあ、おまえのことは大だい嫌きらいだけど」

「気が合うじゃない。わたしもあんたのこと、大好きよ」

[image: ]

　まったくだ。

　俺おれたちの夢に、むりやり割わり込こんでこようとするおまえのことが、本当に大だい嫌きらいだよ。

　嫌きらいで嫌きらいで嫌きらいで……顔を見ると、声を聞くと……くらくらする。

　胸が熱くなって、張はり裂さけそうになる。

　いまもそうだ。

　デビュー作の発売日のように、アニメ化発表当日のように、

　落ち着かないそわそわした気分が、昂たかまって、いつまでも終わらない。

　自分は、将来どうするのか。どうなりたいのか。どういうふうに、生きていくのか。

　多くの若者が悩なやむ難問にも、和泉いずみ正まさ宗むねは、いつだって即そく答とうできた。

　いま、同じ質問をされたって、きっと即そく答とうするだろう。

　──大好きな紗さ霧ぎりと、幸せに暮らす。

　それが俺おれの夢で、望む結末ハツピーエンド。絶対に、決して、変わることはないけれど。

「これから紗さ霧ぎりと合流して、打ち上げするんでしょ？」

「ああ、そうだったな」

「ほら、早く。行きましょ」

　思おもい描えがく光景みらいは、少しだけ変わりつつある。

　俺おれは、エルフと並んで、紗さ霧ぎりの元へと歩いていく。
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あとがき






　いま書ける最高のものをお届けしました。

　以前と同じ言葉になってしまいますが、本書を読んで、面おも白しろいと思っていただけたなら、一回でも笑っていただけたなら、それが私にとって、なによりの報ほう酬しゆうです。





二〇一九年九月　伏ふし見みつかさ
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